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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　銀天使が目を開ける




　新学期、幾分か残暑も和やわらぎ過ごしやすくなったある週末の長なが月つき学園では、

「と、いうことで、文化祭はコスプレ喫茶をやることにあたしが決めた。色々用意するけどメインはメイドな、これもあたしが決めた」

　朝のホームルームが始まるなり、担任の工く藤どう先生はいつものきっちりとした女性用のスーツ姿にまるで似合わないやさぐれた表情で宣言した。

　確かに月末には文化祭が控えている。そろそろクラスの出し物を決めるべきでもある……が、これはどうなのだろうか。

「……すげえ、何一つ生徒に意見を聞かずに決めやがった」

　教室の後ろの方の席に座る雪ゆき道みちは、クラスの心境を代弁するようにぽつりと呟つぶやいた。

　呆あつ気けに取られて、教室は静まり返っているが当の工藤先生は気にした様子もない。

「さて……まずは、天あま川かわ」

　彼女は火の点ついてない煙草たばこを唇に咥くわえたまま天あま音ねにいつものやさぐれた目線を向ける。

「はい、わたし……ですか？」

　急に名前を呼ばれた天あま音ねは、少し戸惑ったような表情で小首を傾かしげる。尻尾しつぽのように括くくった長い髪が僅わずかに揺れた。

「当日は接客をメインで頼む。あとは、前日までに何人かでクッキー焼いてストック作るからそこのリーダーよろしく」

　凄すごく軽い調子で仕事を割り振られ、一瞬、天音の金色の瞳ひとみが宙を泳いだ。

　どう言い訳して断ろうか考えている目だ。

「まあ、天あま川かわならクッキーぐらい楽勝だろう。あたしですら作れるぐらいだしな」

　断られるとは欠片かけらほども考えてない物言いだ。他ほかのクラスメイトからも、期待に満ちた視線が向けられている。誰だれ一人ひとりとして天音が断るとは思っていないのだろう。

　それぐらい、学園での天音は品行方正才色兼備なパーフェクト女生徒……だと思われている。実際は結構ダメだ。料理の腕も控えめに言って素人しろうと、はっきり言えばそれ以下だ。

　天音は自分に集まる視線を確認するように一度教室を見回し、工く藤どう先生に向き直る。

　その顔には見事に猫を被かぶった品のよい微笑ほほえみが浮かんでいる。

「あまり料理は得意ではありませんが、それでもよろしいのでしたら」

　大した謙けん遜そんだ──天音の正体を知っている雪ゆき道みちは胸中でため息を吐つく。

　天音の料理の腕を知っていればたとえカップラーメンすら作らせようとは思わない。

「……絶対、イメージだけで選んでるにゃ」

　雪道の隣の席に座っているシロコが、いつものネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かしながら呟つぶやいた。

「ああ……多分、つうか、間違いなくそうだな」

　同じく小声で雪道が相あい槌づちを打つ。なんとなく二人は顔を見合わせた。

　シロコのオッドアイには何な故ぜか雪道を労いたわるような光が浮かんでいて、いたたまれなくなった雪道は視線を逸そらす。

「賭かけても良いいにゃ、間違いなく天音にゃんは雪道にゃんに泣きついてくるにゃ」

「嫌過ぎる。しかし少しも否定できない」

　その光景がブルーレイディスク並みの鮮やかさで雪道の脳裏に浮かんだ。

「それじゃ次は……長なが月つき、おまえにも……」

　工藤先生のほうはこの調子で異論が出ないまま一気に進めるつもりなのか、次に瑛えい子こに視線を向けた。

「先生」

　遮さえぎるように言い、瑛子は律りち儀ぎに席を立つ。長い黒髪がしゃらりと揺れて、微かすかに夏の花の香りが零こぼれる。

「すいませんが、生徒会と演劇部に頼まれた助すけっ人とがありますのでクラスの出し物の方にはあまり関かかわれそうにありません」

　瑛えい子こが丁重に、しかしきっぱりと断る。工く藤どう先生は煙草たばこを咥くわえたままの唇を僅わずかに歪ゆがめて、小さく唸うなる。

「事情はわかったが、少しはこっちにも──」

「あの先生、ちょっと質問いいですかね」

　瑛子を庇かばうように、雪ゆき道みちが手を挙げた。

「ん、なんだ芦あし原はら、コスプレ喫茶に不満でもあるのか」

　いつものやさぐれた表情で、なにやら面白くなさそうに工藤先生が答える。

「え？　あー、その、あれです」

　雪道は喉のどの奥で呻うめき、無理矢理に言葉をひねり出す。

「衣装の準備とか大変じゃないですかね。レンタルだと金がかかりますし、作るのはちょっと手間じゃないですか」

　言われた工藤先生は火の点ついていない煙草を咥えた唇をつり上げ、妙に色気のある笑みを浮かべた。

「安心しろ、既すでに手配してある」

「ちょ、どんだけ準備速いんですか！」

「あたしは珍しく超やる気だぞ」

「なんでそんなところでやる気出すんですか先生！」

「あたしがやりたいからに決まってるだろ」

「そもそもどうしてコスプレ喫茶なんて際きわ物ものやるんです！」

「現役高校生のコスプレ姿が見たいからだ」

「それは教師がしていい発言じゃねえだろうがあああああ！　あんたセクハラ大好きな中年親父おやじかあぁあああああああ！」

　思わず、雪道は教師相手に全力で突っ込みを入れた。

　だんっ！

　突然、工藤先生が握り締めた拳こぶしで教卓を叩たたく。

「見たいんだから仕方ないだろうがぁああああああ！」

　雪道につられるように、工藤先生も叫んだ。

「天あま川かわとか浅あさ闇やみとか、あと目立たないが長なが月つきとか、このクラスは全体的にレベルが高くて美少女が多いんだから仕方ないだろうが！」

　気け圧おされたように雪道が口を噤つぐむ。

　そして、パチ、パチ、と、まばらな拍手の音がした。

　最初はまばらに、やがて、教室の外に聞こえるほど大きく。拍手の音が響く。

「先生！　俺おれは先生に一生ついて行きます！」

「先生の魂の叫びは僕たちの心に激しく届きました！」

「正直今まで先生のことを見くびってました！　先生はまさに先生の中の先生です！」

「惚ほれ直しました！」

「むしろ惚れました！」

　何な故ぜか感動の面おも持もちで、男子生徒が立ち上がり工く藤どう先生に惜しみのない拍手を捧ささげる。

「……おまえら」

　ふっ、と、工藤先生は今までに見たこともない柔やわらかな笑みを浮かべて目め尻じりを拭ぬぐう。

「あたしは、おまえらみたいないい生徒を持って幸せだ」

「先生！」

　感極まった男子生徒たちが、目を輝かせて席を立つ。

「……わからねえ、おれが悪いのか？　おれが間違えてるのか？」

　まだ朝のホームルームだというのに、そのまま夕ゆう陽ひに向かって走っていきそうな雰囲気の中、男子でただ一人取り残されてしまった雪ゆき道みちは頭を抱える。

　同情に満ちた女子生徒からの視線が雪道に向けられていた。

　天あま音ねの金の瞳ひとみが憐あわれむように、瑛えい子この黒い瞳が慰めるような視線を向ける。そして隣の席のシロコはぽん、と雪道の肩を叩たたく。

「雪道にゃんは、多分、間違ってないにゃーよ」

「ありがとうよ」

　雪道は朝からぐったりと疲れた表情で、力なく答えた。




　同じ時間、長なが月つき学園から海を隔てた遥はるか遠い国の砂漠に、彼女たちがいた。

　一人は白衣を羽は織おった、癖くせの強い髪を無む造ぞう作さにまとめた女。飾り気のない眼鏡めがねをかけ、白衣の下のカットジーンズから覗のぞいた脚には蛇へびのペイントがある。

　彼女の名前は御み堂どう叶かな流る、あるいは『天才的天災ナチユラルカラミテイ』。

　影のように彼女の後ろに立つもう一人は彼女の妹『鋏はさみ姫ひめ』御堂瑞みず佳か。

　幽霊のように気配の希薄な彼女はエメラルドグリーンの改造メイド服を纏まとい静かに姉の叶流の半歩後ろに立っている。

　表情のない彼女の手には大きな日傘があり、照りつけるような砂漠の日差しから自身と姉を守っていた。

　何故二人はこんな場所にいるのか。彼女たちの目の前には砂漠には似合いもしない銀の天使像が立っている。

　ビルほどのサイズの巨大な天使像は端整な顔立ちで、眠るように瞳を閉じていた。

「……まったく、砂漠はいつ来ても暑くてかなわないな」

　日傘の下で、叶流はため息を一つ吐つき額を拭う。

「こんな場所まで訪ねて来るこちらの身にもなってくれよ」

　叶かな流るは天使像を見上げる。

「なあ、原げん初しよ演えん算ざん装そう置ち『銀ぎん天てん使し』、否いな、三賢狂トリスメギストス次席『銀天使』アルバート＝アルバート」

　その呼び声に答えるように、銀の天使像がその瞳ひとみを開き、

「久しぶりだね、叶流に瑞みず佳か」

　オルゴールのような響きの声こわ音ねで言った。

　にぃ、と、叶流は毒どく蛇へびのような笑みを浮かべて手を鳴らす。

「戦いの時間だアルバート。おまえを使わせてもらう──御み堂どう叶流の願いと望みのために」





第一章　恋心と彼女の決意




　天あま音ねがクッキーを作ることになったその日の昼休み。いつもの四人が、生徒会室で机を囲み昼食を──瑛えい子こ以外は雪ゆき道みちが作った弁当だ──食べている席で、

「と、いうことで雪道よろしく」

　天音が徐おもむろに宣言した。

「……大体わかるが、一応確認するぞ。おれに作れってのか、天あま川かわの代理でクッキーを」

　正面に座っている雪道は、手に持った箸はしの頭でこめかみを押さえてため息を吐つく。

　同席している瑛子とシロコも、それぞれ手を止めて偉そうに薄い胸を張って宣言した天音を見ていた。ちょっと冷たい視線で。

「できもしないのに引き受けるとか……天音にゃん、結構頭悪いにゃ？」

「うぐっ……仕方ないじゃないの、なんか『出来て当たり前』みたいな空気だったし」

「今回はさすがに不注意だと私わたしも思う」

「言わないで瑛子、実は結構へこんでるの」

「このダメッ娘こめ」

「ダメッ娘言う……だめだ、今回は本当に反論の余地がないわ。ごめん雪ゆき道みち」

　天あま音ねは世にも情けない顔でうな垂れる。

　さすがに雪道の良心も痛んだ。

「仕方ない奴やつだな、手伝ってやるよ」

　呆あきれたように雪道が言うと、何な故ぜか瑛えい子ことシロコが盛大にため息を吐ついた。

「……バカ」

「雪道にゃんも少しは学習するにゃ」

「へっ？」

　きょとんと、首を傾かしげた。

　天音が徐おもむろに顔を上げる。雪道はすぐに二人の言葉の意味を理解する。

「雪道のそういう甘いところ、大好き」

　にやにやと、天音はチェシャ猫のように笑っていた。

「おれは天あま川かわのおかげで女性不信になれそうだよ、ちくしょう！」

　これで何度目か、天音に騙だまされた雪道は自や棄け気味に叫ぶ。

「こうなったら本気でやってやる、特訓だ！　天川が人並みにクッキーぐらい焼けるように特訓してやる！」

「えー、面倒くさい」

「おまえは少しはやる気を出せ！」

「いいじゃないの。あんたがあらかじめ大量にクッキー作って、それを、わたしが作ったってことにして学校持ってけば」

「それだけは嫌だ！」

「な、そんな全力で拒絶しなくてもいいじゃない」

「いいか、認めがたいが天川は普通に、いや学園ではかなり人気がある」

「そうね、自慢するけど人気があるわね」

　一瞬で天てん狗ぐになった天音がツーテールを揺らしてふふんと、薄い胸を張る。雪道はそれを華麗に無視して続ける。

「天川のファンが、天川が作ったと思っておれが作ったクッキーを食べてる姿って相当にせつないものがないか？」

　言われて、その場にいた全員がその光景を想像してしまった。

「……悲惨」瑛子が静かに首を振る。

「……哀れにゃ」シロコのオッドアイにこの上ない憐れん憫びんが浮かんだ。

「……思わず謝りたくなったわ」天音が金色の目を伏せる。

「な、せつないだろ？」

「うん……なんていうかもう、本当に生まれて来てごめんなさいって気分よ」

　目を伏せたまま天あま音ねは小さく首を振る、一緒にツーテールの長い髪が揺れる。

「オーケイ雪ゆき道みち！」

　金の瞳ひとみに熱く燃える炎を宿して、天音は徐おもむろに立ち上がる。

「わたし、頑張るからね！」

「おお、こんなにやる気を見せた天あま川かわは初めてかもしれない！」

　天音の気迫に乗せられて、雪道も立ち上がった。

「うん、珍しくやる気！　早さつ速そく今日の放課後からやるわ！」

「よし、今日の放課後からだな任せとけ」

　ふと、雪道は思い出して瑛えい子この方を見た。

　昼食を食べる手を止めて、じっと瑛子が黒い瞳で雪道を見詰めていた。

「瑛子も来るか？」

　黒髪を揺らして、瑛子が首を振る。

「助すけっ人とで参加してる演劇の練習がある」

「そっか、残念だな」

「……頑張って、芦あし原はら。天音の料理の腕は私わたしも知っているから」

「……頑張るよ」

「練習、終わったら、少し、顔を出してもいい？」

　瑛子が尋ねると、雪道は妙にニヒルな笑みを浮かべた。

「喜んで。幸運に恵まれていたら天川手製の美お味いしいクッキーをご馳ち走そうするよ」

「期待しないで期待している」

「ねえ、わたしの扱いひどくない？　凄すごくひどくない？」

　天音が何か言っているが、雪道はまたも華麗にスルーした。

「シロコはどうする？」

　ネコミミ帽子の耳をぴこぴこさせて、マイペースに弁当を突つついているシロコにも聞く。

「パスにゃ。ちょっと用事があるにゃー」

　もしゃもしゃと口の中で咀そ嚼しやくしながら、器用かつ明めい瞭りようにシロコが返事をした。

　雪道は眉まゆ根ねを寄せて、すっ、とシロコの頬ほおに手を伸ばす。

「全部飲み込んでから喋しやべれよ行儀が悪い。ほら、ごはん粒つぶがついてるぞ」

「んにゃ？」

　シロコの頬についた米粒を指先で摘つまんで、そのまま雪道は食べてしまう。

　見る間にシロコの頬は茹ゆで蛸だこのように赤くなる。動揺しているのか、オッドアイを見開いて、ネコミミ帽子の耳を激しくぴこぴこと揺らしていた。

「う、うにゃ……」

「……あんたって、本当に」

「…………」

　何な故ぜか天あま音ねと瑛えい子こまで照れたように頬ほおを赤くしていた。

「ん？　おれがどうかしたか？」

　当の雪ゆき道みちはなんともなさそうに、首を傾かしげる。

「ああ、もういいわよ。なんでもないから」

「暖の簾れんに腕押し」

　呆あきれたように天音が言って、瑛子がぽつりと呟つぶやく。

「ふむ？」

　雪道はもう一度首を傾げたが、それ以上は深く考えもせずに……と、いうか全然別のことを考えていた。

「天あま川かわに料理、か……」

　哲学者のような顔つきで自分の弁当に向き直って玉子焼きを箸はしで摘つまんだ。

　天音と料理──最悪の組み合わせのような気がしていけない。




　結局、雪道はどこか気もそぞろに午後の授業を通り抜けた。

　用事があると言ったシロコは帰りのホームルームが終わるなりいつのまにか消え、演劇の練習に向かう瑛子を見送り、雪道は天音とは別に学校を出た。

　街へ続く長い坂道を下り、普段使う商店街ではなくスーパーマーケットの入り口で改めて天音を待った。

　丁ちよう度ど、夕食の買い物の時間で子どもを連れた主婦の姿や、大学生らしき男女連れなどが雪道の隣を通ってスーパーマーケットの中へと入っていった。週末だからというのもあるのか、意外に人通りが多い。

　うっすらと夕焼け色に染まり始めた空を見上げながら入り口のガラス壁に背をもたせかけて待っていると視界の端に見慣れたツーテールが映った。

「おっと、来たか」

　僅わずかに息を弾ませ短いスカートの裾すそを揺らし、長いツーテールをそれこそ尻尾しつぽのように跳ねさせて天音が小走りに駆けて来る。

「おまたせ、雪道」

「いや、たいして待ってねえよ」

　軽く手を振って、やって来る天音を迎えた。

「そっ、じゃ早さつ速そく行きましょうか」

　天音は妙に機嫌よく、鼻歌でも歌い出しそうな勢いで雪道の手を取るやツーテールと一緒にスカートの裾を翻ひるがえしてスーパーマーケットの中に連れ込んだ。

「わかったから引っ張るな。なんで妙にテンション高いんだおまえは」

「んー、なんでだろ？」

　自分でもわかっていないのか、金色の目をきょとんとさせて首を傾かしげた。

　ふわりと揺れたツーテールを目で追いながら、雪ゆき道みちは軽く肩をすくめる。

「ま、そんなのいいから行くわよ」

　相変わらずテンションが高く、天あま音ねが雪道の手を引きながら空いた手にかごを持って売り場に進む。

　手を繋つないだまま、雪道は自然な動作でひょいと天音の手からかごを取り上げる。

「じゃ、クッキーの材料買って帰るか」

「……雪道ってさ」

「ん？　おれがどうかしたか？」

　隣に立つ天音が金色の瞳ひとみでじっと雪道を見上げていた。

　手を繋いでいるせいか妙に距離が近い。そのせいだろうか、甘いミルクにも似た天音の匂においがする。

　天音が何も言わないので、雪道は不思議そうに天音の顔を覗のぞき込こむ。

　ぼんやりとしているというか、何か不思議なものを見るような、そんな目をしている。

「天あま川かわ？　おい、天川？　どうした？」

「えっ！　あ、いや、うん、なんでもない、なんでもないよ！」

　はっ、と気付いた天音が首をぶんぶんと振る。一緒にツーテールがぶんぶんと揺れて、ぺしぺしと雪道の体を叩たたく。

「なんでもないって……おまえ、さっきからちょっと変だぞ？　顔赤いし、風か邪ぜか？」

　こつん、と、天音の額に自分の額を当てた。

　両手が塞ふさがっているから、他ほかに方法もない。

　天音の頬ほおはもう林りん檎ごよりも赤く、金色の目を見開いて固まっている。

　スーパーマーケット特有の物音と、本日の特売品をアナウンスする声、傍そばを通り過ぎていく買い物客と彼らの引くカート。

　天音は十秒近く、冷凍された林檎みたいに硬直していた。

「熱はないみたいだな」

「あう……あう、あう…………な、なんでもない」

　明らかになんでもなくはない、が、通路を塞いでもたもたしているのも邪魔になる。

　仕方なくまだちょっと様子のおかしい天音の手を引いて歩き出す。

　半歩後ろからついてくる天音は何も言わず、妙に居心地が悪かった。

　その居心地の悪さを誤ご魔ま化かすように雪道は口を開く。

「そういえば、天川と二人きりってのは、なんか久しぶりだな」

「……そう、かな」

　雪ゆき道みちの背中を見詰めて、天あま音ねはか細い声で答える。

　二人きり。

　その言葉に、天音の胸がどきりと大きく脈打った。

　急に、心臓がばくばくと鳴る。

　雪道はまだ一人で何か喋しやべっているが、鼓動がうるさすぎて天音の耳には届かない。

　手を引かれるまま、ふわふわと歩きながら妙にテンションが高いと雪道に言われたのを思い出す。

　自覚はなかったけど、確かにテンションは高かったかもしれない。

　いつも瑛えい子こかシロコがいて、二人きりになるのは久しぶりだ。

　ふと、天音はどうして二人きりだとテンションが高くなるのかと疑問を──

「天あま川かわ」

　天音の思考は、突然聞こえた雪道の声に遮断される。

　我に返る天音。乳製品売り場で雪道は足を止めて天音を見ている。

　チルドケースから流れてくる冷気とは裏腹に頬ほおは未いまだに熱を持っていた。

「バター取ってくれないか、そこの無塩のバターな」

「え？　バ、バター？　う、うん、わかった、それぐらい自分で取りなさいよ」

　ただでさえ混乱気味な天音は、支し離り滅めつ裂れつな台詞せりふを返してしまう。

「いや、自分で取れって言われても」

　ちら、と、雪道は片手に持ったかごを見る。

　そして、反対側の手を軽く持ち上げる。天音と繋つないだままの手だ。

「両手が塞ふさがってるんだよ」

「あはは、そ、そうか、うん、そうだよね」

　繋いだ手がひどく熱く思えて、乾いた声で天音は笑う。

「──って、いつまで人の手を握ってるのよ、この」

　いつもの自分に無理矢理戻るように天音は声を上げて、いつものように勢いよく雪道を蹴けり倒たおそうとして、顔を持ち上げる。

　雪道と目が合ってしまう。

「……この、バァカ」

　こつん。爪つま先さきで軽く雪道の脛すねを蹴った。

「本当に、バァカ」

　軽い音がして雪道の手からかごが落ち、スーパーマーケットの床の上で跳ねた。

「天川……おまえ、本当にどっか悪いんじゃないのか？　それともこれから料理するからって頭の配線がおかしくなったのか？　もしくは謎なぞの病気か？」

　さっきまで繋つないでいた手を解ほどいて、雪ゆき道みちは天あま音ねを掴つかんでぐらぐらと揺さぶる。

「いつもの既すでに粗暴って領域に到達してる天あま川かわはどこに行ったんだ！　空手部が勧誘にきそうなぐらいに体重の乗った強烈な蹴けりはどうしたんだ！　しっかりしろ天川！」

　雪道が本気で心配していることぐらいは、天音にもわかった。

　雪道の抱いている天音に対するイメージもよくわかった。

　急激に、胸の鼓動が収まっていく。

　脳のう髄ずいがひどくクールになっていく。天音はにっこりと微笑ほほえみを浮かべる。

「そうですか。そんなに蹴られたいのでしたら──」

　軸足でしっかりとスーパーマーケットの床を踏ふみ、腰を捻ひねりながら蹴り脚を引く。

「お望みどおりにしてあげますわ」

　猫を被かぶった言葉と一緒に、天音は引いた蹴り脚を解き放つ。

　制服の短いスカートをはね上げて綺き麗れいな弧を描いた回まわし蹴げりを打つ。長いツーテールが同じ弧を描く。

　雪道には一つ一つの天音の動きが見える。その気になれば避よけることもできただろう。

「この、バァカァァァァァァ！」

　妙な安あん堵どを覚えながら、雪道は天音の蹴りを脇わき腹ばらに受けた。

「まったく、このバァカ！　バァカ！　バァカ！」

　少し前とは別の理由で頬ほおを赤くした天音が金色の目を喧けん嘩かする猫のようにつり上げて、腕を組んで薄い胸を張る。

　雪道は脇腹を蹴られてよろめいたが、倒れはせず、安心したような笑みを浮かべていた。

「やれやれ、なんでおれが蹴られたのかさっぱりわからん」

　芝居がかった仕草で、芝居がかった台詞せりふを吐いて、肩をすくめる。

「ま、天川が元に戻ったようでなによりだよ」

「そーね」

　ぷくりと頬を膨らませて、天音は雪道が取り落とした空のかごを拾い上げる。

「で、無塩バターだっけ？」

「ああ、後は卵と小麦粉だ。手抜きするならホットケーキミックスとかもありだけどな」

　天音が空のかごを渡して、雪道は受け取って、もう一度肩をすくめた。

　二人はすっかり注目を集めてしまっていた。

　ある意味では微笑ましい光景に──傍はたから見れば、仲良しさんの痴ち話わ喧げん嘩か以外には見えやしない──周囲から妙に温かい視線が注がれていた。




　無事クッキーの材料を購入した二人は茜あかね堂どうに戻った。

　二階にあるそれぞれの個室ではキッチンが狭すぎるし、オーブンもないので一階の大家の台所を借りた。

「さて……いよいよクッキーを作るわけだが」

　二人とも制服の上にエプロンをつけてキッチンに立ち、調理台の上に並べた材料と器具を見ている。

「『お菓子作り』って聞くと、難しいイメージがあるかもしれないけど器具さえ揃そろってればそんなに難しくない。きちんと分量を量って、手順を守ればむしろ簡単な部類だ」

「へえ、そうなんだ」

　感心したように天あま音ねが頷うなずく。

「よし、じゃあ最初はバターを五十グラムだ」

「オッケイ！」

　がしりと天音がバターを握り、

「はい、五十グラムぐらい」

　そのまま一ひと掴つかみ手で千ち切ぎった。

「人の話を聞けこのアホがぁああああああああああああああ！」

　思わず雪ゆき道みちは天音の後頭部を平手で叩たたいた。すぽかーんと、良いい音が鳴る。

「な、なにすんのよ！」

「きちんと分量を量れ！　素す手ででバターを千切るな！　どんだけ大おお雑ざつ把ぱなんだ！」

「はーい、わかりましたー」

　軽く涙目になり拗すねたように唇を尖とがらせながらも、今度はきちんと五十グラムを量る。

　雪道は天音にわからないように、こっそりため息を吐ついた。

　予想通りというか、何と言うか……ダメッ娘こはやっぱりダメッ娘で、前途多難な未来図が鮮やかに脳裏に浮かんだ。

　実際、間違えてなかった。




「はい、卵割って。卵黄と卵白は別になるように、卵の殻からを使って白身だけ下に落とすようにしてわけるんだ。こんな風に」

「……う、なんか難しそうな。えっと…………」緊張の面おも持もちで卵を握る。

　ぐちゃ。

「あ」

「……割る以前に卵を握りつぶすってのはさすがにおれも予想外だったよ」




「溶かしたバターに砂糖と卵黄を入れて、泡だて器でかき混ぜる。こう、手首を使って円を描くようにやるんだ。生クリーム作るわけじゃないから勢いはいらないぞ」

「任せて！　これはなんか出来そう！」

　べちゃ。

「……ごめん」

「勢い余って中身全部ボウルの外に吹っ飛ばすとは……たまに凄すごいなおまえ」




「よし、作り直したぞ。次はこれに小麦粉をふるいでふるいながら入れてくれ」

「了か──くちゅん！」

　声こそ可愛かわいかったが、盛大なくしゃみに小麦粉が舞まい上がる。

　傍そばにいた雪ゆき道みちはもろにそれを吸い込んでしまう。

「けほっ、けほっ、っう、やばっ、小麦粉が、鼻に」

「は、はうぅ、雪道だいじょ、あうっ、目に」

　ふらり、天あま音ねがよろめき、何かに脚を引っ掛けた。

「うきゃっ」

　思わず天音が悲鳴を上げる。小麦粉の袋がふるいと一緒に天音の手を離れる、肘ひじがテーブルにぶつかりボウルやら泡だて器やらが空くうを飛ぶ。

　よろめいた天音は支えを探して手を動かし、どん、と柱のようなものにぶつかった。反射的にそれに手を添えて体を支えたので転ばずにすんだが、小麦粉が目に入ったせいで金色の目からはぼろぼろと涙が零こぼれて前がよく見えない。

「怪け我が、ないか？」すぐ傍から雪道の声が聞こえた。

「うん、なんとかね」

　目を擦こすりながら、天音は答える。ようやく小麦粉が涙で流れたのか、まだ目が痛いが何とか視力も戻った。

「じゃあ、悪いけど、離れてくれないか」

　すぐ目の前に雪道の顔があった。

　要するに天音が支えにした柱っぽいものが雪道だった。

　丁ちよう度ど、天音が雪道の胸の中に飛び込んだような形だ。

　かあっ、と天音が顔を赤くする。

「な、なななななななな、な、なにしてんのよあんた！」

「落ち着け、それはおれの台詞せりふだ。おまえがおれのほうに突っ込んできたんだろうが」

　うんざりしたように言う雪道は実際、ひどい有様だった。

　帽子のようにボウルを頭に被かぶっている。当然、その中身を思い切り浴びて、小麦粉が入ってないだけのクッキー生地でどろどろだ。

　天音の方は上う手まい具合に庇かばったのか、多少小麦粉で汚れている程度だった。

「ううっ、ごめんなさい」

　雪道の胸から離れて、天音はしゅんと首こうべを垂れる。

　雪ゆき道みちはそんな天あま音ねの頭を撫なでようとして、手もべたべたなのに気付き肩をすくめた。

「今日は謝ってばっかりだな」

「しょうがないじゃない……なんか、変なんだもん」

　金色の瞳ひとみを伏せて、天音は拗すねた子どものように指先をもじもじと動かす。

　雪道は柔やわく微笑ほほえんで、軽い笑い声をあげる。

「気にするなよ。天あま川かわに料理を教えるって段階でこれぐらいは覚悟してた」

　そこら中に小麦粉やら、調理器具やらクッキー生地やらが散乱しているキッチンを見回して雪道はもう一度肩をすくめた。

「今日はこれぐらいにして、明日もう一回やろうぜ。幸い、休みだしな」

「うん、わかった」こくりと、天音が頷うなずく。

「悪いけど、片付けててくれるか。おれは風ふ呂ろ場ばに行ってこのべたべたを落としてくる」

　もう一度天音が頷いて、雪道は風呂場へと姿を消した。

　雪道の背中を天音は名な残ごり惜しげに見送って、姿が見えなくなるとぽつりと呟つぶやいた。

「本当に……わたし、どうしちゃったんだろう。凄すごく、変だ」

　雪道のことを考えると、どきりと胸が鳴る。

　天音は何かを振り払うように大きく首を振る。ぶんぶんと長いツーテールが揺れた。

「んー、いつもどおり、いつもどおりにやろっ」

　ぱぁんと自分の頬ほおを叩たたいて気合を入れ、天音はまず床に落ちた調理器具を拾い始めた。

　程なく、演劇の練習を終えた瑛えい子こが姿を見せた。

　楚そ々そとした静かな足取りで、長い黒髪を揺らしながらキッチンに入ってくる。

　一人片づけをしている天音を見て、無表情のまま不思議そうに首を傾かしげた。

「天音」瑛子が声をかける。

「あ、おつかれさま瑛子。劇は順調？」

　調理器具を片端から水を張った流しに入れ、今は濡ぬれた布ふ巾きんでテーブルを拭ふいていた天音が答えた。

　天音の浮かべた笑みは少しだけぎこちないもので、瑛子は黒い瞳を僅わずかに細める。

「それなりに順調。天音のほうは？」

「わたしは……まあ、この有様」

　てへへと、誤ご魔ま化かすように微笑みながら頬を掻かき汚れたキッチンを示す。

「そう。でも、予想通りといえば予想通り」

「うわっ、瑛子その台詞せりふは地味にひどいよ」

「でも、正解」

「確かに反論はできないんだけどね」

　二人は顔を見合わせて、雪道がやるように軽く肩をすくめた。

「ところで、芦あし原はらは？」

「クッキー生地を頭から浴びちゃったから、今……お風ふ呂ろ場ば」

「そう、なら、片付けを手伝う」

「うん、ありがとう瑛えい子こ」

「気にしないで」

　答えて、瑛子は制服の袖そでをまくり、流しに向かい、調理器具を手早く洗っていく。

　テーブルをあらかた拭ふいた天あま音ねは手を止めて、洗い物をする瑛子の隣に立って感心したように覗のぞき込こむ。

「瑛子って……お嬢さまなのに家事ができるよね」

「昔、中学生の頃ころに芦原に教えてもらった」

「へえ、そうなんだ」

「家出して、芦原のところで半月ぐらい暮らしてたときに教えてもらった」

　淡々とこともなげに瑛子は言う。

「……それ、実は結構大変なことじゃない？」

「とても大変だった。両親は今でも芦原を嫌ってて、家に近寄ると本当に通報する」

　そう言う瑛子の唇には微かすかな笑みが浮かんでいた。

「家事をするようになったのは、それから」

「そっか……瑛子も雪ゆき道みちに家事を教えてもらったんだ。わたしも、もうちょっと家事の勉強しようかな」

　丁ちよう度ど、瑛子が洗い物を終わらせて蛇じや口ぐちを閉めるのと同時だった。

　瑛子は天音に向き直って、黒い瞳ひとみでじっ、と金の瞳を見詰める。

「な、なに、瑛子？」

　見詰められた天音の心臓は、何な故ぜか鼓動を速める。雪道に触れたときとは違い妙に居心地が悪くて、背中に嫌な汗が流れる。

　心の奥を見透かそうとするような、そんな眼まな差ざしだった。

「天音」

　瑛子の冷たい手が、天音の両りよう頬ほおに触れる。

「瑛……子？」

　近付く顔。

　ほんの少しだけ揺れる天音のツーテールと瑛子の黒髪。

　甘いミルクのような天音の匂におい。夏の花のような瑛子の匂い。

　今更のように、天音は瑛子を綺き麗れいだと思う。

　赤い、瑛子の唇がゆっくりと開く。

「私わたしは、芦原が好き──ずっと、出会った時から、ずっと」

　大地に水を注ぐように、瑛えい子こは一つ一つの言葉を天あま音ねに伝える。

　天音は息を呑のんで、その言葉を受け止めて、小さく頷うなずく。

「うん……知ってるけど、どうしたの、瑛子」

　ますます瑛子は天音に顔を寄せる。

　そのまま口付けでも交わすほどに近く。

　互いの微かすかな香りが届くほどに近く。

　互いの心臓の鼓動すらも聞こえそうなほどに近く。

　瑛子の顔に表情は薄く、黒と金色の瞳ひとみが見詰め合う。

「告白をする。後夜祭で」

　一瞬、天音の脳裏が白で染まった。猛烈な風が砂の城をなぎ倒していくように天音は言葉を奪われてしまう。

「そ……う」

　やっと、それだけ言えた。

　何かが崩れていく予感と共に、金色の瞳から涙が零こぼれる。

「ねえ、天音は芦あし原はらのことを──」

　途中で瑛子は口を閉ざした。












　キッチンの出入り口に、制服の上を脱いだ雪ゆき道みちが立っていた。頭だけ洗ってきたのだろう、髪が濡ぬれていて、タオルを首にかけている。

「えーと、何事だ？」

　口付けでもしそうなほどに顔を近づけている二人の姿にひどく困惑して雪ゆき道みちは言った。

「──ッ！」

　天あま音ねが突き飛ばすように瑛えい子こを押しのけて、その場から逃げ出す。

「お、おい、天あま川かわ？」

　とたとたと、天音が階段を上って二階の自室に飛び込んでいく音が聞こえる。

　雪道はよろめいてテーブルに背中をぶつけた瑛子と走り去っていった天音との間で何度か視線を往復させて迷う。

「……大丈夫か、瑛子？　つうか、何があったんだ。喧けん嘩かでもしたのか？」

　瑛子の方を見て、雪道は言った。

　瑛子は消えた天音の背を追うようにじっ、と黒い瞳ひとみで見詰めていた。

　付き合いの長い雪道にも何を考えているのかわからない表情のなさだった。

　長い黒髪を一度かきあげて、瑛子は雪道の前まで進み、人差し指を伸ばして物問いたげな雪道の唇を塞ふさぐ。

「女の子同士のお話。お節せつ介かいと、確認と、悪意が一つまみ」

　返事は期待していなかったのだろう。人差し指を外して、瑛子はすぐに言葉を続ける。

「ねえ、明日も天音とクッキーを作るの？」

「多分、そうする。材料ないから買い出しが必要だけど」

　じっ、と見上げる黒い瞳を、雪道は見詰め返す。

「そう」

「瑛子は、どうする？　時間があるなら一緒にやって欲しいんだが」

「私わたしは明日も演劇の練習だから」

「そうか……まいったな」

　雪道は一つため息を吐つく。天音の様子がおかしいままで、明日一日二人きりというのは気が重かった。

「今日はもう帰るから」

　長い黒髪を僅わずかに揺らして雪道の隣を通り過ぎる。

「送ろうか？」

　瑛子は首を振る。

「おやすみなさい芦あし原はら、また明日」

「……ん、おやすみ」

　瑛子の姿が見えなくなって、雪道は一つため息を吐いて首を振る。

　天音がぶちまけたクッキー生地の匂においだけがキッチンに残っていた。

　天あま音ねと瑛えい子この様子がおかしいのはわかる。

　それ以上のことが、雪ゆき道みちには何一つわからなかった。




　雪道は天音の部屋に行き、ドアをノックした。

「天あま川かわ、いるんだろ」

　返事はなかった。雪道は腕組みをして、むう、と一声唸うなる。

「どうしたもんだろうな」

「なにがにゃ？」

「んー、天川が情じよう緒ちよ不安定というか、瑛子もちょっと変だったし……」

「まー、女の子には色々あるにゃーよ」

「そんなもんか……わからねえなあ」

　わしわしと、雪道は顔をしかめて後頭部を掻かき、ぴたりと動きを止める。

「…………なあ、シロコ、音もなく背はい後ごに立たないでくれ、結構怖いから」

　いつのまにかシロコがいた。

　振り返る。シロコは制服姿のまま、いつものネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かしながら人の悪い笑みを浮かべていた。

「にゃにゃにゃ、神しん出しゆつ鬼き没ぼつですにゃ」

「まったくだよ。もう、用事は終わったのか」

「終わりましたにゃ、で、天音にゃんに用があるわけですにゃ」

　雪道は手の甲で、天音の部屋のドアを示す。

「閉じこもってる。理由は……少なくともおれにはわからん」

　心底困ったように、盛大なため息を吐つく。シロコはネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かしながら、オッドアイを僅わずかに細めた。

「それじゃ、にゃーの用事のついでに聞いてきますにゃーよ」

「……そうだな、女同士の方がわかるかもしれない」

　難しい顔をしたまま頷うなずいて、雪道はドアの前から移動してシロコに道を開ける。

「悪いけど、天川のこと頼む」

「はいはい、お任せにゃー」

　シロコは苦笑を浮かべて、天音の部屋のドアを叩たたく。

「天音にゃん、入るにゃーよ」

　返事を待たずに、ドアノブを回す。鍵かぎはかかっていなかった。

　シロコがドアを開ける。天音の部屋は電気すらつけておらず真っ暗だった。




　逃げるようにして自分の部屋に戻った天音は、嵐あらしに怯おびえた子どもがそうするように布団ふとんを頭から被かぶって小さくなっていた。

　電気もつけずカーテンを閉めた部屋は薄暗い。頻ひん繁ぱんに雪ゆき道みちが掃そう除じしてくれているので入居当初のゴミの海はなく小こ奇ぎ麗れいなものだ。

「もう……やだ、わけわからないよ」

　今にも泣きそうな声で呟つぶやく。

　自分が制御できない。雪道の傍そばにいるだけでおかしくなる。理由もわからずに胸が──

「痛いよ……助けて」

　金色の瞳ひとみをぎゅっと強く閉じる。

「助けて……助けて、お父さま」

　白衣の背中が目ま蓋ぶたの裏に浮かぶ。父から貰もらった剣を手に、父から継いだ『式』を心に、父の言葉に従って天あま音ねはここまで来た。

　そして──雪道に出会った。

　目蓋の裏の父親が振り返る。

「……………………雪道」

　その姿が、だぶって見えた。

　それがスイッチだった。

　五十九秒目の秒針が零ゼロに戻るように、ぴたりと何かが重なった。

「えっ？　お父さまが……雪道で……あれ？　でも、雪道は……」

　天音は瞳を開けて、暗い部屋を見回す。塵ちり一つないとは言えないが十分に整せい理り整せい頓とんされている。入居したばかりの時のようにゴミの山というわけでもない。

　ついでに言ってしまえば、洗濯も食事も、生活に関かかわることは殆ほとんど全すべて雪道がやってくれている。甘えていて、それが許されていて。

　下へ手たをすれば、研究者だった父親よりも天音に割さいている時間は多いかもしれない。

　一つ大きく捻ねじれたまま、天音は己の感情を理解した。

「……お父、さまみたいで……あれ、ちょ、ちょっと待って」

　雪道＝お父さま──という妙な式が天音の頭に浮かぶ。

「て、ことは、わたし、雪道のことすっごい好き？」

　口に出して言った瞬間、天音の頬ほおは真っ赤になった。

　高鳴る心臓を落ち着けるように、何度か深呼吸して天音はゆっくりと喋しやべりだす。

「違う違う、そうじゃないでしょ。確かに雪道のことは好きになってる。でもそれはお父さまみたいに雪道が優しいからだもの。つまり、わたしは雪道とお父さまを重ねてるだけじゃない。うん、納得納得、で、こう、瑛えい子こが告白するって聞いてあれねちょっと動揺しちゃった、さすがわたし、完かん璧ぺきに理論的だわ──って」

　がばりと勢いよく、頭まで被っていた布団ふとんをはね飛ばして立ち上がる。

「うわあああああ、恥ずかしいぃいいいいい！　なにやってんのよわたしぃいいいい、あああああああ、どんな顔して雪ゆき道みちに会えばいいのよもう！」

　恥ずかしさに耐えかねたように、頭を抱えてぶんぶん振る。暗い部屋の中で天あま音ねの長いツーテールが回る。ごろごろと床を転げまわるか、いっそ部屋中を引ひっ掻かき回まわしてやるかしてしまいたい──と、思うとまたふと雪道の顔を思い浮かべて、頬ほおの赤さは増して口元が緩んで甘えた笑みを作ってしまう。それを自覚するやまた恥ずかしさがぶり返してきてぶんぶんとツーテールを振り回す。

「何を一人で百ひやく面めん相そうしてるにゃ？」

　急に声をかけられて、天音の心臓が大きく跳ねた。

　暗い部屋の中、そこだけ眩まぶしいほどに克明に浮かぶ色違いの二つの輝き。

「っきゃ──」

　思わず天音は悲鳴をあげる──寸前で、伸びた手が天音の口を塞ふさぐ。

「やかましいにゃ。っていうか、いちいちにゃーに驚いて悲鳴あげるんじゃねーにゃ」

　なんのことはない。部屋に入ってきたシロコだ。

　猫のようなオッドアイが暗い部屋で輝いていただけだ。

　シロコは部屋の電気をつけて暗がりを一掃し、天音の口から手を離して肩をすくめた。

「で、なにがあったにゃ」

「えっと……その…………」

　天音は困り顔で、頬を掻いた。

　父親みたいな雪道が、沢山甘やかしてくれるので大好きです──なんて説明できるわけがない、というか説明したくない。恥ずかしくて。

　シロコはオッドアイを細めて、盛大にため息を吐ついた。

「ま、言いたくないならそれでいい」

　急に、シロコが口調を変える。同時に雰囲気が変わる。

「情報が二つ、『領域』と『虚きよ構こう式』だ」

　ひどく冷えた声でシロコは言う。天音は息を呑のみ、シロコにつられるように表情を引き締めた。『領域』の名前に、浮うわついていた天音の頭が静まる。

「まずは『領域』の方だが、とろくさくはあるが準備は着実に進んでいる」

　芦あし原はら雪道個人を対象とした、原げん初しよ式の調査。

「……全部終わるのは、いつごろになりそう？」

「今月の終わり頃ごろだろうな。派は閥ばつ間でやっている『原初式』回収後のための泥沼めいた根回し合戦もその辺りで終わるだろう。いい気なものだ。連中はもう勝った気でいるぞ」

　一度、シロコが肩をすくめる。

「もっともリーダーが御み堂どう叶かな流るでは、そうなるのも無理はないがな。単純な戦力という意味であの姉妹に比ひ肩けんする奴やつなんて滅多にいない」

「月末……て、ことは文化祭の辺りね。まさか文化祭真っ最中に仕掛けてくることはないだろうし……その前後、ううん、後かな。無駄に表の世界を刺激したくはないだろうし」

「その可能性が高いだろうな」

　天あま音ねとシロコはお互いに肯定するように頷うなずく。

「もう一つ、『虚きよ構こう式』の方は？」

　天音が促す。そもそもの天音がこの街に来た理由。

　虚構式断片──ドッペルゲンガーと、『妖よう精せい』タイタニアをかつて打ち倒した。

「また『妖精』だ」

「はい？」

　ぱたりと、シロコはネコミミ帽子の耳を伏せる。

「誓って言うが、今回は私わたしじゃないぞ。『全自動オーケストラキヤツトフイーバー』が壊れている以上は妖精の制御は無理だ」

「そこは信用する。あんたは『領域』の味方じゃなくて、わたしの味方でもなくて……雪ゆき道みち個人の味方だもんね」

　だから、鹿しか沼ぬまがしているようにシロコは『領域』の情報を天音に流す。

「で、場所はどこ？　まさかまたこの街じゃないでしょうね」

　オッドアイをつり上げたシロコはネコミミ帽子の耳をぴこりと揺らし皮肉に微笑ほほえむ。

「世界中だ。少なくとも八十七箇所、うち日本では四箇所。この街でも確認されている」

「冗談？」

「真実だ。少なくとも八十七匹の妖精から、虚構式断片の反応があった」

「なによそれ、回収するのにどれだけ時間が……『領域』も動くだろうし」

　天音はあまりの数に眉まゆ根ねを寄せる。

「どうする？」シロコが問うた。

「なにを？」

「今すぐにでも、回収に向かうつもりかと聞いている」

「なんで？　そんなこと──」

「するわけがない？　天あま川かわ天音、おまえの行動のそもそもの目的はなんだ？」

　問われた天音は一瞬言葉に詰まった。断片の回収は父親の頼み。この街に来たのも、滞在しているのもそれが理由だ。

「別に構わないぞ。『領域』が表立って戦争をしてくるわけがない。やるなら夜よ討うち朝あさ駆がけ暗殺だろう。そちらはむしろ私の得意分野だ」

　見詰めてくるオッドアイから、天音は視線を逸そらし答える。

「文化祭の後、わたしも一緒に『領域』の調査団と戦った……後で、回収しに行く」

　ここを離れたくない──行かなければならない。

　二つの思いが混ざった天あま音ねの答えは、硝子ガラスのように震えていた。

　シロコは天音の心情には何一つ興味が無いような顔で頷うなずく。

「そうか、理解した。私わたしの用件はこれだけだ」

「ん、ありがと、正直助かる」

　視線を逸そらしたまま天音は礼を言う。シロコはふん、と一つ鼻を鳴らした。

「おまえのためじゃない、ご主人さまのためだ」

　もう用はないとばかりに、背を向けてドアへ向かう。

「それでも、ありがと、助かるわ」

　天音は顔を上げて、シロコの背中にそう言った。

　もう一度鼻を鳴らして、ドアに手をかけたシロコが振り返る。

「しおらしいおまえは、不気味だな。様子がおかしいとご主人さまも心配していたぞ。さっさといつもの粗暴なおまえに戻れ」

「そ、粗暴って誰だれがよ！　失礼な！」

　金色の瞳ひとみをつり上げて、天音が怒鳴る。

　にやりとオッドアイを細めてシロコが笑う。

「少しは調子が戻ったようだな。もうご主人さまと顔を合わせても平気か？」

「うっ……それは、その、ちょっと、気まずいというか……」

　借りてきた子猫のように、指先をもじもじさせて天音が照れる。

　シロコは本当に気味が悪そうにしおらしい天音を眺めて首を振る。

「適当に誤ご魔ま化かしておいてやるから、さっさと寝ろ」

「……はい」

　消え入るような声で天音が返事をして、シロコはドアを開けて部屋の外へ出た。

　部屋に一人残った天音は、ぺたりと布団ふとんの上に腰を下ろした。

　制服のスカートの裾すそが太ふと腿ももに沿って流れる。天音は手を伸ばして枕まくらを掴つかんでぎゅっと薄い胸に抱きしめる。

「……雪ゆき道みちのバァカ」

　抱きしめた枕に顔を埋うずめて天音は言った。




　そして夜が明け、天音はドアを開けた。

「おはよう、天あま川かわ」

　廊下の反対側の壁にもたれて、雪道が立っていた。

　どくん、天音の心臓が脈を打つ。雪道と父親がだぶって見える。

　この鼓動の意味はきっと、父への想おもいを雪道の中に重ねて見ているから──だから、

「おはよ、雪ゆき道みち」

　天あま音ねは、いつものように軽く微笑ほほえんで応じた。

「いつからいたの？」

「一晩中……って言いたいところだが、途中で何度か外した」

　嘘うそは言っていない。しかし雪道が眠れなくなっていることを知らない天音は全すべて冗談だと思ったのだろう、くすりと小さく笑う。

「昨日はごめんね。クッキー作り途中で投げちゃって……って、なによ、その目は」

　雪道は物もの凄すごい胡う散さん臭くさ気な視線を天音に向けていた。天音は金色の目を細めて雪道を睨にらむ。

「いや、微妙にしおらしかったから……うん、まあ、今の目つきとか物凄くいつもの天あま川かわだったんでかなり安心したが」

「……あんた、わたしを何だと思ってんのよ」

「……何って、自動発火装置付きのダメッ娘こ？」

「蹴けるわよ？」

「いつもならもう蹴ってるだろ」

　天音がにこりと笑い、僅わずかに腰を落として足を引き蹴りを放つ体勢を取る。

　雪道は微妙に顔を引ひき攣つらせて、誤ご魔ま化かすような苦笑を浮かべる。

「悪かったよ、からかいすぎた」

「ま、今回は勘弁してあげるわ」

　引いた足を戻して、ふふんと偉そうに薄い胸を張った。

「そいつはどうも、朝ごはんできてるぞ、食べるだろ」

「朝ごはん！」

　金色の目を輝かせて天音は向日葵ひまわりのような笑みを浮かべる。

「食べる食べる、食べるに決まってるじゃない！」

「はいはい、どうぞどうぞ」

　肩をすくめて、雪道は自分の部屋に天音を案内した。

　相変わらず殆ほとんど物のない雪道の部屋。窓からは朝あさ陽ひが差し込んで殆ど唯一の家具であるちゃぶ台を照らしている。窓枠に置かれた小さな硝子ガラスの──とある人形の遺のこした──指輪が光を反射して輝いていた。

　天音は眩まぶしげに目を細めて指輪を眺め、すぐに興味をなくしたようにちゃぶ台の前に座る。雪道は個室用の狭いキッチンへ入ると用意していた朝食を運んできた。

　大人しく座って待っている天音の鼻を、味み噌そと出だ汁しの食欲をそそる匂においがくすぐる。少し遅れて焼き魚の、特に皮の焦げるこうばしい香りがした。

　炊き立てのごはんに、焼いた鯵あじ、豆とう腐ふと葱ねぎの味み噌そ汁しる、ほうれん草のおひたしとひじきの煮物が少しずつ。純和風の朝食が天音の前に並ぶ。

「ごはんっ、ごはんっ、ごはんっ」

　天あま音ねは金色の瞳ひとみをきらきらと輝かせて、音節ごとに体を揺らしてリズムを取りながら待っていた。既すでに箸はしを握り締めていて、ケーキを前にして我慢できない子どものようだ。

　最後に二人分のお茶を持って来て、雪ゆき道みちは天音の向かいに座る。

　子どものような天音を見て、雪道は微笑ほほえましげに口元を緩める。

「食べたら、クッキー作るぞ」

「はーい……あれ、材料きれてたんじゃなかったっけ？」

「夜のうちに買ってきた、最近のスーパーって二十四時間やってるんだな。あんまり使わないから知らなかったんだが、シロコが教えてくれた」

「へー、凄すごいのね。そういえばシロコは？」

「寝てる。なんか知らないが疲れたらしい」

　一人で『領域』の情報を集めてきたのだから、疲れもするだろう。

「ま、冷める前に食べるとするか」

　雪道も箸を手に取り、二人でいただきますと言う。

　天音が箸で器用に鯵あじの身をほぐし、醤しよう油ゆをかけてごはんの上に載せる。まだ白い湯気が立ち昇るごはんと一緒に、鯵の身を口の中に入れてもぐもぐと咀そ嚼しやくする。ごくんと飲み込んで、天音は雪道の顔を見る。

「わたしね、雪道のごはんを食べてるときが一番幸せ」

　言葉どおりに、ひどく幸せそうな顔をしていた。

　見ているほうが嬉うれしくなるような無む垢くな天音の表情に、思わず雪道は箸を止めた。

　思わず、見み惚ほれてしまっていた。

　急に雪道は恥ずかしくなり、誤ご魔ま化かすようにがっつくように箸を動かした。

　やっぱり天音が少し変だと雪道は思ったが、不思議と悪い気はしなかった。




　食後、雪道が洗い物を済ませると、お腹なかいっぱいになった天音がごろんと畳の上に転がって日ひ溜だまりの猫のようにぽやんとしていた。

「……食べてすぐ寝ると牛になるぞ」

「でも気持ちいいわよ」

　言って天音は一つ大あくびする。猫丸出しで、今の天音はシロコより猫っぽい。

　雪道は一つため息を吐ついて、天音の隣に座る。

「おまえなあ、文化祭までそんなに余裕があるわけじゃないんだし少しは……」

　そう言うが、天音の気持ちよさそうな顔を見ていると段々、まあいいか、という気になって来た。

「一時間後にするか」

　なんだかんだで、雪ゆき道みちも天あま音ねに甘い。

　そして一時間後、二人は一階のキッチンでクッキーを作り始めた。

　エプロンをつけて、材料を背はい後ごの食卓に置いて、調理台の前に並んで立つ。

「まずは昨日やったところまでだ、覚えてるか？」雪道が問うた。

「当然でしょ！」

　ふふんと偉そうに胸を張り、天音は食卓から卵とボウルを取って調理台に置く。

「えっと、まずは黄身と白身が別になるように卵を割って……」

　ぎこちない手つきながらも、天音が卵黄と卵白を分けてボウルに落とす。

「で、次はバターと砂糖ね」

「おお……ちゃんと覚えてやがる」

　天音がバターを溶かし、砂糖と卵黄を入れて泡だて器を使ってかき混ぜていく。雪道はそれを感心したように眺めていた。

　やはりぎこちないし、ボウルの縁ふちから時折生地が溢あふれるが十分許容範囲だ。

「で、最後が」

　金色の目で、きっ、と強く睨にらみ付け緊張の面おも持もちで、天音は小麦粉に手を伸ばした。

「ふるいを使ってふるいながら小麦粉を入れる、のよね」

「そうだ。で、入れ終わったらもう一回混ぜるんだ」

　昨日は小麦粉のせいでひどい目にあった雪道も気を引き締めて天音の動きを見守る。

「オッケイ」

「…………」

　見守る雪道は、言いたいこともあるのだろうが口は出さない。

「よし、混ぜたわよ」

「なら、生地は一応完成だ」

「え？　もう完成したの？」

　頬ほおに散った生地を指先で拭ぬぐい、天音は金色の目をまん丸にしてボウルを覗のぞき込こむ。極論すれば、卵黄バター砂糖小麦粉を混ぜただけだ。

「ああ、今からこれをラップの上で平たくして、冷蔵庫に入れて固める。後は適当なサイズに切ってオーブンで焼けば完成だ」

「意外と簡単なのね」

「その簡単なのを昨日盛大に失敗してくれたわけだがな」

「き、昨日は本調子じゃなかったのよ！　あんたのせいで！」

「おれが何をしたってんだ！」

「う、それは、その……いろいろよ」

　何を思い出したのか、天音は顔を真っ赤にして指先をもじもじとさせる。

「うわあ、会話になってねえ」

　呆あきれたように雪ゆき道みちは言う。天あま音ねが拗すねたような上目遣いで睨にらんでくる。

　一つ咳せき払ばらいして、雪道は軌道修正する。

「まあ、いいか、続けようぜ」

「はぁい」

　まだちょっと拗ねた感じながらも、天音が生地の方に向き直った。

　調理台の上に置いたまな板にラップを広げて、へらでその上に生地を平たく均ならす。

　ほどなく、微妙に凸でこ凹ぼこしているが、一応、天音は生地を平らに広げた。

「こ、こんな感じかな？」

「ああ、大丈夫だろ。じゃ、冷蔵庫に入れてしばらく放置だ」

　不安そうに天音が尋ねる。雪道が頷うなずくと、天音は生地を冷蔵庫に入れた。

　十分ほど冷蔵庫で冷やし、取り出した生地を再びまな板の上に置く。

「あとは、これを適当なサイズに切って焼くだけだ。抜き型があればよかったんだが……さすがに滅多に使わないもの持っててもしょうがないからな」

「これを切れば良いい……のよね」

　包丁を無駄に力強く握り締めて、天音が生地をじっと睨みつけている。

「まず肩の力抜け……『風かぜ鳴なき』みたいな剣をぶんぶん振り回してるんだから、包丁でそんなに緊張するなよ」

「仕方ないじゃないのよ、細かい作業って苦手なんだし」

　天音が唇を尖とがらせて、ぶつぶつ言うが多少肩の力が抜けていた。

　金色の目を緊張で細め、天音が包丁で生地を四角く切っていく。

　見ている雪道の方も緊張の面おも持もちで見守り、天音が一通り切り終えると大きく安あん堵どの息を吐つく。ほとんど初めてのお使いに出た娘を心配する父親のようだ。

「出来た……わよ、ちょっと歪ゆがんでるけど」

「手作りなんだからそんなもんだ。じゃ、それを百八十度に熱したオーブンで焼く」

　オーブンの天パンにクッキングシートを敷き、天音がその上に切ったクッキー生地を並べ、最後に卵白を軽く塗り、熱したオーブンへ投入。

　出来上がりが気になるのか、天音は焼きあがるまでじっ、とオーブンを眺めていた。

　そして、ついに、

「クッキー完成！」

　オーブンを開けると焼きあがったクッキーの匂におい──バターと砂糖の焼けた甘くも香ばしい匂いがキッチンに広がる。

　金色の目をきらきらと輝かせる天音は、今にも飛び上がって喜びそうな顔で、クッキーを一つ指先で摘つまむ。

「お、おい、熱いぞ？」

「熱っ！」

　案の定、焼きたてのクッキーの熱さに驚いて天あま音ねは手の中でクッキーをお手玉する。

「最後の最後まで、おまえって奴やつは」

　雪ゆき道みちが苦笑を浮かべた。天音は照れてるような怒ってるような表情で雪道を睨にらむ。

「う、うるさい、のよ、この、バァカ！　って、熱っ！」

「いや、戻せよオーブンの中に」

「…………盲点だったわ」

　素直にオーブンの中にクッキーを戻して冷ましてから、天音は改めてクッキーを取ると、

「はい、雪道あーんして」

　指先で摘つまんだ仄ほのかな熱が残るクッキーを雪道の口元に差し出した。

　雪道は目の前のクッキーと、わくわくした顔でこちらを見ている天音の間で何度か視線を往復させる。

「食べて良いいのか？　天あま川かわが作ったんだし、最初は天川が食べても……」

「いいの！」

　叫ぶと照れたように視線を逸そらして、続きを本人にすら聞こえないような小声で呟つぶやく。

「……あんたに、最初に食べてもらいたいんだもの」

「まあ、天川が良いなら、貰もらうよ」

「はい、あーん」

「あーん……恥ずかしいなおい」

　天音の細い指先が摘んだクッキーを雪道の口の中に入れる。ほんの一瞬、天音の指先は雪道の唇に触れて、どくんと天音の心臓が鳴る。

　目を閉じて、雪道は天音のクッキーを味あじわう。

　微かすかに粉っぽい。混ぜ方が足りなかったのか、だまが残ってしまったのだろう。

　雪道は目を開けて、微笑ほほえみを浮かべる。

「美う味まいよ」

「ほんとっ！」

「ああ、本当だ。あとは手て際ぎわだけだな、練習すればもっと簡単に作れるようになる」

「うんっ！　うんっ！　わたし頑張るね！」

　例えば雪道の作った料理を食べているときのように、天音は向日葵ひまわりの花にも似た心の底から嬉うれしそうな笑顔を浮かべる。

　愛らしい笑顔だった。自然と手が伸びて、雪道は天音の頭を撫なでる。

「ああ、頑張れよ。その調子で他ほかの料理も出来るようになれ」

「……うん」

　ぽすん、と、天あま音ねは抱きつくようにして雪ゆき道みちの胸に顔を埋うずめる。

　雪道には見えないが、天音の顔は真っ赤で、蕩とろけた猫のように気持ち良さそうだった。

「…………もっと、撫なでて」

「こうか？」

　撫で撫で。天音の長い髪に指先を絡めるように柔やわらかい手つきで雪道が撫でる。

　金色の目を一度嬉うれしそうに細めて、天音は目を閉じた。

　雪道の匂においがして、天音は心臓の鼓動を感じる。ひどく懐かしい気がする。

「雪道といると、ね」

「いると？」撫で撫で。

「お父さまと一緒にいるみたいで、安心する」

「……」

「だから、もっと撫でて」──わたしの優しいお父さま。心の中で呼ぶ。

「同じ学年なんだけどな、おれたち」

　苦笑しながらも、雪道は天音に求められるままに頭を撫でた。




　週が明けた月曜日、長なが月つき学園の昼休み。

　天音と瑛えい子こが生徒会室にいた。雪道とシロコは飲み物を買いに行っているのでここにはいない。二人とも向かい合うようにテーブルについて、見詰め合っている。

　雪道に告白する──と瑛子が告げた。それを受けた天音は瑛子から逃げだした。

　瑛子はそれに触れようともせず、何もなかったように一度長い黒髪をかき上げる。

　天音が机の下に置いた鞄かばんから、綺き麗れいにラッピングされたクッキーの包みを取り出す。

「ねえ、瑛子。これ、クッキー、作ったから食べて」

　両手で包むようにして、天音が差し出す。

　瑛子は差し出されたクッキーの包みを見て、何度か瞬まばたきして、また天音の顔を見た。

　天音の金色の瞳ひとみに浮かぶ光はひどく穏やかだった。

「開けても、いい？」

　クッキーの包みを受け取って瑛子が問う。

　天音が頷うなずくのを確認して、瑛子は包みを開ける。中にあるのは四角に切った不ふ揃ぞろいなクッキー。熱は飛んでいるが、まだ微かすかなバターの匂いは残っていた。

　黒い瞳を細めて、瑛子はクッキーを一つ指先で摘つまんで口の中に入れる。

　さくりと、軽い食感でクッキーが砕け、口の中に優しい甘みが広がる。

「美お味いしい」

　静かに言って、瑛子はもう一つクッキーを口に運んだ。

　実際、たった二日の付つけ焼やき刃ばにしては悪くなかった。素そ朴ぼくで飾り気はないが、どこか懐かしくすらある。いわゆる家庭的な味あじわいだ。

「わたしね、瑛えい子このことは好きよ」

　天あま音ねは言って、柔やわらかく微笑ほほえむ。

　同性の瑛子ですら引き込まれてしまいそうな、四月の太陽のような笑みだ。

「……そう」

「雪ゆき道みちのこともね、好き」

　瑛子が眉まゆ根ねを寄せる。

「だから、二人が幸せならわたしは凄すごく嬉うれしい」

　柔らかな微笑みを浮かべて言い、天音は瑛子に右手を差し出す。

「応援するね。雪道もきっと、瑛子のことが好きだと思うから」

「……ありがとう、天音」

　言って、天音の差し出した手を握り締めた。

　天音と同じように、瑛子の顔には柔らかい微笑みが浮かんでいた。

　互いに顔を見合わせて、微笑んでゆっくりと手を離す。

「ところで、雪道遅いね？」

「そういえば遅い。自動販売機までそんなにかからないはずなのに」

「ま、そのうち来るわよ。演劇部の助すけっ人と、だっけ？　調子はどう」

「特に問題はない」

「そういえばどんな役やるの？」

「……お姫さま」

「わお、ファンタジー……って、それ、助っ人がやるような役なの？」

「準主役級……」瑛子が小さくため息を吐つく。

「助っ人が準主役って、やる気の感じられない舞台ね」

「演技より舞台美術に興味がある部員が多いらしくて、泣き付かれて、仕方なく」

　二人が雑談をしていると、生徒会室のドアが開いた。

「お待たせ、飲み物買って来たぞ」

「買って来たにゃ」

「あ、二人ともおかえ、り……」

　入ってきた二人を見て、天音がぽかんとする。

「何を、しているの」

　静かに瑛子が問うた。

　雪道はシロコを肩車していた。シロコが雪道の首筋に細い脚を絡ませるようにして肩の上に乗っている。

　ついでに言えば、シロコは薄い、というか、ない胸を雪道に押し付けるようにしてぎゅーっと強く雪ゆき道みちにしがみついている。

「……何を、しているの」

　もう一度、瑛えい子こが問う。凍りついたマグマのような声こわ音ね。黒い瞳ひとみはじっ、と見詰め、その背はい後ごには激しい怒いかりの炎が見えてしまいそうだった。

「おれに聞くな」

　疲れたように雪道が言う。

「週末ずーっと、天あま音ねにゃんが雪道にゃんを独占してクッキー作りまくってたのを不満に思ったにゃーの反乱にゃ」

「ちょっ！　仕方ないでしょうが文化祭のためなんだから！」

　叫んで、思わず天音は立ち上がる。

「なんかもうべったべた甘えてて、見てて砂を吐くかと思ったにゃー」

　オッドアイを細めて、皮肉たっぷりにシロコが言った。

「そんなことしてないわよ！　だだだだだだ誰だれが雪道に甘えてなんて……」

　甘えてなんて……いた、のは自覚があるのか段々尻しりすぼみになる。

「……天音？」

　瑛子の声が怖い。もじもじと恥ずかしそうにする天音は思わず視線を逸そらした。

「天音、あとで説明を求める」

「うっ……えっと、その…………はい」

　二人のやり取りを余よ所そに雪道は買って来た飲み物をテーブルの上に置き、椅い子すに座る前に目線だけでシロコを見上げる。

「なあ、シロコ、いい加減降りてくれよ」

「キスしてくれたら降りてあげるにゃ」

　雪道に対しての返答なのに、何な故ぜかシロコの視線は瑛子に向けられていた。

　瑛子の黒い瞳とシロコのオッドアイが絡み合い、火花を散らす。

「……勘弁してくれ」

　雪道のぼやきが二人に届いたのかどうか、瑛子とシロコは互いから目を逸らさない。

「にゃーを天音にゃんと一緒にしてもらったら困るにゃーよ」

「……そう」

　揃そろって、二人が笑みを浮かべたが、どちらの目も笑っていなかった。

　雪道は何故か背筋に寒さむ気けを覚える。天音は哀れむように雪道を見て、長いツーテールを揺らすように小さく首を振った。




　同じ頃ころ、海を越えた遥はるか遠い国の砂漠に立つ銀の天使像──その内部。

　中世の城を思わせる暗い廊下を御み堂どう姉妹は歩いていた。

　人間で言えば丁ちよう度ど、心臓へと続く大動脈か。白衣の裾すそを揺らしてぐねぐねと曲がった通路を歩く叶かな流るの半歩後ろに、エメラルドグリーンの改造メイド服を纏まとった瑞みず佳かが幽鬼の如ごとき無音の足取りで付き従う。

「ふん、やっと調査団が全員揃そろったか」

「はい、姉さま」

　歩きながら言う叶流の声は珍しく愚ぐ痴ちでも言うような響きだった。

　答える声には相変わらず感情の色が見えはしない。

「まあ、いい……『原げん初しよ式』相手だ。精せい々ぜい、戦ってもらうとしよう」

「はい、姉さま。追加で一つ、報告があります」

　叶流が足を止め、視線だけで瑞佳を振り返る。

「『虚きよ構こう式』断片の『妖よう精せい』が大量発生しました」

「『妖精』？　浅あさ闇やみシロコ……ではないな。『全自動オーケストラキヤツトフイーバー』は壊れたままか」

「はい、姉さま。自然発生だと思われます」

「なら放ほうっておけ、そんなものは後回しだ、それとも──」

　毒どく蛇へびのように、叶流が笑う。

「おまえの仕し業わざか、エピメテウス」

　叶流の視線は瑞佳の肩越しに背はい後ごの闇やみを見ていた。

　通路の暗がりから浮かび上がるように、それが姿を見せる。

　エピメテウス。全身を包帯で覆いステッキを手にしたタキシード姿の何か。

「そうかもしれません、そうでないやもしれません」

　包帯で覆われた顔の切り込みのような口を歪ゆがめてエピメテウスが薄く笑う。

「しかし、その問いがあなたの願いであるならば、この私わたしは応こたえましょう」

「おまえはまるで影のようだよエピメテウス。おまえと会話するのは鏡の中の御み堂どう叶流と会話するぐらいに無意味だ」

　白衣の裾を翻ひるがえし、叶流が体ごとエピメテウスに向き直る。瑞佳は音もなくエメラルドグリーンの改造メイド服を僅わずかに揺らし、道を譲るように壁かべ際ぎわに控える。

　そう広くもない大動脈の通路で、叶流は毒蛇の笑みを浮かべエピメテウスと対たい峙じする。

　エピメテウスは大おお仰ぎような、道化めいた仕草で頭を下げる。

「然しかり。その言葉は非常に正しい。あるいはそれこそが『願望式』である我が──」

「うるさい、黙れ」

　切り捨てるように叶流が言い、白衣のポケットからそれを取り出す。

　掌てのひらサイズの白い長方形。独特の光沢がある、ただの消しゴム。

「否定公式〇〇三七七・消失現象──」

　叶流の正面に白い魔法陣が展開し、足元から起こる逆巻く風が短い髪を揺らす。白衣が翼のようにはためく。

「『神隠し』」

　叶かな流るが無む造ぞう作さに消しゴムを振るう。

　次の瞬間、見えないギロチンが落ちたかのように、エピメテウスの首が通路に落ちた。

　しかし叶流は、忌いま々いましげに舌打ちをするだけだった。

「あなたにもまた、願いと望みがある限り──」

　落ちた首は切り込みのような口を歪ゆがめて笑う。

「願いと望みそのものである私わたしを殺せはしない」

「……ふん、時間の無駄か」

　詰まらなそうに叶流は鼻を鳴らすと、もうエピメテウスに興味はないと言いたげに背を向けて大動脈の通路を歩き出す。

　当たり前のように、瑞みず佳かがその後に続き、やがて二人の姿は消えた。

　彼女たちが消え、エピメテウスは落ちた首を拾い上げてあるべき場所に置く。

　それだけで、何事もなかったかのように、元に戻った。

　否いな、また別の声がした。

「ひどい有様だ……今は、『エピメテウス』だったかい。ひどい名前だ」

　完全な調律を施された楽器のような声が、そう告げる。

　エピメテウスが視線を暗い天井へと投げかける。

　そこに声の主ぬしが──一匹の『妖よう精せい』が浮かんでいた。

　大量発生したという妖精の一匹。いつかシロコが操っていた妖精と同じく三十センチ程度の金髪の少女の姿で、薄い羽からきらきらと光の粒つぶを撒まき散ちらして宙に浮かんでいる。

　しかし、妖精は謎なぞめいた戯ざれ言ごとを紡ぐこともない。その瞳ひとみにはかつての妖精と違い、紛れもない知性の光が浮かんでいた。

「これは懐かしき、我が旧ふるき友よ──あるいは、現象として『虚きよ構こう式』と呼ぶべきなのでしょうか」

　シルクハットのつばを持ち上げて、エピメテウスが大おお仰ぎように頭を下げる。

　妖精は退屈そうな顔で答える。

「そうだろうね。その名前がボクには最も相応ふさわしい。彼が『待ち人ゴドー』であるように、彼女が『終しゆう焉えん』であるように、ボクは既すでに『虚構』でしかない」

　エピメテウスが『願望式』であるように、この妖精こそが『虚構式』そのものなのか。

　妖精は──『虚構』は少女の顔に不釣合いな皮肉な笑みを浮かべた。

「しかし丁ちよう度どよかったよエピメテウス。世界中にボクの目である断片をばらまいたのに肝心の二人が見つからなくて困っていたところだ」

「然しかり。我が旧き友よ。あなたもまた、『待ち人』と『終焉』の結末を見るために現れた」

「そして、キミが最初に抱いた願いの結果を見に来た、と言ったら笑うかい？」

「我が旧ふるき友よ。『願望式』であるこの私わたしに果たして何の願いがありましょうか」

「二千年前、『願望式』になる前には、キミにも願いはあった」

　エピメテウスは何も答えなかった。

　彼女、あるいは彼は文字通りの意味で小さな妖よう精せいの肩をすくめる。

「まあ、いいさ。とりあえずは彼女たちだ。しばらくキミにくっついているよ」

　言って、妖精は光の粒つぶを撒まき散ちらし、ふわりと舞まい降りエピメテウスの肩に止まった。

「然しかり──ならば、全すべてが揃そろうその時間とその場所に至るまでの無む為いを伴はん侶りよとお過ごしください我が旧き友よ」

「無為、ね。ふふっ、キミには信じられないかもしれないけどね、ボクは未いまだにキミも『待ち人ゴドー』も『終しゆう焉えん』も友人だと思っているんだよ」

「然り。そういうこともあるのかもしれません。あるいはそうでないのかもしれません」

　肩に乗った妖精はからかうようにエピメテウスに告げ、

　エピメテウスは、切り込みのような口を歪ゆがめて──愉快そうに笑い、

　妖精ともども、暗い大動脈の通路から幻まぼろしのように姿を消した。





第二章　文化祭と彼女の告白、そして




　気がつけば、文化祭が明日に迫っていた。

　前日準備ということで、既すでに陽ひが沈んでいるにもかかわらず校内は生徒たちでわいわいと昼間のように騒がしい。周囲が山林に囲まれているので苦情が来る心配もない。

　と、いっても徹夜するわけでもなし、その賑にぎわいも精せい々ぜい後二時間程度だろう。

　雪ゆき道みちたちのクラスの──担任の暴ぼう虐ぎやくにより決定された──メイド風コスプレ喫茶の準備も面倒な部分はあらかた終わった。天あま音ねたちのグループが山ほどのクッキーを焼き上げて、主に男子が教室を飾った。

　今は最後、肝心のコスプレ衣装をあわせている頃ころだ。

「……あの時、チョキさえ出さなければ」

　とりあえず、二リットル入りのペットボトルが詰まった重いコンビニ袋を持って薄暗い学園の廊下を歩いている雪道は除く。

　じゃんけんで負けて、一人麓ふもとのコンビニまで買い出しに行った帰りだ。

　かつ、かつ、と廊下の向こうからヒールで床を打つような足音がした。

「ん？」

　目を凝らして、雪ゆき道みちは足音の主ぬしを見やる。

　一瞬、誰だれだかわからなかった。

　彼女は黒く長い髪を背中に流し、ヒールの高い銀の靴を履いている。

　まるでお姫さまのような白いドレス、大きく膨らんだスカート部分と開いた胸元。独特の光沢があるのは恐らく舞台衣装だからだろう。

「……瑛えい子こ？」

「……芦あし原はら？」

　お互いに顔を見合わせて、名前を呼んだ。

「へぇ」

　感嘆の声をあげて、雪道は物珍しげに瑛子のドレス姿を上から下まで眺める。

　瑛子は恥ずかしそうに、自分を抱きしめるようにして胸元を隠して身を捩よじった。薄暗い廊下ではわかり辛づらいが、瑛子の頬ほおは微かすかに赤かった。

「あんまり見ないで、恥ずかしいから」

「あ、ああ、悪い。いや、でも、似合うよ」

「……ありがとう」

　ますます恥ずかしそうに瑛子が目線を逸そらし、雪道は苦笑する。

「それ、明日の舞台の衣装か」

「そう」こくりと瑛子が頷うなずいた。

「結構、凝った作りだな」

「舞台美術をしたい人が多いから、小道具とかは随分出来がいいみたい」

「ふぅん、確かお姫さまだっけ？」

「そう。因ちなみにキスシーンがある」

「ちょっと待ってろ、今から脚本を変更するように直じか談だん判ぱんしてくる」

「冗談」

「…………なんだ冗談か」

　本気で演劇部に向かって走りそうになった雪道が、気まずげに視線を逸らす。

　どうしてか嬉うれしそうに、くすりと瑛子が小さく笑った。

「まあ、なんだ、練習は終わったのか？」

「さっき最後の通し練習が終わったところ。これから生徒会室で着替えてクラスに顔を出そうかと思っていた」

「なるほど。じゃあ一緒に行くか？　着替え終わるまで生徒会室の外で待ってるから」

「遠回りになるけどいいの？」

　と、瑛えい子こが雪ゆき道みちの持っている買い出した物の詰まったコンビニ袋に視線を投げた。

「構わないさ、戻ったってやることなんて残ってないんだ」

　軽く肩をすくめて雪道が答えた。

「そう、なら──」

　瑛子が、白い手袋に包まれた手を伸ばして雪道の手を取り、

「一緒に、行こっ」

　見み惚ほれてしまうほど可か憐れんに微笑ほほえんだ。

　ただ一輪、密ひそやかに咲いた小さな花のような微笑みだった。

　見ているだけで、雪道の心はひどく温かいもので満ちる。

「ああ、行こうか」

　満ちて、何な故ぜか、少し悲しくなる。

　赤い瞳ひとみの男を、安物の硝子ガラスの指輪を思い出す。

　雪道は何かを誤ご魔ま化かすように瑛子の手を握り返して、その熱を感じる。












　雪道が瑛子と生徒会室に向かっている頃ころ、教室は妙な熱気に包まれていた。

　凄すごくわかりやすく言うと、コスプレした女子生徒に男子生徒が興奮していた。

　携帯のカメラで写真を撮っているのはまだ大人しいほうだ。猿のように両手でだんだんとテーブルを叩たたく奴やつ、椅い子すの上に上がって脱いだブレザーを振り回す奴。教室の飾り付けに作った紙の花の余りを段ボール箱からばら撒まいている奴。どこから持ってきたのかクラッカーを鳴らす奴までいる。

「ひゃっはー、メイドさんだ！　メイドさんがいるぜ！」

「メイド！　ナース！　そしてチャイナァァァァァァァァ、いやっほう！」

「こっち、こっちに目線下さい！」

「生きててよかった神さまありがと！」

「マンマミーア！　マンマミーア！」

「しゃばだばどぅ！　しゃばだばどぅ！」

　日本語を喋しやべれ。

　頭の悪い叫び声にドラムのような種しゆ々じゆの音、ぴろりろりん、と携帯のシャッターを押す音が交ざって夜の教室を騒がせる。文化祭前日で夜遅くまで学校にいるからテンションも上がりっぱなしだ。

　着飾った少女たちの中で、特に目立つ少女が二人いた──そもそもが特徴的なネコミミ帽子のシロコと、それこそ、絵画から抜け出してきたように優雅に微笑ほほえみを浮かべる天あま音ねだった。

　見事に猫を被かぶって微笑む天音の衣装はスタンダードなメイド服。

　頭にはホワイトブリム、胸には同じく真っ白なエプロン、下半身を包んでいるのは飾り気のないロングスカート。スタンダードな、言い換えれば地味なメイド服だ。

　天音が着ているだけで、それは何か特別な衣装に見えた。

「皆さん、楽しそうですね」

　くすりと小さく天音は微笑み、やたらめったら騒いでいる男子生徒たちを眺めた。

　まるで誰だれかを探しているように眺めた。例えばそれは、買い出しにいったまま帰ってこない誰かだったのかもしれない。

「楽しそうって言うか……馬ば鹿かよね、根本的に」

　隣に立っているメイド服の女子生徒が天音の呟つぶやきを拾ってぽつりと呟く。彼女のメイド服は喫茶店あたりで使われていそうなピンクベースでミニスカートのものだ。

　因ちなみに工く藤どう先生が持ってきたコスプレ衣装の中ではメイド服が一番多く、他ほかも満まん遍べんなく──クラスの女子生徒数の三倍は──あった。

　教育者として力を入れるところを明らかに間違えている。

　余談だが、工藤先生がこの場にいないのは校長室でお説教をされているからだ。

「確かに少し騒がしいですけれど、折せつ角かくのお祭りですもの」

　あくまで優雅に天音は応じる。

　ピンク色のメイド服の彼女は苦笑する。

「心が広いよね天あま川かわさん。クッキー作ったときも凄すごく手て際ぎわよかったし」

　付つけ焼やき刃ばであることは秘密だ。

「それに比べて男子は、馬ば鹿かばっかりなんだから」また別のメイド服の女子生徒が言う。

「コスプレしただけでこんなに喜ばれてもねえ」

「猿に戻ったみたい」

　加えてナース、巫み女この女子生徒が最初の声に同意するように呟つぶやいた。

　呆あきれたような台詞せりふだが、顔には意外と満更でもない表情が浮かんでいたりする。




　特別教室棟の生徒会室前の廊下で、雪ゆき道みちは文化祭前日準備に追われる教室の明かりを眺めていた。対照的に特別教室棟は真っ暗だからこそ、夜の通常教室棟の明かりは余計に輝いて見えた。

　特別教室棟は主にクラブの展示や出し物で使われるが、通常教室と違い色々と危険物も貴重品も多いため前日夜の準備は禁止されていた。

　だからと言う訳でもないのだろうが、雪道には二つの棟が奇妙に遠く離れて見えた。

　向こう側から漏れ聞こえる人の声も輝きもこちらにはなく、墓場のように静かだ。

「何か、見えるの？」

　着替えを終えた瑛えい子こがそっと雪道の隣に並んだ。

　夜空は暗く星と月の僅わずかな明かりがあるだけ。向こう側の明かりもここには届かず二人の後ろには影さえもない。

「……いや、別に何も見えない」

　向こう側を眺めたまま、雪道が言った。

「そう」

　特に何を言うでもなく、しばらくの間二人は遠い明かりを眺めていた。

　二人きりの時間は密ひそやかに流れ、傍かたわらには静寂と夜だけがある。

　一いつ時とき、まだ天あま音ねと出会う前に戻ったようだった。

　あの頃ころはいつも二人だけだった。

　雪道はふと、瑛子の横顔に視線を向ける。

　夜に溶けるような長い黒髪、切れ長の黒い瞳ひとみ、白い頬ほおと赤い唇。

　視線に気付いた瑛子が、横目で雪道を見る。

「なに？」

「……なんでもない」

　ふい、と雪道はまた、窓の向こうの明かりに視線を戻す。

「変な芦あし原はら」

　可お笑かしそうに、赤い唇を僅かに動かしてくすりと笑った。

　妙な気恥ずかしさを覚えて、雪ゆき道みちは自分の頬ほおを指先で掻かく。

「そろそろ、戻るか」

「そう」

　瑛えい子こが頷うなずくと、雪道は足元に置いていた買い出した物の詰まったコンビニ袋を持ち上げた。

　背を向けて、雪道が歩き出す。

「待って」

　瑛子が小さく、雪道の袖そでを掴つかんで止めた。

　振り返る。

　見慣れた表情のない顔は、緊張でもしているのか僅わずかに硬い気がした。

「明日の文化祭。私わたしは演劇と生徒会の仕事で、あまり、自由時間はない」

「仕方ないだろ。一緒に回りたかったから、ちょっと残念だけどな」

　こくりと瑛子が頷き、そのまま顔を伏せる。

「だから……」

　静かに、深く呼吸をして、意を決したように瑛子が顔を上げる。

　瑛子の黒い瞳ひとみがじっ、と雪道を見詰め、雪道は見詰め返して、二人は見詰め合う。

　暗い廊下は時が止まったように静かに、瑛子の次の言葉を待つ。

「だから、後夜祭は、一緒に、過ごしたい」

　もう少しだけ空に明かりがあれば、もう少しだけここが明るければ、瑛子の瞳に込められた決意の強さに気付いたかもしれない。僅かに赤みを帯びた頬に気付いたかもしれない。あるいは僅かな震えに気付いたかもしれない。

　告白をする。後夜祭で。

　そう、天あま音ねに向けて言った言葉が瑛子の脳裏で繰り返されていた。

　瑛子の真意になど一つも気付かずに、雪道は優しい微笑ほほえみを浮かべて答える。

「わかった。じゃあ一緒に」

　大事なことは多分、何一つ理解していなかった。

　ずっと一緒にいたから、瑛子にだってそれぐらいは理解できた。

「ありがとう」

　そう答えながらも、瑛子は少しだけ寂しそうな顔をしていた。




　最初は男子が騒いでいただけだった教室では、いつのまにか女子もハイになっていた。

「おかえりなさいませご主人さま……うっわあ、恥ずかしい」

　メイドさんだったり。

「悪あく霊りよう退散！　なんてね」

　巫み女こさんが小道具の大おお幣ぬさもってポーズ決めてたり。

「え……あの、わたしもですか？」

　メイド姿の天あま音ねが困っていたり。

　因ちなみに断トツではじけていたのはシロコだった。

「いえーい、にゃ！」

　真紅のチャイナドレス姿のシロコがネコミミ帽子の耳をぴこぴこと揺らし机の上に立って大きくＶサインをしている。

　少女的なシロコと、体のラインをはっきりと見せる真紅のチャイナドレスの組み合わせはアンバランスな魅力を醸かもし出している。手触りの良さそうなチャイナドレスには太ふと腿ももまでのスリットが入り、シロコの細く綺き麗れいな脚が少し動くたびにちらちらと覗のぞいていた。

　シロコの机の周りには男子生徒が集まって腕を突き上げて喚わめく。

　まさにシロコ・オンステージ。マイクがあったらそのまま歌いだしそうだ。

「一番っ、浅あさ闇やみシロコ、景気付けに歌いますにゃ！」

　訂正、マイクがなくても歌うようだ。

　っていうか趣旨がおかしい。

「シロコ！　シロコ！　シロコ！」

　巻き起こるシロココール。

　マイクに見立てたマジックペンを両手で包むように握ってシロコが口元に運び、

「猫踏ふんじゃったー、猫踏んじゃったー」

　マジで歌いだした。

　ネコミミ帽子の耳をぴこぴこと、首を左右に振りながらチャイナドレス姿で歌うシロコ……シュールな光景かもしれない。

　いやそもそもその選曲はどうなんだ、何かの冗談なのか。

　つうか、誰だれか止めろ。

「随分と盛り上がって……なんだこの状況は」

　がらがらと教室の戸が開き雪ゆき道みちが姿を見せた。片手には買い出した物の詰まったコンビニ袋をぶら下げていて、反対側には制服に着替えた瑛えい子こが並んでいる。

　ぴたりと、シロコが歌うのを止やめた。つられるように騒いでいた生徒も動きを止めて教室は俄にわかに静まり返った。

　意図せずに冷や水をかけた雪道はぽかんとして教室の光景を眺める。

　明日の文化祭に向けて紙で作った花やら何やらで飾られた教室、いくつかの机をくっつけて大きな机をいくつも作り、そのうちの一つにシロコがチャイナドレス姿で立っている。

　他ほかの女子生徒たちはそれぞれにコスプレして、微妙に呆あきれたような顔をしていた。

　その中で一ひと際きわ目立つ──メイド服を纏まとった天音の姿。

「……あっ」

　雪ゆき道みちの姿を見た瞬間、天あま音ねが本当に一瞬だけ素すの天音に戻って久しぶりに帰ってきた父親を迎える娘のように嬉うれしそうな顔をしたことに誰だれも気付かない。

　当人すらも気付かなかった。

「ゆっきみちにゃーん！」

　突然、沈黙を蹴けり飛ばすように、シロコが叫ぶ。

　同時にテーブルの上から雪道を目掛けて跳んだ。

「うぉおおおおおおお！　なんか前にもこんなことあった気がするぞ！」

　ネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かし白い髪を揺らし、真紅のチャイナドレスを纏まとったシロコが教室を跳ぶ。

　雪道は買い出しのコンビニ袋を放ほうり投げ、シロコを受け止めようと両手を伸ばす。

　差し出した両手でシロコの小さな体を受け、胸で支えるようにして勢いを殺し、なんとか落とさずに抱きとめた。

「帰ってくるのが遅いにゃー、待ってたにゃー」

　まんまと雪道に抱きついたシロコは雪道の胸の中で甘えるようにごろごろと喉のどを鳴らして頬ほお擦ずりをする。

「はいはい、気持ちはありがたいが、心臓に悪いから止やめてくれ」












「はーい、にゃ」

　顔を上げたシロコが素直な笑みを浮かべて雪ゆき道みちを見た。

　そのまま、ちらりと隣に立つ瑛えい子こにも顔を向けると、

「へへーんにゃ」

　捻ねじ曲まがった根性丸出しの勝ち誇ったような笑みを作った。

　ごごごごごごごごごごごご──瑛子の背はい後ごに怒いかりの炎が燃える。

　オッドアイと黒い瞳ひとみがぶつかり合う。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が二人の間に流れ、それは今にも爆発しそうに膨れ上がった。

　しかしそれは予期せぬ第三勢力の出現により沈静する。

　ぽすんと、雪道に向かって投げつけられた教室の飾りに使っている紙の花、の余り。

　ほんの少し前まで盛り上がりに盛り上がっていた男子生徒たちの一人が、何気なく雪道にそれを投げつけた。

　そして自然と、他ほかの男子生徒も後に続いた。

「な、なんだ、なんで花を投げつけられてるんだ？　歓迎されてんのか攻撃されてんのかさっぱりわからん！」

　雪道は困惑するも、自然な動作で瑛子を背後に庇かばい、片手でシロコをホールドしたまま器用にシロコに当たりそうな紙の花を叩たたき落おとす。

　瑛子とシロコで両手に花──そんな表現が浮かんだのか、再び男子生徒は爆発した。

「敵だ、おまえは敵だぁあああああああああああ！」

「おまえみたいな奴やつが、おまえみたいな奴がいるからあああああああ！」

「死ね！　腹を切って死んでしまえ！」

「聖戦だ、まさに今この瞬間こそが聖戦だぁああああああああああ！」

　ぽすんぽすんぽすんぽすんぽすんぽすんぽすん、次から次へと花が飛んでくる。

「待て待て待て！　おれが何をしたってんだ！」

　その一言が、ますます火に油を注ぐことに雪道は気付いていなかった。




　五分後、見かねた女子が男子の頭を片っ端から叩いて回り、男子が正気に戻るまで文化祭前夜特別競技『芦あし原はら雪道に花を投げつける大会（命名・シロコ）』は終わった。

「……ひどい目にあった」

　ぼやく雪道の肩を、花を投げつけた男子生徒たちが叩いていく。

「悪かったよ芦原、死ね！」

「そうだぜ芦原、文化祭前日でちょっとテンションが暴走しただけさ、死ね！」

「とりあえず芦原死ね！」

　正気に戻ってるんだろうか？

「はいはい、男子どもはその辺にしときなさいよ。準備も終わったし時間的にもそろそろ解散しないと先生に怒られるんだから」

「嫌だ、これはおれたち男子一同の尊厳をかけた──」

　女子生徒が止めたが、男子は止まらない。

　続けて、天あま音ねが口を開く。

「残念ですわ。これから皆さんで乾杯しようと思ったのですけど」

「イエスサー！　天あま川かわさんがそうおっしゃるのでしたら！」

　あっさりと男子生徒は従った。

　猫被かぶり天音恐るべし。

　こっそり天音は雪ゆき道みちにウインクをした。

　助けられたのは素直にありがたいので、雪道はちょっと頭を下げる。

　しかし天音の正体を知っている雪道は、結構酷ひどい扱いをされたばかりだというのにちょっとクラスメイトが可哀かわい想そうだった。




　教室の中央にはメイド姿の天音が立ち、クラスメイトたちがその周囲に集つどう。

　ジュースの注つがれた紙コップが全員の手にある。

　合図するように天音が軽く、紙コップを持ち上げる。

　天音の金色の瞳ひとみが教室を見回す。

　雪道と、瑛えい子こと、シロコと目が合う。

　少し笑みを浮かべて、天音は言う。

「それでは、明日の文化祭の成功を願って──」




「乾杯！」




　男子も女子も全員がいっせいに、空に向かって紙コップを突き上げた。

　こうして文化祭前夜は終わり。

　翌日、文化祭が始まった。

　雪道のクラスを一言で表現するならそう、大盛況だった。

　まだ開始から一時間も経たっていないのに、店の外には長ちよう蛇だの列が出来上がっている。

「すいませんがただいま満席でして、少々お待ちください」

　出入り口に立って来店客にそう言いつつ列整理をしているのはウェイター風の格好をした雪道だ。因ちなみに衣装は制服の上着を黒に替えて蝶ちようネクタイをつけただけだったりする。担任の工く藤どう先生曰いわく──『男の衣装に興味はない』だそうだ。

「……なんであんな人が教師やってんだろう」

　雪ゆき道みちはぽつりと呟つぶやいた。因ちなみにその担任は、店内で随分とごついカメラを構えて写真を撮りまくっている。いつものように火の点ついていない煙草たばこを咥くわえてはいるが、いつもとは違ってトランペットを見詰める少年のように目をきらきらさせていた。

　卒業アルバム用らしいが、絶対ただの趣味だ。

　雪道はうんざりしたようにため息を吐つき、自分の目の前の列を眺めた。

　奇妙でも何でもないことに客はほぼ全すべて男子生徒だった。既すでに長ちよう蛇だの列ができあがり教室の外に並んでいたが、列を抜けようとする奴やつはいない。

　理由は簡単、窓から教室内──コスプレウェイトレスな女子生徒が見えるからだ。

　悲しくなるぐらいにわかりやすいが、これも男の性さがだ、多分。

　そうは思うが、でれでれした視線を室内に注ぐ男子を見ていると雪道は虚むなしくなった。

「どうもありがとうございましたー」

　会計を終えた三人組の客が出るのを見送り、雪道は次のお客を室内に促した。

　ウェイトレスの一人（ナースだった）がぱたぱたと小走りに次のお客を出迎えて、若干不自然な営業スマイルを浮かべる。

「いらっしゃいませー、それではお席にご案内します」

　店に入っただけなのに、やたら幸せそうな顔をしたお客がテーブルに案内される。

　また数人の客が出て行き、雪道が新しいお客を入れて、案内にウェイトレスがやって来る。今度のウェイトレスは、

「ようこそいらっしゃいました。それでは、お席にご案内しますね」

　見事なほどに猫を被かぶり、その猫によく似合うスタンダードなメイド服の天あま音ねだった。

　メイド服で猫を被る天音を見るたびに雪道は二足歩行する猫でも見たような微妙な表情を浮かべるのだが、大概の男子は目をハートマークにして骨抜きにされる。

　今回も例外ではなく、雪道は呆あきれたように、あと、ばれないようにため息を吐いた。

「……哀れな」

　天音の本性を知っている雪道はそう呟くしかない。

　ちらりと天音が雪道を見た。一瞬、雪道はどきりとしたが、別に雪道の呟きを聞きとがめた訳でもなさそうだ。

　似合う？

　金色の瞳ひとみが、そう問うていた。

　雪道は小さく頷うなずく。

　天音は満足そうにほんの少しだけ口元に笑みを浮かべてお客をテーブルに案内する。

「こちらがメニューです、ご注文が決まりましたらお呼びください」

　テーブルの上に置いてあるメニューを掌てのひらで指した。

　天音のメイド姿に見み惚ほれるようにしていたお客はメニューの方に視線を向ける。

「あの……この手作りクッキーってのは？」

「はい、わたしたちが心を込めて焼いたクッキーですわ。とても美お味いしいのでよければご注文くださいね」

　完かん璧ぺきな、いっそ瀟しよう洒しやなまでに完璧な営業スマイルを浮かべて天あま音ねが言う。

「え？　てことは、これ、天あま川かわさんも作ったんですか？」

「はい、勿もち論ろん。あまり得意ではありませんけれど、一生懸命作りましたわ」

　はにかんで天音が言った。

　何な故ぜか教室が静まり返った。

　他ほかのお客までもが天音に──というか、その発言内容に注目していた。

「お、おれ、手作りクッキーをお願いします！」

　天音に問うたお客がそう言ったのを皮切りに、他のお客が続いた。

「こ、こっちもクッキー三人前！」

「それならこっちは五人前！」

「七人前お願いします！」

　次々と手が挙がり、注文が入る。

「なめるな！　あたしは十人前だ！　いやもう全部持って来い！」

「あんたはそもそも客じゃないだろ、担任だろ！」

　工く藤どう先生まで言い出して、雪ゆき道みちは思わず突っ込みを入れてしまった。

「ええと……その、注文は順番にお願いしますね」

　場を何とか落ち着けようと、少し困った顔で天音が言う。

　そんな困った天音もまた魅力的で、お客と、ついでに工藤先生もほわーんと、幸せそうに頬ほおを緩める。

「まだ、クッキーは沢山有りますから、慌てないでください」

　自分に注目が集まったところで、にこりと、天音は笑みを浮かべた。

「はーい、わかりました」

　一いち様ように答えるお客と工藤先生を眺めて、雪道は小さく首を振った。

「大丈夫なのか、この学園……」

　あんまり大丈夫ではなさそうである。




　一時間ほどすると、雪道のシフトは終わり自由時間になった。

　天音はまだ店内で忙しくしていたので話しかけたりもせず、控え室代わりにあてがわれている特別教室棟の一室に黒の上着と蝶ちようネクタイを戻しに行った。

　がらがらと戸を開ける。

「にゃにゃにゃ、待ってたにゃーよー、雪道にゃん」

　既すでにチャイナドレスに着替えたシロコが、机の一つに座っていた。

　ネコミミ帽子の耳をぴこぴこさせながらにやりと笑っている。

　雪ゆき道みちは蝶ちようネクタイを外しながら部屋に入り、黒の上着も脱いで机に置いた。

「なんだ、これからシロコのシフトなのか？」

「うにゃ？　にゃーのシフトは午後からにゃ」

　きょとんと、シロコは首を傾かしげた。因ちなみに午後まで二時間近くある。

「なのにもうチャイナドレスに着替えたのか、随分張り切ってるな」

　言いながら、雪道は制服のブレザーを羽は織おる。

「いや、だから雪道にゃんを待ってたにゃ」

「……なんで？」

　きょとんと、雪道は首を傾げた。

　シロコはオッドアイを細め今世紀最大の馬ば鹿かを見るような眼まな差ざしを向け、大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「雪道にゃん、正直に言えにゃ、微妙ににゃーの話聞いてなかったにゃ？」

「……悪い」

「むー」

　ぷくりと、シロコは拗すねたように頬ほおを膨らませ、机に座ったまま脚をぷらぷらと駄々っ子のように揺らす。

「にゃーがわざわざこのタイミングで待ってる理由が、一緒に学園祭を回りましょーってお誘い以外に何があるにゃ！　瑛えい子こにゃんは演劇、天あま音ねにゃんはお店で、邪魔が入らないとか素晴らしい状況をにゃーが逃す理由はないにゃ！」

　どうして天音や瑛子が邪魔をするのだろうと思ったが、口には出さず一応頷うなずいた。

「おれ、これからその瑛子の舞台見に行くんだけど？」

「にゃーの話聞いてなかった理由、間違いなくそれにゃ！　蹴けるにゃ？　もう天音にゃんばりにすっごい勢いで蹴るにゃ？　神さまだって許してくれそうにゃ？」

　しゃぁあああああああ──威い嚇かくする猫のようにシロコの口元がつりあがり、オッドアイは剣けん呑のんな輝きを宿す。

　雪道は思わず後あと退ずさった。

「待て待て待て落ち着け！　わかった、一緒に行こう！　一緒に瑛子の舞台見た後はシロコの好きなところに付き合うから！」

　ぴたり、シロコの威嚇が止やんだ。

「マジにゃ？」

「マジだよ」

「なら許すにゃー」

　一転、凄すごく嬉うれしそうに笑う。

　文字通り子猫のような笑顔に、雪ゆき道みちはつられて微笑ほほえんだ。

「そうと決まれば善は急げにゃ」

　ぴょんと、シロコは机から飛び降りるや雪道の腕に飛びつくようにして抱きつく。

　仄ほのかな胸の感触が雪道の腕に当たり、シロコの肌からは石せつ鹸けんの匂においがした。

『領域』に属する『式』使いであり、そして、かつての飼い猫である彼女に、雪道は咲いた直後のたんぽぽの花を思う。

　たんぽぽは可か憐れんで、とても強い花だ。

「どうしたにゃ？　さっさと行くにゃ」

　じっと見下ろす雪道をシロコは見上げて首を傾かしげる。

「ん、ああ、悪い…………」

「まったくぼーっとして、どうせ瑛えい子こにゃんのことでも考えてたにゃ？」

　拗すねたようにシロコが唇を尖とがらせる。

「いや、シロコのことを考えてたんだ」

「う、うにゃあ……そういうストレートな言葉は、照れるにゃ」

　ネコミミ帽子の耳をぴっこりと一度動かして、頬ほおを赤く染めたシロコは顔を伏せ、先導するようにぐいぐいと雪道の腕を引いた。

「さっさと行くにゃ……雪道にゃんは恥ずかしい台詞せりふを不意打ちで吐くから困るにゃ」

　伏せた顔には小さな笑みを浮かべ、拗ねたような言葉はとても嬉しそうだった。

「恥ずかしい？　むう、おれはそんなつもりは全然ないんだがな」

　手を引くシロコの小さな背中を見ながら雪道は答えた。

　天あま音ねとも瑛子とも違った意味でシロコは愛らしく、穏やかな気持ちになれる。




　雪道は瑛子の舞台を見るために、シロコと一緒に体育館へ行った。パイプ椅い子すが並べられ、舞台の緞どん帳ちようは降りていた。二人は前から三列目中央付近の席に座り上演を待つ。

　上演まではまだ少し時間があり、雪道は表で貰もらったパンフレットを見る。演劇の後にもブラスバンドの演奏やら有志によるコントなどの出し物があるようだ。

「瑛子にゃん、お姫さま役にゃ？」

　隣の椅子に座ったシロコがパンフレットを肩越しに覗のぞき込こんでくる。

　雪道の肩に顎あごを置いて甘えるようにぺたりとくっついている。

「らしいな、詳しいことは知らないけど……シロコ、あんまりくっつくな」

「照れてるにゃ？」

　オッドアイをきらりと輝かせたシロコは小悪魔のような笑みを浮かべて囁ささやく。

　雪道は照れたように顔を背そむけた。

「そういうわけじゃねえよ」

「んー、照れてるにゃー？　照れてるにゃー？」

　全力で調子に乗ったシロコは腕を雪ゆき道みちの首筋に絡ませて、さらに密着する。

　チャイナドレスの布地越しにシロコの体温と鼓動を感じる。僅わずかな石せつ鹸けんの匂においに混ざってシロコ自身の匂いがする。

「雪道にゃんは、可愛かわいいにゃー」

　耳に息を吹き込むようなシロコの台詞せりふに、雪道の背筋はびくんと震える。

　変に意識をしてしまったせいで、心臓の鼓動が激しくなる。

「……落ち着けおれ、落ち着けおれ、これは罠わなだ。そう罠で間違いない。だってそうじゃないか、こういう展開の後で天あま川かわに蹴けられたり瑛えい子この機嫌が悪くなったりするのがいつものことじゃないか──クールになれ、イッツクール！　アイアムアクール！」

　落ち着け。

「……雪道にゃん、苦労してるにゃーね」

　シロコはちょっと可哀かわい想そうになったのか、すっと身を引いてため息を吐ついた。

「ふっ……まあ、女三人の中におれ一人ってパターンだからな。確かに天あま音ねとも瑛子ともシロコとも、仲は良いいよ？　でも別に恋人ってわけじゃないんだしな、おれなりに色々と気を使って──」

「死ねパンチ！」

「ふんぐおっあ！」

　いきなりシロコが雪道にボディブロウを叩たたき込んだ。

「な、なにをしやがる」

「いや、あんまりにも状況を理解していない台詞にムカッときたので、思わず反射的に正義の拳こぶしを叩き込んでしまったにゃ」

　真ま顔がおでシロコは言う。

「理解してないってなんのこと……いや、なんでもない」

　シロコの目が笑ってないことに気付き、雪道は額に汗を浮かべて口を閉ざした。

「ほんっとうに、ほんっとうに雪道にゃんは鈍いというかヘタレというか、世が世ならそのうち刺されて死んでるにゃよ」

「……ひっでえ言われようだ。別に鈍くもねえしヘタレでもねえよ」

　いや、間違いなく鈍くてヘタレだ。

「まあ……ぼちぼち瑛子の舞台が始まるし、静かにしようぜ」

「了解にゃ──まあ、舞台前で緊張しているだろう瑛子にゃんを励ましに行く的なイベント阻止が成功したからよしとするにゃ」

「そんなこと考えてたのか！」

「にゃにゃにゃ」

　雪ゆき道みちがシロコとじゃれている間に、体育館には舞台を見に来た生徒や外部の人間、保護者などが集まり、並べられた椅い子すの八割程度が埋まっていた。

　体育館ギャラリーの窓の暗幕が閉じられ、ドアが閉まり、客席の照明が落ちる。

　やがて、演目を述べる声が聞こえ、舞台の緞どん帳ちようが開き、劇が始まった。

　中世を舞台にした騎士と姫君の恋物語。

　瑛えい子この役どころは恋のライバルであるもう一人の異国の姫だった。

　ウェーブを入れた長い黒い髪を背中に流し、大きく胸元の開いた白いドレスを着て、ヒールの高い銀の靴を履いていた。

　舞台上でライトを浴びて白いドレスは宝石でもちりばめたように輝き、大きく膨らんだスカート部分は瑛子の動きにあわせてふわりふわりと裾すそを揺らす。

　本物の姫君がそこにいるようで、視線が吸い寄せられていく。

　雪道もシロコも、口を閉じて舞台を見ていた。

　準主役、と以前瑛子は天あま音ねに言ったがまさにその通りで舞台の上にほんの少しずつ装いを替えながら何度もその姿を見せた。

　ある時はティアラが額に、ある時は従者と共に、そしてまたある時は剣を腰に吊つるし、たった一人舞台に立つ。

　絞しぼり込んだライトが瑛子だけを照らし、他ほかのすべては暗くら闇やみに沈む。

　瑛子は舞台の中央に立ち、何もない暗闇を見詰める。

　白い長手袋に包まれた手が、剣を引き抜く。

　じゃりん──剣を引き抜く音が、静まり返った客席に響く。

　偽物の剣がライトの明かりを反射してきらりと輝く。

　白いドレスは暗がりの中で輝き、瑛子の姿を照らし出す。

　輝くような美しさは、闇でこそ映えるか。

「愛の言葉は聞き飽きた──」

　凛りんと、声が響く。

「言葉の中の真実など、水の底に沈んだ金の一ひと粒つぶのようなもの」

　柔やわい風のようにスカートの裾を揺らして、舞台の上で瑛子は弧を描く。

　ある種の踊りのように、剣の切っ先が光の軌跡を描く。

「私わたしは言葉の先にある輝けるものこそが欲しい」

　ゆらりと舞まう瑛子は突然に、一陣の風の如ごとく鋭く身を翻ひるがえす。

　それは台本にない動きであったことを観客は誰だれも知らない。

「永えい劫ごうに輝けないならば──愛よ、剣を手にし私の胸を突きたまえ」

　鬼気迫るほどの冷たい熱情を込めて、瑛子は客席に剣の切っ先を突きつける。

　客席の雪ゆき道みちは喉のど元もとに剣を突きつけられたような錯覚と共に思わず息を呑のんだ。

　舞台と客席の距離を無視して、異国の姫君の黒い瞳ひとみに見詰められた気がしていた。

　あるいはその通りだったのかもしれない。

　じっ、と雪道は舞台の上の瑛えい子こを見詰める。

　隣に座るシロコは、その雪道の横顔を見ていた。

　シロコの視線に気付きもせず、雪道は瞬まばたきも忘れて瑛子を見ている。

　ぎりり、シロコは強く奥歯を噛かみ締しめた。

「やっぱり、私わたしはおまえが嫌いだよ……長なが月つき瑛子」

　口調を変えて、誰だれにも聞こえないほど小さな声に呪じゆ詛そを込めてシロコは呟つぶやく。

　オッドアイをつり上げて、シロコは舞台の上の瑛子を睨にらみつける。ネコミミ帽子の下では怒いかりを表すようにネコの耳がぴんと鋭く立っていた。

　舞台の上では瑛子が突然現れた兵士の一団に舞台袖そでへと連れ去られていく。

　劇が終わり緞どん帳ちようが閉じられる瞬間まで、雪道は熱心に舞台を眺めていた。

　シロコは、舞台を眺める雪道を見詰めていた。

　たとえ、その眼まな差ざしに気付いてもらえないとしても。




　閉じた緞帳に向かって拍手している雪道の手を、シロコはいきなり掴つかんで言う。

「にゃーはお腹なかが減ったので、なにか食べに行くにゃ」

「え？　ああ、いいけど、そのまえにちょっと瑛子に挨あい拶さつぐらい──」

　ぎろり、シロコのオッドアイに背筋が寒くなるほどの危険な輝きが浮かんでいた。

　思わず雪道は押し黙る。

「いいから、行くにゃー」

　小さな体からは想像もできないような凄すごい力で雪道を無理矢理立ち上がらせるとそのまま勢いよく引っ張っていく。

「ちょ、ちょ、待て、いてえ、脛すねがパイプ椅い子すにさっきからがんがんぶつかってる！」

「今はここから一刻も早く離れるのが先決にゃ！」

「なんで誰かに追われてる風味な台詞せりふがここで出るんだ！」

　シロコは無視して体育館を飛び出し、蹴けり飛ばすようにドアを閉めようやく止まった。

　くるりと振り返り、何な故ぜか満足気げに微笑ほほえむ。

「さて、それじゃー、雪道にゃんは何が食べたいにゃ？」

「……シロコの食べたいもので良いいよ」

　雪道はシロコに引っ張られてる間にさんざんぶつけた脛を撫なでて、何とか痛みを堪こらえながらそれだけ答えた。

　ぱあっと、シロコの顔が輝く。

　子猫のように愛らしい顔に、雪ゆき道みちは嫌な予感を覚えた。




　そして、そんな嫌な予感だけは見事に的中する。

　食欲魔人シロコ降こう臨りん。

　屋台が並ぶグラウンドに出るや、シロコは雪道の手を引いて片っ端から制覇していく。

「たこ焼き十人前頼むにゃ！」

「十人っておまえ、どんだけ食べるんだ！」

「支払いはこっちの雪道にゃんがしますにゃ！」

「なにそれ怖い！」

「まだまだ行くにゃー！　こっちのお好み焼きも五人前頼むにゃ！」

「待て待て、おれが持つのかこのたこ焼き！　え？　そっちのお好み焼きも？　しかもやっぱりおれが払うのか！　赤せき貧ひん苦学生への嫌がらせか！」

「四割ぐらいは嫌がらせにゃ！　ええい、面倒くさいにゃ、そこのイカ焼きと串くし焼やきと焼きソバ全部まとめて八人前持ってこいにゃ！」

「いやああああああああ、やめてえええええええ、助けてえええええええ、破産するからぅうううううううううううう！」

　グラウンドに雪道の悲痛な叫びがこだまする。

　しかしそれだけでは終わらなかった。

「突然ですが失礼します、長なが月つき学園放送部です！」

　見ず知らずの女子生徒がマイクを手に二人の前に現れる。

　シャギーを入れた髪を肩の上で切きり揃そろえ、顔には胡う散さん臭くさいほどに爽さわやかな笑みを浮かべた彼女──放送部員らしい──はずずずいっと雪道にマイクを突きつけた。

　因ちなみに、彼女の背はい後ごにはビデオカメラを構えた男子生徒が控えこちらを撮影している。

「……放送部なんてあったのか」

　山のような食べ物を抱えた雪道は勢いに押されて若干引き気味に呟つぶやく。

「わお！　学園の生徒にすらこの扱い、ちょっぴり泣きたくなりましたが雑草魂溢あふれる放送部はめげません。ただいま『学園祭を楽しむ仲睦むつまじい恋人たちを晒さらし者ものにしてやろうぜコーナー・燃え上がれ嫉しつ妬との炎』という企画のためにご協力お願いします」

「誰だれが協力するんだその不吉なコーナー名で！　情熱を燃やす方向を間違えてるにもほどがあるだろ！　そもそも恋人たちじゃねえよ！」

「おおっと、恋人ではないと彼氏さんは言ってますが照れ隠しでしょうか、彼女さんにお答え願いましょう。そちらのネコミミ帽子がキュートな彼女さん、実際のところ恋人でラブラブってるんですよね」

「おいこら、おれの話を聞け！」

「ラブラブな恋人同士ですにゃ」

　マイクを向けられたシロコがあっさり答えた。

「ええええええ！　ちょ、ちょっと待て！」

　雪ゆき道みちの叫びに耳を貸す者などいない。

「やっぱりただの照れ隠しですか、そうですよね。いかにも鈍感そうなふりをしてナチュラルに女性を口く説どく天然女たらしっぽい顔をしてますものね彼氏さん」

「うにゃー、全くその通りで困ったものですにゃ。でもいいところもあるんですにゃ」

「惚気のろけです！　早さつ速そく惚気が出ました、笑顔を浮かべて拝はい聴ちようしているこのわたし、実際のところは腸はらわたが煮えくり返る思いです。世界中のカップルに呪のろいあれ！」

「笑顔でとんでもない台詞せりふを吐いてんじゃねえよ！　ああもう、行くぞシロコ、こんなのに付き合ってられん！」

「はーいにゃ。それじゃ、失礼するにゃ」

「ああ、待ってください。インタビューはまだ終わってません。せめて写真ぐらい──」

「絶対、嫌、だ！」

　両手に食べ物を抱えたまま、放送部から逃げるようにずかずかと雪道は歩き出す。

　シロコは軽く放送部に手を振り、にやりと笑って雪道の後を追った。




　とりあえず、この両手の食べ物をどうにかしようと、雪道は座れる場所を探した。

　なかなか見当たらなかったが、最終的には通常教室棟と特別教室棟の間にある中庭の隅にある目立たない木製のベンチに落ち着いた。

「ああ……重かった」

　ベンチに腰を下ろし、雪道は食べ物を置く。

「にゃにゃにゃ、お疲れさまですにゃ」

　食べ物を挟むようにして、シロコもベンチに腰を下ろすや素晴らしい速度で包みを開けてまだ湯気の立っている屋台料理を食べ始める。

　ハムスターのように頬ほおを膨らませて食べ物を詰め込むシロコの健けん啖たんぶりに雪道は半ば呆あきれつつ、半ばは愛らしいと思い苦笑する。

　ベンチの背もたれに体重を預け、天を仰いで息を吐つく。

　抜けるような青空で僅わずかな風が頬に心地よい。

「本当にお疲れさまだよ。おまけに恋人にされるし……勘弁してくれ」

「嫌ですか、ご主人さま」

　シロコの口調が変わる。

　雪道は思わずシロコの顔を見る。

　イカ焼きの串くしを口元に運ぶ体勢のまま、シロコのオッドアイが雪道を見ていた。

　普段の幼い仕草も何もかもが消えた、本当のシロコがそこにいる。

「……猫は、イカを食べると腰を抜かすらしいな」

　下へ手たな誤ご魔ま化かしだった。

「私わたしがただの猫の範はん疇ちゆうにいるとお思いですか」

　肉食獣がするようにシロコは大きく口を開け、串くしごとイカを食い千ち切ぎる。

　イカを飲み込み、串を吐き捨て、にやりと笑う。

「悪かったよ。別に嫌じゃないさ。ただ、よくわからねえんだ。恋とかそういうことを言われても実感がわかないんだよ」

　苦笑を浮かべて雪ゆき道みちはため息を吐ついた。

「そうですね。人形相手にすら戸惑っていましたから」

　くすくすと、大人びた声でシロコが笑う。

　雪道は硝子ガラスの指輪を思い出して、自らの内に眠る赤い瞳ひとみのあの男のことを思い出してしまって一瞬目を閉じる。

　次に目を開けた瞬間。

　シロコの顔が目の前にあった。

「……はい？」

「たとえあなたが愛を理解せずとも、私はあなたを愛していますよ──私のご主人さま」

　オッドアイを僅わずかに細めて、哀かなしみの混ざった笑みを浮かべて、

　シロコがその唇を寄せた。

「──ッ！」

　雪道が目を見開く。

　柔やわらかいシロコの唇の感触、この場面に似合いもしないソースの味あじ。

　何をされているのかを理解して、雪道はさらに混乱し目を白黒させる。

　逃げようにもシロコが首筋に腕を回しているせいで離れられない。

　たっぷり三十秒近く経たってシロコは口を離した。

「ふふっ」

　幼い容姿に不釣合いな妖よう艶えんな笑みを浮かべて、シロコの舌がちろりと己の唇を舐なめた。

　顔を真っ赤にした雪道はぐったりとして呻うめく。

「本当に、勘弁してくれ……色んな意味で心臓に悪い」

「望むところです。私は天あま川かわ天あま音ねにも長なが月つき瑛えい子こにも負ける気はありませんよ」

「なんでそこで天川と瑛子が出るんだ？」

「そんな台詞せりふが出るからこそ、私はこういう振る舞まいに出るんです」

「……意味がわからない」

　雪道が首を傾かしげると、シロコは肩をすくめた。

「まあ、構いません──それより」

　シロコが一つ、咳せき払ばらいをする。

「言うべきか迷ってましたが、言っておきましょう。ご主人さまを狙ねらって『領域』が動いています。この文化祭が最後の休憩だと思ってください」

「そうか」

「意外と、冷静ですねご主人さま」

「まあ、そのうち来るとは思ってたからな、覚悟はしてた」

「さすがは私わたしのご主人さまです。私としては、覚悟を決めてもらうためにと思って伝えたのですが杞き憂ゆうだったようですね」

　オッドアイは、静かに雪ゆき道みちを見た。

　シロコは思う。この文化祭が終わり『調査団』を打倒すれば天あま音ねが『虚きよ構こう式』を追ってこの街を去ることを知ったら、果たして雪道はどう思うのだろうか。天音は、何も言わずに去るつもりなのだろうか。

「どうした？　おれの顔に何かついてるのか？」

　雪道は不思議そうに自分の頬ほおを擦こする。シロコは小さく首を振り、結局、雪道には天音が去ることを言わなかった。

「なんでもありません、ご主人さま」












　静かにシロコが立ち上がり、雪ゆき道みちに背を向けたまま歩き出す。

「……シロコ？」

　呼ばれて、くるりと彼女は振り返る。

「にゃーはそろそろクラスに戻ってウェイトレスさんにゃ」

　たんぽぽのような素そ朴ぼくな笑顔で彼女は言った。

　ネコミミ帽子の耳をぴこぴこと揺らして、冗談めかした敬礼をする。

「と、いうことでこれで失礼するにゃーよー」

「あ、ああ」

　ぽかんとする雪道を残して、ぴゅーっとシロコが走り去っていった。

　雪道には見えなかったが、走り去るシロコの頬ほおは真っ赤で……やっぱり、シロコもちょっと恥ずかしかったらしい。

「……変な奴やつだな」

　ちらりと、雪道は隣に残された屋台の食べ物に視線を向けた。

　まだ結構残っていた。

　シロコの食べかけのイカ焼きをひょいと掴つかんで齧かじってみる。

　意外と美お味いしかった。二人で食べれば、もっと美味しかっただろう。




　結局、食べ切れなかった分は包みなおして、手にぶら下げたまま雪道は校舎をふらふらと歩いていた。

　どこかで落ち着いて食べるか、誰だれか知り合いを見つけて押し付けてしまうか、どちらとも決められないまま学園の生徒と外部の人間が混ざって人ごみを作る廊下を進む。

　いっそ、自分のクラスに行こうかとも思ったが、さすがに今、シロコと顔をあわせるのは気まずい……。

　思わず柔やわらかい唇の感触と、シロコの匂においを思い出した。

「……まいったな」

　照れ臭さに思わず顔を隠してため息を吐ついた。

「芦あし原はら？」

　不意に瑛えい子この声がして、雪道はそちらを向いた。

　丁ちよう度ど雪道の少し後ろに瑛子がいた。舞台で見た白いドレスの上にブレザーを着て、銀の靴は上履きになり、『生徒会』と文字の入った腕章をしていた。二回目の公演が午後からあるのでこんなちぐはぐな格好をしているのだろう。

　瑛子は人の流れの隙すき間まを縫うようにして雪道の傍そばまでやって来る。

「よう、瑛子……ああ、そうだ、うん、よかったよ劇」

「ありがとう。ところで芦原、本当に、よかった？」

「お姫さまが、特によかった」

　肩をすくめて雪ゆき道みちは言う。

　お姫さま役の瑛えい子こは少しだけ微笑ほほえんだ。

　自分の台詞せりふに恥ずかしくなったのか、雪道はもう一度肩をすくめる。

「瑛子は見回り中？」

「そう、生徒会の仕事で見回りをしている。ところでそれは？」

　瑛子は黒い瞳ひとみを、雪道がぶら下げた包みに向けた。

「たこ焼きとかお好み焼きとか、その他ほか色々だ。食べ切れなくてな。よかったら瑛子も少し食べてくれないか？」

　目線の高さまで包みを持ち上げて、雪道は言った。

「いいの？」

「どうせおれだけじゃ食べきれないんだ」

「……なんでそんなに」

「いや、シロコにたかられた」

　言った瞬間、つい、と瑛子の黒い瞳が細められた。

　地雷を踏ふんだと即座に──理由はともかく──理解した。

　やばい、そう思った次の瞬間のことだった。

「はいはい、またもや失礼します！　長なが月つき学園放送部でございまーす！」

　先刻遭遇したばかりの、放送部がまた出現した。

　シャギーを入れた肩までの髪、顔に浮かんだ胡う散さん臭くさいほどに爽さわやかな笑み、手にしたマイク。間違いなく先刻の放送部員だった。

　反射的に雪道が逃げようとするが、その襟えり首くびを放送部員が掴つかむ。

「お馴な染じみとなりました『学園祭を楽しむ仲睦むつまじい恋人たちを晒さらし者ものにしてやろうぜコーナー・燃え上がれ嫉しつ妬との炎』ですが、さきほどはネコミミ帽子もキュートな彼女さんと一緒にインタビューに答えてくれてありがとうございます」

「答えてねえよ！　つうか、離せ！」

　じたばたと雪道がもがくが、放送部員の彼女は見た目以上に腕力があり逃げられない。

　最初はぽかんとしていた瑛子も、今の放送部員の発言に何かを理解したのか、薄く冷たい笑みを口元に浮かべた。

　因ちなみに、ビデオカメラ担当の男子生徒は淡々とこの状況をビデオで撮っている。

「さて、愛と正義と幸せな恋人たちへの妬ねたみに満ちた我ら放送部ですが」

「なんつー枕まくら詞ことばだ！　報道の中立性とかそういう言葉はどこに消えたんだ！」

「どういうことなのでしょうか、ネコミミ帽子の彼女さんの次は黒髪も艶あでやかなクール系美人さん──しかも先ほど体育館の舞台でお姫さまを演じていた方です──と歩いているとは？　これがいわゆる浮気の決定的瞬間というものでしょうか、あるいはこちらの彼女が本命なのでしょうか？　正直なところ放送部入部以来一番わくわくしています！」

「おまえは最低だ！　間違いなく最低だ！　地獄に落ちろ！」

　喚わめく雪ゆき道みちを華麗に無視して放送部員はマイクを瑛えい子こに向ける。

「何やら風の音がうるさいですが、無視して話をお聞きしたいと思います」

「風の音？　それおれの台詞せりふのことか！　おい、無視するな！　せめて手を離せ！」

　全力で無視され、しかも逃げられない。実に悲惨である。

　自じ業ごう自じ得とくだが。

「シロコ──そのネコミミ帽子の彼女のことは私わたしも知っている。友人だから」

「なんということでしょう、友だちです！　この男、友だち同士の間で二ふた股またをかけていました！　まさしく鬼き畜ちく外げ道どう天然女たらし！　せめて無関係の相手と二股をかけるべきではないでしょうか、まさにクズ・オブ・ザ・人類！」

「誤解だ！　いや曲きよつ解かいだ！」

「カメラさん、このクズの顔をアップで映して下さい！　善良なる視聴者の皆さんは見かけ次第この男に石を投げましょう！　それが善良なる視聴者の務め……おや、もしかしてクール系なあなたは、理事長のお孫さんではないでしょうか？」

「そう」

「驚きです。理事長の孫に手を出してしかも二股。退学をも辞さないという覚悟の表れでしょうか、いっそ惚ほれ惚ぼれします。長なが月つき学園のカサノヴァと呼んでやりましょう」

「泣くぞ！　そろそろ泣くぞおれ！」

　本気で泣きそうになった。

　ぐい、と、いきなり瑛子が雪道の腕を抱いて身を寄せる。

「え、瑛子？」

「別にやましいことはないのだから、堂々としているべき」

「いや、だからってこれは違──」

　ぎろり、瑛子の黒い瞳ひとみに睨にらまれて雪道は言葉を飲み込んだ。

　背中を生暖かい汗が流れていった。

　ずずずずいっと、雪道の口元にマイクが突きつけられる。

　放送部員の彼女の瞳が、きらきらの好奇心とぎらぎらの悪意で輝いている。

「さて、どちらが本命ですか？　ネコミミ帽子のキュートな彼女か、それとも理事長の孫のクールな彼女か、男だったらはっきりと一人に決めて年ねん貢ぐを納めましょう」

「くっ、うううう……」

　目の前にはマイクの圧力、隣からは瑛子の視線。

　雪道は背中どころか顔面にすらだらだらと汗を流す。

　ぷちん、脳内で何かが切れた。

「うわあああああああああああ、おれは無実だぁああああああああああああ！」

　乱暴に腕を振り解ほどいて、ダッシュで逃げた。

「逃がしません。こんな面白い玩具おもちや、もとい、取材対象は滅多にありませんから！　カメラさん、追いかけますよ！　理事長のお孫さん素敵な舞台でした、では失礼！」

　放送部員とカメラがその後を追いかけていった。

　人ごみの隙すき間まを縫うような、どたばたとした追いかけっこを瑛えい子こは見送り、

「芦あし原はらの彼女……」

　ぽつりと呟つぶやいて、生徒会の仕事に戻った。

　心なしか、その足取りが軽く、嬉うれしそうに見えた気がした。




　放送部員から逃げ切るために、雪ゆき道みちは特別教室棟まで走った。

「……こうなったら、あそこに隠れてやり過ごす」

　雪道の目当てはクッキー作りに使った家庭科室だ。当日、足りなくなったら焼き足せるようにと工く藤どう先生が押さえてくれていた。放送部員を振り払うように疾走し、勢いよくドアを開けて中に滑り込み、即座にドアを閉めて鍵かぎもかけ、ぴたりとドアの下部に身を寄せて息を潜める。

「……」

　ドアの向こう側で、足音が二つ聞こえる。

「むー、見失ってしまいましたか。おかしいですね。仕方ありません、もう少しこの辺りを捜してみましょう」

　放送部員の残念そうな声が聞こえて、足音が遠ざかっていく。

　完全に足音が消えて、雪道は安あん堵どの息を吐ついた。

「やれやれ……逃げ切ったか」

「……あんた、何やってんの？」

「ぬおおおおお──」

　突然声をかけられた雪道は思わず叫びそうになり自分の口を自分の手で塞ふさぐ。

　振り返る雪道の目に入ったのは、スタンダードなメイド服を着た天あま音ねだった。

「な、なんだ、天あま川かわか」

「なんだとは失礼な言い草じゃない」

　休憩でもしていたのだろうか、椅い子すに座った天音は長いツーテールをかき上げ言う。

「いや、ちょっと……放送部に追いかけられててな」

「何でそんなもんに追いかけられて……雪道、それ、なに？」

　天音は金色の瞳ひとみを怪け訝げんそうに細めて、雪道が片手にぶら下げている包みを見た。

「たこ焼きとかお好み焼きとか、まあ、食べ物だよ」

　逃げるのに必死で、雪ゆき道みちはそれを手に持っていることすら忘れていた。

「食べ物？」

　天あま音ねが言った瞬間、ぐーっ、と、腹の虫が鳴る音がした。

「……あははははは」

　照れたように笑って、天音がお腹なかを押さえた。

「なんだ、腹減ってるのか？」

　言いながら雪道は天音の傍そばによって隣の席に腰を下ろす。

「仕方ないじゃない。忙しくて動きっぱなしだったんだもん。休憩貰もらえても控え室はばたばたして落ち着かないし」

　だから、わざわざ家庭科室で休憩してたのだろう。

「そんなに忙しかったのか？　呼んでくれれば手伝ったのに」

「んー、コスプレ目当てのお客さんばっかりだから、男の雪道呼んでもあんまり」

「そりゃそうだ。よかったら、食べるか？　冷めてるけど」

「うん、貰う貰う」

　雪道が軽く包みを持ち上げて示すと、天音は嬉うれしそうに頷うなずいた。

　そのまま椅い子すをもっと近付けて、天音は雪道にもたれかかる。

「……天あま川かわ？」

　突然くっ付いて来た天音を不思議そうに、雪道は見下ろす。

　金色の瞳ひとみは甘えるように蕩とろけて雪道を見上げている。

「なに？」

「いや、その」

　肩に当たる天音の柔やわい頬ほお。制服の布地越しに体温を感じる。

「なんでもない……」

　今日は女に振り回されてばかりだと、雪道は遠い目をして思った。

「えへへー、なんだかんだでわたしに甘い雪道って好きよ」

　父親に甘える娘のような笑顔で天音が言った。

　子猫のようにその笑顔が愛らしくて、雪道は思わず視線を逸そらす。

「はいはい、そうですか。いいからさっさと食べろ、あと、あんまりくっつくな」

「なに、照れてんの？　照れてんの？　そういうところ可愛かわいいよねー雪道は」

　ぎゅっと、天音がさらに体を寄せて来る。雪道は頬が赤くなるのを自覚する。

「照れてねえよ」

「はいはい、そうですか」

　天音は雪道の口調を真ま似ねして言い、チェシャ猫のようににやりと笑う。

　鼻歌でも歌いそうなぐらいにご機嫌な天あま音ねが、雪ゆき道みちの持ってきた包みを開ける。

「あっちゃあ……こりゃひどいな」

　思わず雪道はぼやいた。さんざん走り回ったせいで、中はぐちゃぐちゃになっていた。お好み焼きの上にたこ焼きが載っかっていたりする。

「んー、これぐらい、わたしは別に気にしないわよ」

　ぱちん、といい音をさせて割わり箸ばしを割り、天音がお好み焼きを口に運ぶ。

「うーん、悪くないけど雪道の料理には負けるかな」

「ありがとよ。教えてやるから、天あま川かわもクッキー以外も作れるようになれ」

「それもいいわね」

「……マジで？」

「うん、やってみたら結構楽しかったし──」

　一瞬だけ、天音はひどく寂しそうな顔をする。

「多分、そんな時間はないけどね」

「時間ならたっぷりあるだろ？」

　世界中で観測されたという、『虚きよ構こう式』断片の妖よう精せいが天音を待っている。

　この文化祭が終わって、『領域』との戦いが終わって……そして、天音はいなくなる。別れの予感にちくりと天音の胸は痛む。












「天あま川かわ？　急に黙り込んでどうした？」

「ん、なんでもない。雪ゆき道みちも少し食べる？　ほら、たこ焼きとか、あーん」

　箸はしで一つ、たこ焼きを摘つまんで天あま音ねが雪道の口元に差し出す。

　雪道の膝ひざの上に座る天音は身を捩よじって、金色の瞳ひとみで見上げる。

　たこ焼きのソースの匂においよりも、甘いミルクにも似た天音の匂いがした。

「……あーん」

　急にすぐ隣にいる天音のことを意識してしまう。それを誤ご魔ま化かすように大きく口を開けて、たこ焼きを食べた。

「美お味いしい？」

「まあ……普通に」

「そういう時は、嘘うそでもいいから『とっても美味しい』って言いなさいよ。まったく、瑛えい子こに愛あい想そ尽かされても知らないんだからね」

「なんでそこで瑛子が出るんだよ」

「あんたにも、そのうちわかるんじゃない」

「わけがわからん」

「逆に言えば、瑛子に愛想尽かされない限りあんたも安あん泰たいってわけよ。喜びなさい。あんないい女の子滅多にいないんだからね」

「まあ、瑛子がいい奴やつだってことは知ってるけど、なんでまたそれがおれに繋つながるんだ」

　雪道は諦あきらめたように肩をすくめた。

　天音の長いツーテールがほんの少し指先に触れた。

　さらりと、掴つかむほどに逃れる水面みなもの月のように天音の長い髪は通り過ぎていった。




　天音と一緒に過ごした少し早い昼食の時間が終わった。

　天音はクラスに戻り、猫を被かぶってウェイトレスをする。

　シロコも一緒にそこで働いていて、瑛子は午後の舞台と生徒会の仕事。

　雪道は瑛子の舞台をもう一度見た以外は特にやるべきこともない。

　生徒たちと、外部の人間と保護者で賑にぎわう長なが月つき学園を一人で歩いていた。

「やべえ……超寂しい」

　思えば、普段は大概誰だれかが隣にいたのだ。

　無意識の内に、天音か、瑛子か、あるいはシロコの姿を探してしまっていた。

　喧けん騒そうから逃げるように、雪道は静かな場所を探した。




　やがて陽ひは沈み、文化祭は終わりに近付く。

　夜の帳とばりが降りて、空にはか細い月と星の明かり。

　暗い空を照らすように、グラウンドの中央には煌こう々こうと火が焚たかれ、文化祭のために作ったさまざまなものを──飾りや、あるいは看板や、展示品を──燃やしている。

　ぱちぱちと、火の弾はじける音と共に白い煙が細く空に昇っていく。

　火を囲むように、長なが月つき学園の生徒と教師が集つどっていた。

　彼らの目には祭りの終わり特有の一いち抹まつの寂しさが浮かんでいた。

　寂しさを誤ご魔ま化かすように音楽が鳴り始めて後夜祭が──フォークダンスが始まった。

　円になって踊っても、あるいは誰だれかと二人きりで踊っても、あるいは踊らなくても構いはしない。ただ、そこにいるというだけで何かと一つになれたような一体感があった。

　制服姿の天あま音ねとシロコは火から離れた夜の闇やみの中で二人でくるくると踊っていた。

　弧を描いて揺れる天音の長いツーテールに、シロコの短い雪色の髪も僅わずかに揺れて、二人のスカートの裾すそが踊りに合わせて翻ひるがえる。

　踊りながら、二人は屋上を見上げていた。

「瑛えい子こ……大丈夫かな」

「にゃーとしては、大丈夫じゃないほうが助かるにゃ」

　瑛子と、そして雪ゆき道みちが、屋上にいた。




　柵さくの隙すき間まから、雪道はグラウンドを見下ろしていた。

　そこが騒がしい学園祭の中で唯一誰もいない場所だったから、ずっとそこにいた。

　小さな火がグラウンドの中央におきて、それは文化祭の役割を終えた雑多な品物を焼きながら見る間に大きくなっていく。

　ひどくゆっくりと咲く花を、上から見た風景にも似ていた。

　不意に、ポケットで携帯電話が震える。

　覗のぞくと瑛子からメールが届いていた。文面は短い。

『屋上で会いたい』

　それだけだった。雪道もまた短い返事を打ち込む。

『わかった、待ってる』

　返信して、雪道はまたグラウンドを見下ろした。

　炎が燃え、煙が昇り、フォークダンスの音楽が鳴っていた。

　背中で、ドアの開く重たい音がした。

　ゆっくりと、雪道が振り返る。

　僅かな月明かりを浴びて、瑛子がそこにいる。

　夜風に長い黒髪をなびかせて、夜色に染まったブレザーが揺れる。

　こつこつ、と、小さな足音をさせて瑛子が歩いてくる。

　歩くたびに、長い髪はしゃらしゃらと揺れる。

「……お待たせ」

　雪ゆき道みちの前に立ち止まって、瑛えい子こは言う。

　寒いのだろうか、震えを我慢しているように肩が強こわ張ばっていた。

　陽ひが落ちたとはいえ、気温が低いわけでもなくあるいは緊張していたのかもしれない。

「気にするなよ。それより、どうしたんだ？　わざわざ屋上なんて」

「話がある」

「話？」

　じっ、と瑛子が黒い瞳ひとみで見上げてくる。その瞳も不安に揺らいでいるように見える。

　どんな話なのだろうか？　雪道は首を傾かしげた。

　しかし瑛子は、なかなか続きを言わない。

　フォークダンス──マイムマイムの音楽が、時間の流れを告げる。

「瑛子？」

「もう、ちょっと……待って」

　瑛子は顔を伏せると自分の胸に手を当てて、何度も深呼吸をした。

　何かに決着をつけようとするように、振り絞しぼるべき勇気を探すように、彼女は長い時間を必要としていた。

　一曲が始まり、終わるぐらいまで時間をかけて、瑛子がやっと顔を上げた。

「もう、いいのか？」

「もう、いい」

「そうか」

「話がある。私わたしは──」

　赤い瑛子の唇がゆっくりと開く。

　白い頬ほおには月光が注ぎ、見上げる黒い瞳には月が映る。

　映る月の中には──影。

　影が大きくなる。

「おい、なんだあれ！」

　グラウンドで誰だれかが叫ぶ。

　瑛子が思わず月を見る。

　雪道が振り返り月を見る。

　グラウンドにいた全すべての人間もまた月を見上げる。

　月光を浴びて、月光の中から浮かび上がるようにそれが現れる。

　銀の輝き。

　剣を手にした銀の天使。

　ビルよりも巨大なそれが空を飛んでいた。

　人の手によって造られた銀の天使像。

　内に人を乗せて大洋すらも渡りきる『否定領域』の動く城。




「原げん初しよ演えん算ざん装そう置ち……『銀ぎん天てん使し』」天あま音ねが小さく呟つぶやいた。




「やれ、アルバート」御み堂どう叶かな流るが銀天使に命令を下す。




「解かいを示せ──」オルゴールのような声と共に銀天使が剣を振り上げる。




「な……あ、ああ、全員伏せろぉおおおおおおおおおお！」シロコが叫ぶ。




「否定公式〇〇〇八一──」振り上げた剣の先に、学園を覆う巨大な魔法陣が浮かぶ。




「なに、あれ？」瑛えい子こが呆ぼう然ぜんとする。




　そして、

「雷槌いかずち現象『ミョルニル』」

　銀天使が剣を振り下ろす。




「瑛子っ！」

　雪ゆき道みちが反射的に瑛子を抱き寄せて、庇かばった次の瞬間。

　宙に描かれた魔法陣から、幾筋もの雷が落ちた。

　街のどの場所にいても気がついたほどの膨大な光で、長なが月つき学園が輝く。

　まるでその場所にだけ昼間が訪れたように無数の雷に照らされて、

　圧倒的な熱量と衝撃波に蹂じゆ躙うりんされて、

　長月学園が焼き尽くされた。

　無論──そこにいた人間ごと。





第三章　黒い風と彼女の死




　銀ぎん天てん使し内部──心臓の広間──名前どおりに、その広間は心臓部に位置している。

　照明は暗く、壁面に備え付けられた外部の光景が映るモニターの光だけが広間を薄ぼんやりと照らしている。

　広間の中央には巨大な円卓があり、その周囲には格好も年代も性別すらもばらばらの人間たちが座っている。

　彼らに共通するのは『領域』に属す『式』使いであるということだけ。

『原げん初しよ式』を調査にやって来た『領域』の調査団だ。

　彼らは一いち様ようにモニターを見詰めていた。

　モニターに映るのは雷を落とされた長なが月つき学園の光景だ。

　いや、元、長月学園とでも呼ぶべきか。

　落雷の衝撃で校舎は瓦が礫れきの山と化し、至る所で火の手が上がっている。

　後夜祭の炎を何倍にもしたような炎が高らかに燃え上がり、夜空を赤く染めていた。

　山の中腹にある学園だ、延焼し、大規模な山火事を引き起こすのも時間の問題だろう。

「こ、これは……いくらなんでも」

「……うふふふふ、やりすぎでしょう」

「ここまで大規模な破壊活動、隠いん蔽ぺいは不可能だ。いったい、どういうつもりだ」

「説明を求める──」

　円卓に座る彼ら調査団すらも、この行動は予想外だったのだろう。

　困惑の眼まな差ざしで、円卓の一席を──銀天使に攻撃を命じた彼女を見る。

『天才的天災ナチユラルカラミテイ』御み堂どう叶かな流る。

　長い白衣を纏まとい、カットジーンズから覗のぞく脚には蛇へびのペイント。

　眼鏡めがねをかけた顔には、毒どく蛇へびのような邪悪な笑みが浮かんでいる。

　それは同時に童女のような無む垢くな笑みにも見える。

　向けられた視線を気にも留めず、モニターが映す惨状を眺めている。

「『天才的天災』！　説明をしたまえ！」

　だんっ、調査団の一人、髭ひげを生やした中年男がテーブルを叩たたいた。

　叶流の陰に気配もなく控えている妹──『鋏はさみ姫ひめ』の御堂瑞みず佳かが僅わずかに体重を移動する。

　ちゃきり、彼女がエメラルドグリーンの改造メイド服の下に隠した大おお鋏ばさみが鳴る。

「瑞佳」

　叶かな流るが小さく呼んだ。瑞みず佳かの動きが止まる。

　そしてやっと叶流は調査団の面々に視線を向けた。

「何も問題はない」

　叶流は言う。

「うふふふふ、とても問題がないとは思えません。調査対象『原げん初しよ式』芦あし原はら雪ゆき道みちも今ので吹き飛んでしまった可能性がありますよ」

　調査団の一人が言う。粘るような暗い声の女性だが、外見は真ま逆ぎやくで南国の太陽がよく似合うだろう褐かつ色しよくの美女だ。

　くくっ、と叶流は喉のどの奥で笑った。

「それなら所しよ詮せん、その程度のものだったということだよ『凶きよう運うん』──だがね」

　叶流はモニターに視線を戻した。

「この程度で終わるわけがない。あれはとても怖くて、とても素晴らしいんだ」

　あれは御み堂どう叶流の敵なのだから。

　童女のように瞳ひとみを輝かせて、彼女は胸中で呟つぶやく。




「然しかり」

　銀ぎん天てん使し外部、天使の輪の上に立つエピメテウスが呟いた。

「この程度で終わるわけがないのです」

　包帯を全身に巻いたタキシードの彼は、手に無骨な大剣を持っていた。

　天あま音ねの振るう『風かぜ鳴なき』だ。

「ようやく舞台が整い、役者が揃そろい、彼と彼女の願いがぶつかろうとしている」

　彼はそれを無む造ぞう作さに、天使の輪の上からグラウンド目掛けて放ほうり投げた。

「終わりはまだ遠く、だが、既すでに足音を隠して忍び寄っている」

　切り込みのような口元を歪ゆがめてエピメテウスは薄く、研とぎ澄すまされた刃やいばのように薄く笑う。その笑みに浮かんでいるのは破滅を待ちわびる人間にも似たひどく残酷な歓喜だ。

　エピメテウスの肩には妖よう精せいの姿を模した『虚きよ構こう』が座り、エピメテウスが投げた剣が落ちるさまを見下ろしていた。

「『待ち人ゴドー』、『終しゆう焉えん』、そしてキミ『エピメテウス』……誰だれの願いもまだ叶かなっていない。みんな壊れてしまって、まともなのはボクだけだ」

　自じ嘲ちようをにじませ『虚構』は呟き、剣の落下を目で追う。

「ああ、彼女は生きていたか」

『虚構』は眼下のグラウンドに、かつて『全自動オーケストラキヤツトフイーバー』をもって妖精を操っていた少女を見つけた。

　昔はただの猫だった少女を見て『虚構』は懐かしげに目を細めた。




「天あま音ねにゃん──おい、天あま川かわ天音！　おい、しっかりしろ！」

　至る所で炎がくすぶるグラウンドで、シロコは天音の体を揺さぶっている。

　落雷の余波で吹き飛んだのか普段被かぶっていたネコミミ帽子はなく雪色の髪を割るように本物のネコミミが見えている。

　反射的に防御姿勢をとった時にぶつけでもしたのか、額からは一筋の血が流れていた。

　対照的に天音に外傷はないが、落雷の衝撃で気を失ってしまったのだろう。

「ん……んっ、シロ、コ？」

　シロコの呼びかけで天音は意識を取り戻す。

　ぼんやりとする頭を振りながらシロコに手を引っ張られ天音は立ち上がる。

「一体、何が──ッ！」

　急速に覚かく醒せいする意識。何があったのかを思い出す。

　金色の瞳ひとみを見開いて、グラウンドの惨状を認識する。

「……ひどい」

　炎、炎、炎、そして瓦が礫れき。後夜祭など跡形もなく打ち砕かれてしまっていた。──しかし、よく見れば生存者らしき人影もちらちらと見える。

　生存者がいたことに天音は思わず安あん堵どして、少し冷静になり気付いた。

　天音の顔から血の気が引く。

「ねえ、シロコ……雪ゆき道みち、は？」

　シロコはオッドアイを歪ゆがめてしかめっ面を作り、小さく首を振った。

「わからない」

　落雷の直前、雪道は瑛えい子こと一緒に屋上にいたはずだ。

　天音とシロコは校舎のあったほうを見る。

　校舎は既すでに瓦礫の山でしかない。

「さ、捜さないと！　それにほら、救急車！　生きてる人を助けないと！」

「落ち着け、敵が目の前にいるんだぞ！　この被害なら消防車も救急車もすぐに来る」

「だからってじっとしてられるわけないでしょ！」

　シロコの制止を振り切り、天音が瓦礫の山に向けて駆け出す。

「くそっ」

　すぐにシロコもその後を追う。

　走る天音の耳に風が鳴くような音が届いた。

「この音……」

　天音が思わず立ち止まる。

　エピメテウスが銀ぎん天てん使しの上から投げた『風かぜ鳴なき』が、天音の眼前に突き刺さった。

　足を止めている間にシロコが追いついて隣に並び、皮肉気げに笑った。

「どうやら、おまえに戦えと言っている奴やつがいるようだな」

「……そう、ね」

　迷うことなく天あま音ねは剣を引き抜いた。

　きっ、と金色の目に強い光を宿して宙に浮かぶ銀ぎん天てん使しを見上げた。

「良いいわ……全部纏まとめて……あいつら、叩たたき潰つぶしてやる」

　だが今は雪ゆき道みちが先決だ。すぐに天音は視線を下ろす。

「……おい、天あま川かわ天音」

　シロコが震える声で呼んだ。瓦が礫れきの山をシロコは指差していた。

　瓦礫の山の上で、誰だれかが立ち上がった。




　落雷の瞬間。雪道は瑛えい子こを庇かばうように抱きかかえて目を閉じた。

　次に気がついたとき、周囲は暗くら闇やみに包まれていた。

　落雷で崩れた校舎の中に埋まっていた。

　焦げるような匂においと体中に感じる圧迫感──対照的に抱きしめた腕の中には温かく柔やわらかい何かがあった。

「瑛……子？」

「んっ……雪道？」

　囁ささやくような声で、返事があった。

　雪道はひとまず安あん堵どする。

「よかった……怪け我がはないか？」

「わからない」

「そりゃそうだな……くそっ、一体どうなってんだ」

　瑛子が無事だったことに安堵したため気が緩んだのか、急に全身の痛みを自覚した。

　喉のどの奥で呻うめき、ぐっ、と全身に力を込めた。

　思ったよりも背中にかかる圧力は軽い。そう深く埋められたわけではなさそうだ。

　瑛子を庇いながら、背中で瓦礫を押しのける。

　瓦礫を押しのけて最初に見えたのは、真っ赤な空だった。

　炎に照らされた、燃えるように赤い空だった。

　瑛子を抱きかかえたまま、立ち上がる。

　ずきりと、全身に鈍い痛みが走る。

　自分では見えないが背中と脇わき腹ばらに切り傷があった。打撲は数えるのも馬ば鹿からしい。

　幸い、腕の中の瑛子は無傷で長い黒髪に瓦礫の欠片かけらが絡んでいるぐらいだった。

「っつ」

　痛みに顔をしかめ、雪ゆき道みちは瓦が礫れきの山の上からグラウンドを見下ろした。

　ああ──ひどい有様だ。

　見渡す限りの炎、炎、炎。

　瓦礫が転がり、見上げれば剣を構えた銀の天使が浮かんでいる。

「そうだ、天あま川かわとシロコは……」

「芦あし原はら、あそこ」

　腕の中で抱きかかえられていた瑛えい子こが、グラウンドにいる天あま音ねとシロコを指した。

　瓦礫の山の上にいる雪道の方へと駆け寄ってきている。

「よかった……無事だったか」

　大きく息を吐つき、また痛みに顔を歪ゆがめた。

　抱えられていた瑛子は自分の足で立ち、雪道を支える。

「大丈夫だ。大した傷じゃない」

　無理に笑って、雪道は空に浮かぶ銀ぎん天てん使しを見上げた。

　天音も瑛子もシロコも無事だった。

　安あん堵どし、次に湧わいてきたのは、銀天使と、その向こうにいる『領域』への怒いかりだった。

「芦原、下に下りよう」

「……ああ、そうだな」

　絞しぼり出すような声で雪道は言った。

　瑛子と一緒に、瓦礫の山の不安定な足場を下りていく。

　麓ふもとに下りると天音とシロコが走り寄ってきた。

「雪道！　瑛子！　無事だったのね」

「ご主人さま。無事で何よりです」

「私わたしは平気」

　瑛子がちらと、雪道を見る。

「おれも大丈夫だ。シロコ、悪いが瑛子を頼む」

　言って、雪道は瑛子から身を離し一人で歩き出す。

「わかりましたご主人さま。どちらへ」

「おれはな──」

　雪道は銀天使を、その向こうにいる『領域』と毒どく蛇へびのように笑うあの女を睨にらんだ。

　御み堂どう叶かな流る。

　あの女がそこにいると、理解していた。

　次は全力で来る──機械人形を救えなかった夏休みの言葉を叶流は守ったのだ。

　最悪にも程がある。

　ただの天災のように、学園を消し飛ばし、人が死んだ。

　ぎりりと奥歯を噛かんだ。こみ上げてくる怒いかりを堪こらえるように強くだ。

　ぎらぎらと瞳ひとみが輝く。

　ほんの一瞬、赤い、そう、空を照らす炎のように赤く輝いた。

　背を向けていたから、それに気付いたのは当人だけだった。

「おれは、あの女を、止めてくる」

　抑えた声は、抑えられもしない憎悪と憤怒に満ちていた。あるいはもう殺意にすら似ていたかもしれない。

　今の雪ゆき道みちは燃える炎にあまりにもよく似合っていた。

「かしこまりました、ご主人さま」

　ネコミミをぴこりと一度揺らすとシロコは口元に微かすかな笑みを浮かべて頭こうべを垂れた。

　奇妙な話だ。

　この猫は、負の感情に身を委ねようとしている主あるじの姿に信頼を置いている。

「長なが月つき瑛えい子こは、『ライカン・スロープ』の名に誓い守り抜きましょう」

「頼んだ」

　背中の傷も脇わき腹ばらの傷も決して浅いとは言えないが、それを感じさせぬ確かな、だがゆっくりとした足取りで雪道は歩く。

　威い風ふう堂どう々どう、とでも言うのか、天あま音ねたちに振り回されている時とは別人のようだ。

「わたしは、あんたと行くわよ」

『風かぜ鳴なき』を手にした天音は長いツーテールを揺らして雪道の隣に並んだ。

　雪道は天音の横顔をちらりと見た。

　天音の金色の瞳は戦いに臨むというより、雪道を心配しているようだった。

　雪道は静かに頷うなずく。

　宙に浮かんでいた銀ぎん天てん使しが、雪道たちを待つようにグラウンドに舞まい降りる。

　あちらこちらで上がる炎が、大きく躍る蛇へびのように蠢うごめいた。

「芦あし原はら」

　行く雪道の背中に、瑛子が声をかけた。

　雪道は振り返らない。

「悪い、瑛子。屋上の話の続きは、後で良いいか」

　背中を見詰める瑛子の黒い瞳がひどく悲しそうに揺らぐ。

「……そう」

「悪い。帰ってきたら必ず聞くから」

「……そう」

「悪い」

「……帰って来る？」

「必ず」

「うん」

　一度も、雪ゆき道みちは振り返らなかった。

　瑛えい子こはその背中に向けて、悲しそうな笑みを浮かべていた。

　それでも雪道は振り返らなかった。手を強く握り締めて、銀ぎん天てん使しへと向かった。

　振り返れば、闘志が萎なえるのはわかっていたからだ。

　天あま音ねは何も言わずに、雪道の隣を歩いた。天音も悲しそうな顔をしていた。

　二人が銀天使の足元まで辿たどり着つく。銀天使は再び手にした剣を振り上げる。

　煮にえ滾たぎるような雪道の胸中を示すように、その瞳ひとみが赤く染まる。

　心臓を押さえて、燃える瞳で銀天使を見上げて、雪道は呟つぶやく。

「『待ち人ゴドー』」

　身の内に眠る、赤い瞳の男の名前を。

「おまえの力がいる」

　銀天使は剣を振り上げ、オルゴールのような声で言葉を紡ぐ。

「解かいを示せ──」

「あの女を倒すための力がいる」

　剣の切っ先に、巨大な魔法陣が浮かぶ。

「否定公式〇〇〇八一──」

「あいつらを守るための力がいるんだ！」

　剣が振り下ろされ、

「雷槌いかずち現象『ミョルニル』」

「力を貸せ『待ち人』！」

　長なが月つき学園を蹂じゆ躙うりんした雷が、雪道ただ一人目掛けて降り注ぐ。




　目を灼やくような雷から、雪道は目を逸そらさない。

　一秒後には雪道を消し飛ばして一握りの炭に変えるだろう。

　時間の流れがひどくゆっくり感じられる。

『待ち人』は語る。

「『おれ』よ、『俺おれ』が伝えよう、その望みは『おれ』の時間を削る」

「くれてやる」

「明日か、明後日みようごにちか、一ひと月つき後か、『おれ』と『俺』は完全に同じものとなる」

「構わない」

「『おれ』は『式』を繰る媒介であり、『俺』は『現象』となった意思だ」

「知ったことか」

「『おれ』の意識は消える」

「くどい！　なんだってくれてやる。全すべて持っていけ！」




「それで、あいつらを守れるなら！」

「いいだろう。『おれ』と『俺おれ』は一つになる」




　雷が落ちた。




　天あま音ねは雷の眩まぶしさに目を細め、隣の雪ゆき道みちに逃げるように叫んだ。

　しかし雪道はぴくりとも動かず真まっ向こうから雷を見上げている。

　その瞳ひとみが、赤く、燃え上がる炎のように赤いことに気付く。

　ぞわりと天音の背筋に寒さむ気けが走る。

　本能が警鐘を鳴らす。

　降り注ぐ雷にか、それとも、雪道の足元から吹いた、

「狂え──」

　黒い風に恐怖したのか。

「『始し原げんノの風かぜ』」

　天音の金色の瞳が揺れる。

　黒い風が吹き荒すさぶ。

　雷を、質量を持たない熱と光を、黒い風が切り刻む。

　雷と黒い風が去って、雪道は微動だにせず立っていた。

　銀ぎん天てん使しの向こうにいる彼女を見上げて立っていた。

「雪道……だよね？」

　そこにいるのが本当に雪道なのかを確かめるように、天音が問うた。

　雪道は銀天使を見上げたまま、赤い燃えるような瞳を僅わずかに細めた。

「おれが他ほかの誰だれに見えるんだよ」

　苦笑交じりの声に、天音は思わず安あん堵どする。無意識の内に力の入っていた肩を、『風かぜ鳴なき』を握り締めていた手を緩めた。

「う、うん、雪道だよね」

　天音のその言葉は、銀天使が再び剣を振り上げる──風を切り裂く音にかき消された。

　雷は無い。ただその質量を叩たたきつけるように銀天使が雪道目掛けて剣を振り下ろす。

　雪道は虚こ空くうに右手を伸ばし、深く息を吸う。

「……こう、だな、『俺』」

　呟つぶやきに応じるように赤い瞳が一度輝く。

　そして雪ゆき道みちは、はっきりと、自らの意思で告げる。

　自らの内に眠る『永遠式』の力を行使する。

「狂え、『始し原げんノの風かぜ』！」

　一度は去った黒い風が再び足元から吹き上がる。

　天あま音ねのかまいたちに似た風の刃やいばが、振り下ろされる銀ぎん天てん使しの剣を半ばから切り裂く。

　切り裂かれた剣が宙を舞まい、燃えるグラウンドに突き刺さり地響きを鳴らした。

　誰だれもが言葉を失ったような沈黙が、燃えるグラウンドに満ちる。

　この時、雪道は、雪道のまま、自らの意思で道を踏ふみ外した。

　天音のように、シロコのように、あるいは御み堂どう叶かな流るのように自らの意思で『式』を使う者になってしまった。

　雪道は今、彼女たちと同じ場所に立つ。

　瑛えい子こと共に歩いていた『普通』の世界から、足を踏み外した。

　赤い瞳ひとみは刻印で、グラウンドに刺さった剣は普通の世界の墓標のようにさえ見える。

　沈黙の中にあるのは燃える炎の音だけだった。

　沈黙を破るように、あるいは生誕を祝う歌のように、銀天使から激しい哄こう笑しようが響いた。

「ッククククハハハハハハハハハハハハハハ！」

　銀天使の外部スピーカーを通して、叶流の声がする。

「素晴らしい！　最初の雷に生き残り、次の雷は消し飛ばし、黒い風を繰って剣を切り裂いたか！　十分だ！　来い、銀天使の門を開ける。御堂叶流の元に来い！　決着をつけよう『原げん初しよ式』、

　否いな！

　芦あし原はら雪道！」

「御堂……叶流！」

　名前を叫び、雪道は怒いかりの眼まな差ざしで銀天使を見上げる。

「御堂叶流！　御堂叶流！　御堂叶流！　おれは、おまえを、許さない！」

　燃える狼おおかみのような雪道の咆ほう哮こうに、銀天使の向こうで叶流が笑う。

　毒どく蛇へびのように邪悪に、童女のように嬉うれしそうに声をあげて笑う。

「さあ、早く！　早くおいで、芦原雪道！」

　銀天使が、その内側へ雪道たちを誘いざなうように膝ひざをついた。

「行くぞ天あま川かわ」

　雪道に言われて、天音は表情を引き締め『風かぜ鳴なき』の柄つかを握りなおした。

「ええ、行きましょう雪道」

　一度顔を見合わせて、二人が歩き出した。

　煌こう々こうと空を焼くように燃える炎の起こす風が、天音の長いツーテールを揺らしていた。




　銀ぎん天てん使しの心臓広間に集つどった『領域』の調査団は叶かな流るを除き、言葉を失っていた。

　雪ゆき道みちが黒い風で銀天使の雷を打ち払った姿を、モニターを通じて見ていた。

　とても恐ろしくて、とても素晴らしい。

　叶流が雪道を評した言葉が、彼らの脳裏に浮かんでいた。

　調査団の一人が、興奮を隠し切れないように口を開く。

「映像データで見てはいたが……凄すさまじいな」

「まさかこれほどまでとは、是ぜ非ひとも回収しなければ」

「うふふふふ、確かに、これは冗談の範はん疇ちゆうですね」

　調査団の一人、暗い雰囲気を纏まとった褐かつ色しよくの美女『凶きよう運うん』はちらりと叶流を見た。

　叶流はひどく薄い笑みを浮かべて銀天使の中へと入る二人の姿を眺めている。

　想おもい人を待つ乙女おとめの顔と言うには、邪悪が過ぎるか。

「まったく『原げん初しよ式』、うふふふ、まさしく冗談の範疇です。放置は危険すぎますねえ」

『凶運』は言いながら、隠し持っていた拳けん銃じゆうを引き抜き叶流に向ける。

「それ以上に、あなたに渡すのは危険すぎます」

　拳銃──近代兵器は『式』使いとしては邪道もいいところだろうが、同じ『式』使いの不意をつくには悪くない選択だ。

　彼女は躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。

　彼女は躊躇なく引き金を引いたと、思っていた。

　指に力が入らない、指どころか全身に力が入らない。

　スローモーションにでもなったように『凶運』の体は円卓から滑り落ち、心臓広間の床を赤く染める。

　彼女を見下ろすように、大おお鋏ばさみを血で染めた瑞みず佳かが立っていた。

『凶運』を斬きり捨てた瑞佳のエメラルドグリーンの改造メイド服には一滴の返り血すらついていない。

「姉さま、の、邪魔を、する、な」

　感情の見えない声で瑞佳が呟つぶやき、大鋏の血を落とす。

　拳銃よりもなお、殺気を感じた瑞佳の大鋏は速かった。

「うふふ、ふふ……なんて、冗談」

　床に倒れて血を流し、『凶運』は呟きそのまま動かなくなった。

「……」

　ぶん、沈黙のまま瑞佳はもう一度大鋏を振るい、手品のような素早さで改造メイド服の下に大鋏を収めた。そのまま足音もなく姉の背はい後ごに再び控える。

　一連の動きに、調査団の面々は『原初式』の興奮も忘れて呆ぼう然ぜんと、心臓広間の床に転がる『凶きよう運うん』の死体を眺める。

「なにも」

　ぱあんと、叶かな流るが掌てのひらを鳴らす。

「なにも問題はない。戦力が一つ減ったのは惜しいが、それだけだよ諸君」

「……それは、そのとおりだが」

　調査団の面々も所属は『領域』だ。人ひと死じにに驚くほど初う心ぶではない。

「だが、何な故ぜ、『凶運』はこんな真ま似ねを？」

「さて、それは御み堂どう叶流にもわからないな。『凶運』に聞いてくれたまえ」

　悪趣味な冗談を言って、叶流は瑞みず佳かに視線を向ける。

「我が妹瑞佳、芦あし原はら雪ゆき道みちを迎えに行ってくれ」

「はい、姉さま」

　瑞佳は熟練のメイドのように丁寧に頭を下げ、背を向け歩き出す。

「瑞佳」

　その背に、叶流は小さく囁ささやく。

「ありがとう」

「…………姉さま、おめでとうございます」

　振り返らずに、瑞佳が言った。

　どこにでもありそうな言葉に込められた意味は、きっと姉妹にしか理解できない。

　御堂姉妹にもまた、積み上げられた時間があった。

　そして音もなく、瑞佳は心臓広間を出た。

「……さて」

　叶流は毒どく蛇へびのように微笑ほほえんで床に転がる『凶運』──天あま音ねの協力者であり、最期まで天音の味方だった鹿しか沼ぬまの骸むくろを見下ろした。

　胸中で鹿沼に別れを告げ、媒介器である大きな消しゴムを白衣のポケットから取り出して振り返る。

「諸君！　今までご苦労だった」

　大おお袈げ裟さに叶流は両腕を広げて円卓に居並ぶ調査団に告げた。

「だが、もういらない」

　ひどくあっさりと、叶流は消しゴムを振るった。




　銀ぎん天てん使しの中に入った雪道たちは、丁ちよう度ど脚の部分に相当する螺ら旋せん階段を上っていた。

　脚部螺旋階段は銀天使内部の全すべてがそうであるように薄暗く、中世の城を思わせる石畳の意匠が施されていた。

　雪道の歩みに半歩遅れて、『風かぜ鳴なき』を手にした天音が螺旋階段を上っていた。

　会話はない。

　敵地にいるのだ、暢のん気きに会話をしているわけにもいかない。

　だがそれ以上に、雪ゆき道みちが会話を拒んでいるように天あま音ねには思えた。

　炎に包まれたグラウンドに瓦が礫れきとなった校舎、そこで死んだ生徒たち──天音も雪道もショックを受けなかったわけがない。

　それでも、何な故ぜか、雪道の沈黙が気になってしまっていた。

　金色の瞳ひとみに僅わずかな不安を宿して、天音は雪道の背を見詰める。

　傷を負った広い背中。いつぞや、あの背に負われたこともある。出会ったばかりの頃ころだった。まだ半年も経たっていないのに、随分と懐かしく思える。

　最初は雪道を守る立場だったのに、今は、雪道が天音の先を歩いている。

　いつのまにか、父親のように天音を甘えさせてくれていた。

「…………雪道、か」

　ぽつりと天音が呟つぶやく。父親の姿を思い出せば、そこには雪道の姿が重なる。

　雪道の姿を思い出せば、そこに父親の姿が……重なりは、しなかった。

「──えっ？」

　不意に、違和感を覚えた。

「呼んだか、天あま川かわ？」

　雪道が足を止めて振り返った。

　考え事をしていた天音は振り返る雪道の胸に飛び込むようにぶつかってしまう。

「あっ……ご、ごめんなさい。えっと、雪道、何か言った？」

　恥ずかしかったのか、天音の頬ほおが真っ赤になり、慌てて身を離そうとする。

　天音の足は見事に階段を踏ふみ外す。

「気をつけろよ、危ないから」

　離れようとした天音を引き戻すように雪道は抱きとめた。

「えっと、その、あの、えっと……」

「いいから、落ち着け」

　軽いパニックを起こしている天音を宥なだめるように、雪道は天音の頭を撫なでる。

　撫でられた天音は雪道の胸の中で拗すねたような顔をして背中に腕を回した。

「ありがと」

「落ち着いたか？」

　金色の瞳で天音は雪道を見上げる。

　雪道は赤い瞳を細め優しい笑顔を浮かべて、もう一度天音の頭を柔やわく撫でた。

「えっと……」

　大丈夫ではなかった。

　赤い瞳ひとみに見詰められると落ち着かない。

　胸が苦しい。

　そのくせ鼓動は激しく、どきどきと鳴っている。

　父親のようだから、雪ゆき道みちのことを好きだと思っていた。

　あるいは、そう思おうとしていたのかもしれない。

「天あま川かわ？」

　雪道の声が天あま音ねの耳をくすぐる。

　きゅっ、と、雪道の背に回した腕に天音は力を込めた。

　離れたくないと思ってしまった。

　そして、天音は気付いてしまった。

　敵地のど真ん中で、戦いの最さ中なかで、瑛えい子こが雪道に思いを告げようと決意して、それを応援すると言ってしまったのに、気付いてしまった。

　父親のようだからではなくて、ただ、雪道が──

「なんでもない、行こう雪道。『領域』を倒して、瑛子たちのところに帰らなきゃ」

　無理矢理に笑顔を作って、背中に回した手を解ほどいて天音は言う。

「そうだな」

　怪け訝げんそうに小さく首を傾かしげたが、雪道はまた前を向いた。

　天音の金色の瞳に、涙が浮かび、

「……雪道が好きなんだ、わたし」

　誰だれにも聞こえないほど小さな声で、自覚した恋心を呟つぶやいた。

　一度自覚してしまえば、次は狂おしいほどにその想おもいを告げたくなる。

　それが瑛子に対する裏切りに近いと理解して、その想いが届く可能性は低いと理解してなお告げてしまいたい。

　あるいはここが長なが月つき学園で、あの日常がまだ続いていたのならば、想いを告げることもできたのかもしれない。

　だがここは銀ぎん天てん使しの中で、先には『領域』が待ち受けている敵地なのだ。

　天音は金の瞳に浮かんだ涙を拭ぬぐい、今は恋心を胸の中に隠す。

　隠して、雪道と共に脚部螺ら旋せん階段を上りきった。

　足を止めた二人の前には、分厚い鉄の扉がある。

「開けるぞ」

「うん、いつでもどうぞ」

　雪道が鉄の扉に手をかけ、天音は『風かぜ鳴なき』の柄つかを握りなおして正せい眼がんに構える。

　ぎぎぎぎぎ、重い音の割にはスムーズに扉が開く。

　鉄の扉の先は、銀天使の肝臓に位置する広間だった。

　肝臓広間の向こうには、さらに上へ、心臓広間へと続く階段がある。

　だが、肝臓には彼女が立たち塞ふさがっていた。

　幽鬼の如ごとく気配は乏しく、その顔に表情はない。細い体を包むのは鮮やかなエメラルドグリーンの改造メイド服、小さなその手が握るのは無骨な大おお鋏ばさみ『悪意の導き手』。

　彼女は『鋏はさみ姫ひめ』御み堂どう瑞みず佳か。

　雪ゆき道みちと天あま音ねの姿を見ると、彼女はじゃきんと鋏を鳴らした。

「待って、いま、した」

「そこをどけ」

　広間を進みながら、押し殺したような声で雪道は吐き捨てる。

「構いま、せん、芦あし原はら、雪道は、通します」

「どういうことよ」

『風かぜ鳴なき』を構えて雪道に続く天音は金色の目を細め、瑞佳の無表情を睨にらむ。

「姉さま、は、芦原、雪道を、案内しろ、と、言いまし、た、天あま川かわ天音を、案内しろ、とは言いません、でした」

　ぶつぶつと切れるように彼女は言う。要するに天音をここで足止めするということか。

「うるさい黙れ！」

　苛いら立だちを隠しもせずに、雪道が怒鳴りつける。

　鎖から解き放たれる寸前の狂犬のような顔をしている。

「おまえらの都合なんて知ったことか！　おまえらが何をしたのかわかってるのか！」

「……」

　だが瑞佳には何の痛つう痒ようもないのだろう。

　能面のような表情をぴくりとも動かさず、雪道を見ている。

　それがますます、雪道の苛立ちを募つのらせる。

　ぎちりと、雪道は強く奥歯を噛かむ。

「おまえ、ら、は……」

　逸はやる雪道の肩に天音がそっと手を置いた。

「そいつの言うとおりよ、雪道は先に行って」

「天川っ！」

　振り返る雪道。天音は小さく首を振る。

「御堂叶かな流るが変な気まぐれを起こしてまた銀ぎん天てん使しを動かさないとも限らない。外で待っている瑛えい子こやシロコのことを……それに、まだ生きてるかもしれない人のことを考えたら無意味な挑発はしないほうがいいし、急いだほうがいいわ」

　一理ある。雪道は一つ舌打ちをする。

　苛立ちで頭に血が上っているが、それでも天音が正しいことは理解する。

「死ぬなよ、天あま川かわ」

「死なない、これが終わったら、雪ゆき道みちに言いたいことがあるから」

　天あま音ねが隠したはずの恋心が、ほんの少し表面に浮かんだ。

　胸の苦しさを思い出す。瑛えい子この顔が脳裏に浮かぶ。

　──ごめんね、瑛子。わたしは多分、嫌な女の子だ。

　雪道は天音の想おもいを知らず、天音の言葉に頷うなずいた。

「わかった。終わったら聞く」

「オッケイ」

　天音は不敵に笑い、『風かぜ鳴なき』を構えて瑞みず佳かの正面に立つ。

　雪道は瑞佳の隣を駆け抜けて心臓へと続く階段を上り始めた。

　己の言葉どおり、瑞佳は雪道の邪魔をしなかった。

　天音は『風鳴き』を握る手に力を込めて、金の瞳ひとみで瑞佳を睨にらむ。

　じゃきり、大おお鋏ばさみを一つ鳴らして瑞佳は獲物に襲い掛かる蛇へびのように低く構えた。

「覚悟しなさい、御み堂どう瑞佳！」

　たっ、と肝臓広間の床を蹴けり『風鳴き』を掲げて天音が駆ける。




　天音に瑞佳を任せて、雪道は一人心臓広間に向かい進んでいた。

　肝臓奥の階段を上り、動脈の回廊を歩く。薄暗い回廊には自分自身の足音だけが咽むせび泣なく声のように反響する。

　誰だれかと出会うこともなく、雪道は心臓広間の扉の前に立つ。

　飾り気のない、だが巨大な扉は鈍く冷たい色をしていた。

　扉の向こうから、御堂叶かな流るの放つ瘴しよう気きが伝わってきそうだった。

　雪道は心臓の扉に手を添えて、軽く押す。

　音もなく扉は開き、雪道は心臓の広間に足を踏ふみ入れた。

　中央に円卓が置かれた薄暗い石畳の部屋、壁面には外部を映すモニター。

　モニターから零こぼれる僅わずかな明かりが唯一の光源となり、叶流の姿を照らす。

　円卓の上に、叶流は直接座り白衣の長い裾すそを座ざ布団ぶとん代わりにあぐらをかいていた。

　他ほかには誰もいない。

　雪道は円卓の最さい奥おうを真まっ直すぐに見ていた。

　薄暗がりの中、叶流の姿は奇妙なほど克明に赤い瞳に映る。

　敵だ。

　長なが月つき学園を吹き飛ばし、人を殺し、まだ殺そうとしている、決して許せない敵だ。

　ぎりりと、雪道は奥歯を噛かみ締しめた。

　憤怒が、憎悪が、殺意が心の奥底からあふれ出し、赤い瞳は燃えるように輝く。

　赤い瞳ひとみの先で、毒どく蛇へびが嬉うれしそうに笑っている。

「ああ──いい眼まな差ざしだ」

「黙れ」

　吐き捨てる声を聞いて、叶かな流るは一段と笑みを深める。

「早く入ってきたまえよ。警戒なんて必要ない。ここには御み堂どう叶流しかいない。他ほかの『領域』の連中には全部退場してもらった」

　別にその言葉を信じたわけでもないだろうが、雪ゆき道みちはさらに薄暗い心臓広間の中へと一歩を踏ふみ込む。

　毒蛇は微笑ほほえみを浮かべて言葉を続ける。

「どれだけぶつけたら雪道クンが本気になってくれるかわからないから『調査団』なんてものまで連れてきたけれど、うん、銀ぎん天てん使しだけで十分だったね。『調査団』か、ははっ、御堂叶流が消しておいてこんなことを言うのもなんだけど、悪いことをしたかな？」

「黙れよ」

「まあ、学園一つ分の死者と比べれば誤差みたいなものだけれどねえ」

　露骨な挑発だ。

　雪道は頭に血が上るのを自覚しても止められない。止めてくれる天あま音ねもここにはいない。

「黙れぇええええええええあああああ！　おまえは、おまえらは！　どれだけ、殺した！　学園にいた連中に、何の罪があった！」

　だが怒いかりの叫びも毒蛇には届かない。

　毒蛇は微笑み、ただ、呪のろいの言葉を紡ぐだけだ。

「おいおい、長なが月つき学園の生徒が死んだ理由なんて、キミが一番知ってるじゃあないか」

　ぱあん、叶流が一つ、掌てのひらを鳴らした。

「キミがいたからだよ、雪道クン」

　詭き弁べんだ、しかし、雪道は一瞬、言葉に詰まった。

　それもまた一面の真実だった。

　雪道を攻撃する、ただの、ついでで、沢山、死んだ。

　なら、雪道が悪かったのだろうか？

「アハハハハハハハハ！　冗談だ、冗談だよ雪道クン。面白い冗談だっただろう！」

　額に手を当てて背を反らして顔を仰あお向むけて叶流は笑う。

　きっと彼女は、本当に、本当に嬉しくて仕方ないのだ。

　雪道の赤い瞳に、憤怒と憎悪と殺意の眼差しに射抜かれるのが嬉しくて仕方ないのだ。

「気にするなよ雪道クン、たかが何百人、顔も名前も知らない連中が死んだだけだ。そんなものがどこでどれだけ死のうが知ったことじゃないだろう。キミは遠い国の戦争で虫のように死んでいく誰だれかのためにいちいち泣くのかい」

　叶かな流るの台詞せりふは正しい。同時に反へ吐どが出る。

「おまえは、どこまで！」

　挑発されているというのがわかっていて感情を抑え切れない。

　怒いかりに震える拳こぶしを強く握り締める。怒りの余りに顔からは血の気が引いて白くなり、そのくせ瞳ひとみだけはひたすら燃えるように赤い。

　それでも叶流は嬉うれしそうに笑うだけだ。

「調査団は全滅、天あま川かわ天あま音ねは瑞みず佳かの相手で浅あさ闇やみシロコは外で長なが月つき瑛えい子この護衛──これでようやく二人きりだ」

　叶流はあぐらの脚を崩して、円卓の上に立ち上がり、一度白衣の裾すそを翻ひるがえす。

「そして芦あし原はら雪ゆき道みち、キミは御み堂どう叶流を許せず、御堂叶流に贖しよく罪ざいの意思などない」

　毒どく蛇へびの笑みで雪道を見下ろし、叶流はぱちん、と指を鳴らす。

「ならばもう、殺しあうしかないわけだ」

　心臓広間が揺れ、天井が左右に開く。円卓がゆっくりとエレベーターのように上へと動き始める。

「乗りたまえ雪道クン。存分に殺しあえる場所で、存分に殺しあおう」

「悪いが、待てねえ！　ここで終わらせる」

　何かを掴つかむように右腕を伸ばす、燃える瞳で叶流を睨にらみ、『式』の言葉を紡ぎだす

「狂え──」

「落ち着けよ雪道クン。ここで本気で殺しあって銀ぎん天てん使しを壊したりしてみろよ、中にいる天川天音は無事じゃすまないし、崩れた破片が外の長月瑛子に当たるかもしれない」

　雪道は言葉を止めて、右腕を下ろす。

「……おまえは、最低で、最悪だ」

「ありがとう、最高の褒め言葉だ」

　くすくすと叶流が笑う。

　雪道は不快感を隠しもせずに舌打ちし、赤い瞳で叶流を睨みつけたままエレベーター代わりの円卓に登る。

　二人を乗せて円卓は昇る。心臓広間の開いた天井を昇る。




　雪道と叶流が円卓に運ばれる頃ころ、肝臓では天音と瑞佳の戦いが続いていた。

　攻め手は天音、足を使い瑞佳の周囲を駆けて隙すきを見ては刃やいばを振るう。

「っ──ああっ！」

「……」

　長いツーテールをなびかせて天音が大剣『風かぜ鳴なき』を振るう。大おお鋏ばさみ『悪意の導き手』を握った瑞佳は剣の腹を叩たたいて攻撃を逸そらし、流れるように反撃の刃を振るう。

「くうっ」

　弾はじかれた『風かぜ鳴なき』を引き戻し、独こ楽まのように体ごと回転して横になぐ。

「遅い」

　たんっ、だがそれすらも瑞みず佳かは斬ざん撃げきを冷静に見切り半歩下がる。

　瑞佳の前髪を刃やいばが掠かすめて、数本宙に舞まう。

　天あま音ねが刃を振り切り体勢が崩れたこの瞬間、瑞佳が追撃をかけるには最良のタイミングだったにもかかわらず、瑞佳は動かない。

　崩れた体勢を戻し、天音は後方に飛び退すさると無意識の内に止めていた息を吐く。

　当然、天音とて瑞佳が攻めて来ないことに気付いている。

「ったく……幻まぼろしとでも戦ってる気分よ」

　焦りを滲にじませ、天音は呟つぶやいた。その額には薄く汗が浮かび、呼吸にも乱れがある。

　対する瑞佳の表情には変化がなく、息を乱した様子も汗を掻かいた様子もない。相変わらず幽鬼のように気配が薄い。

「もうちょっと、やる気出しなさいよ。張り合いがないでしょうが」

　焦りを隠すように天音は強がりを口にする。だが天音にも瑞佳にもわかりきっている。実力は瑞佳のほうが明らかに上だ。

　じゃきり、瑞佳は一つ鋏はさみを鳴らす。

「天あま川かわ、天音、剣を、引き、銀ぎん天てん使しを、去れば、見逃す」

「……はい？」

「姉さまの、邪魔を、しなければ、いい。別に、殺せとは、命令されて、いない」

「ああ、そう、そうですか。完全におまけ扱いってわけね」

　吐き捨て、天音は威い嚇かくするように金色の目で瑞佳を睨にらんだ。

　構えなおした剣を握る手に力を込める。

「だからってね、雪ゆき道みちを置いていけるわけないでしょ。あんたが御み堂どう叶かな流るに加勢したら二対一になっちゃうじゃない」

「しない。姉さまは、望まない」

　無表情に、瑞佳は言って、

「まあ、いい、なら、殺す」

　やはり無表情に続けた。

　じゃきり、と瑞佳は大鋏を鳴らして蝶ちよう番つがいを外す。大鋏を二つの短剣に変え、両手に握り、全身から力を抜き自然体に構える。

　天音もまた剣の切っ先を瑞佳に向ける。

「そんなに簡単には、行かないわよ」

　呟き、一瞬だけ目を閉じる。

「来たれ、炎──」

　魂の奥底から引き出すように、黒い炎を呼び、剣に灯ともした。

　軽く剣を振るえば、黒い炎が肝臓広間の闇やみに剣の軌跡を残す。

　瑞みず佳かが僅わずかに表情を動かしたがそれも一瞬。静かに息を吸い、言葉を紡ぐ。

「惑え、『悪意の導き手』」

　言葉に従い、左右の鋏はさみが『式』を演算する。

　空気が震え、キン、と、耳が痛くなるような音が鳴る。

　瑞佳の正面に魔法陣が描かれ、足元から逆巻く風が吹く。

「否定公式一四二九七亜種──」

　そして『式』は完成し、二つに分かれた鋏が魔法陣に触れる。

「幻惑現象『セント・エルモ』」

　分かれた鋏の切っ先に、ぼうと輝く鬼火が灯る。

　惑いと導きの焔ほのおセント・エルモは否いや応おうなく人の目を吸い寄せる。

　二つの焔は視神経を混乱させ、天あま音ねの瞳ひとみにはありえない情景が映っていた。

「……なによ、これ」

　今の天音には瑞佳が一人に見えなかった。

　遊園地のミラーハウスのように、幾人もの瑞佳がぶれて重なって見える。












　要は擬似的な分身だと頭では理解できても、感覚は混乱を来きたす。

「いき、ます」

　いっせいに、全すべての瑞みず佳かが駆け出した。

　エメラルドグリーンの改造メイド服がなびき、両手の刃やいばが鈍く光る。

　どれだ？　天あま音ねの瞳ひとみに焦りが浮かぶ。

　どの攻撃に合わせればいい。

　幾人もの瑞佳が振るう、左右の刃。

　十を超える刃の中で、本物は二つだけ。

　迷いを払ふつ拭しよくするよりも、瑞佳の刃は速い。

「くっ、ううう！」

　避よけるしかない。どこにだ。右か左か後ろか。

　いや、どこに跳んでも避け切れない。

「なら、こうだっ！」

　避けない。天音は瑞佳に向かっていった。

　剣を振り下ろしながら、瑞佳の振るう無数の刃の中へと飛び込んでいく。

　天音と瑞佳の姿が交錯し、そして、停止する。

『風かぜ鳴なき』に手て応ごたえはない。

　天音の右腕と左の太ふと腿ももが大きく裂けた。

　血が噴出し、天音は膝ひざを突く。それでも『風鳴き』を手放さず、すれ違った瑞佳の方へと体ごと振り向く。

　傷一つない、無数にぶれて重なる瑞佳が立っている。

「いい、判断、です」

　全ての瑞佳の唇が僅わずかに動く。

「前に、出なければ、今ので、死んで、いた」

「お褒めに与あずかり、ありがとうございます」

　皮肉をたっぷりまぶして、痛みに歪ゆがんだ顔で答えた。

　剣を杖つえに、震える脚で立ち上がる。深ふか手でだ。右腕も左脚も、ほとんど感覚がない。

　神経と腱けんの類たぐいが無事なのがせめてもの救いか。

「けど、次は、ない」

　瑞佳の言葉が正しいことは誰だれよりも天音が一番よくわかっている。

　やはり戦士としての格で、天音は瑞佳に及ばない。

「……相変わらず、嫌になるぐらい強いわね」

　どうということのない言葉に、急に瑞佳の動きが止まった。

「強い、とは、姉さまの、ような、人を、言う」

　淡々と、そしてぶちぶちと途切れた瑞みず佳かの声に、天あま音ねは僅わずかな不純物を感じる。

「あんただって十分でしょうに」

　杖つえ代わりの『風かぜ鳴なき』を持ち上げようとするが、力が入らず足が滑る。

　天音は口惜しさに歯は噛がみする。

　瑞佳の強さが憎い。

　雪ゆき道みちのところに行けない、父親の願いを果たせない、己の弱さが憎い。

「天あま川かわ、天音、には、才能が、ない」

　天音の胸中を読んだように瑞佳が言った。

「そして、私わたし、にも、才能が、ない」

　いや、胸中を読んだわけではなく、たまたま似たようなことを考えていただけか。

「姉さま、には、才能が、あった。故ゆえに、高みを、めざした」

「……」奇妙に、天音は瑞佳の話に引き込まれていた。

　口を挟みもせず、剣で体を支え金の瞳ひとみで瑞佳を見詰める。

「そして、誰だれも、いなくなった。対等の、敵、対等の、味方、誰も、いない」

　天音は気付く、瑞佳の言葉に僅かに見えた感情が天音を捉とらえたのだと。

　それは、置いていかれた者の悲哀だ。

「私は、敵にも、味方にも、なれな、かった。姉さまは、やっと、敵を、見つけた。芦あし原はら雪道を、見つけた」

「……そう」

「だから、天川、天音に、邪魔は、させない」

　じゃきりと、瑞佳が鋏はさみを鳴らす。

「対等でなくとも、私は姉さまを愛しているから」

　その言葉だけは、奇妙に流りゆう暢ちようだった。

　ずっとずっと、心の中でその言葉を繰り返し呟つぶやき続けてきたように流暢だった。

　瞬間、天音は痛みを忘れた。瑞佳の声に含まれた悲哀のその奥の愛情を感じていた。

　歪ゆがんでいても、それは純粋に愛なんだろう。

　対等の敵であるということは、叶かな流るが敗北する、あるいは死ぬ可能性すらあると理解して、なおその願いが果たされるように瑞佳は力を尽くすのだ。

「わたしも、お父さまのために、『断片』を集めるって、決めたのよ」

　関かかわりがあるようで、遠い言葉が天音の口から零こぼれた。

　父を愛していると、天音は言える。

　だが、瑞佳が叶流を愛するほどに愛しているかと問われたら……肯定はできなかった。

　いつのまにか雪道の存在が天音の中で大きくなってきたから、というだけではないはずだ。

　深く突き詰めるには、時間がなさ過ぎた。

　金色の瞳ひとみが、瑞みず佳かを見る。

　感情のない瑞佳の瞳が静かに天あま音ねを見ている。

　二人の間で、何かが通じ合ったと思うのは幻想だろう。

　話は終わりと言わんばかりに、瑞佳はゆらゆらと両手の鋏はさみを揺らす。

　天音は立つだけで精一杯、しかも流れる血が加速度的に体力を奪い、死が迫っていることを克明に伝える。

　こんな時に不意に、頭に浮かんだのは、

「……あ、そっか、死んじゃったら、もう雪ゆき道みちのごはん食べられないのか」

　そんな詰まらないことだった。

　同時に、瑞佳が音もなく駆け出す。

　エメラルドグリーンの改造メイド服をなびかせて、風のように駆ける。

　速い。立つだけで精一杯の天音には捉とらえきれるものではない。

「さよう、なら」

　別れの言葉。

『セント・エルモ』で無数にぶれた瑞佳は瞬またたく間に間合いを詰め、無数の刃やいばを振るう。

　死の直前には全すべてがひどくゆっくりと見えると、そんな話を天音は思い出していた。

　迫る無数の刃がひどくゆっくりと見えた。

　その全ての軌道が見えてなお、天音にそれを避よける余力はない。

　動こうとした体は杖つえ代わりの『風かぜ鳴なき』を軸に、ふらりと揺れただけだ。

「力を──貸してあげる」

　唐突に、天音の脳裏にその声が響いた。

　天音と同じ声だった。それは天音と同じ姿をしている彼女の声だ。

　黒い炎の源、天音がエピメテウスと契約し手に入れた力、魂の中に宿る『終しゆう焉えん式』。

　機械人形に囚とらわれた雪道を助けようとした夏休みに出会い、天音に道を示した。

　以前、『終焉』は言った。『終焉』にも願いがある。

「代償を払ってもらう前に、あなたに死なれては困るもの」

　願いのために、天音に代償を払ってもらうと。

「えっ？」

　天音の困惑を余よ所そに、天音の肉体が勝手に動く。

『終焉』が天音の肉体を強引に動かす。

　血を流す傷ついた体は、天音の意思を無視して右腕だけで『風鳴き』を掲げた。

「歌え『風鳴き』」

　天音の声で、『終焉』が『式』を紡ぐ。

「否定公式一一〇八二・切断現象」

　天あま音ねの正面に魔法陣が描かれ、足元から逆巻く風が吹く。

　刃やいばを繰り出しながら、瑞みず佳かがほんの少し眉まゆを顰ひそめた。

　もう攻撃の体勢に入っている。この『かまいたち』は避よけられない。

　だがそれは天音も同じことのはずだ。

「……」相討ち狙ねらいか？　瑞佳は思う。

　そうだとしても、瑞佳は止まらない。

　叶かな流るの邪魔をする者を排除出来れば、彼女はそれでいい。

「ちょっと、まさか相討ち狙い！」

　同じことを思った天音も、『終しゆ焉うえん』にしか聞こえぬ声で叫んだ。

　にやりと『終焉』が笑い、『風かぜ鳴なき』を振り下ろす。

「『かまいたち』！」

　剣の切っ先から、黒い炎の刃が飛ぶ。

「──」

　躊ちゆう躇ちよなく、瑞佳は天音を殺すためだけに黒い炎に身を晒さらし左右の刃を振るう。

　順当にいけば、天音は二つの刃で斬きり裂かれ死ぬ。瑞佳もまた黒い炎に焼かれて死ぬだろう。だが、天音は目を閉じて、左腕を伸ばしていた。

　天音と瑞佳が再びすれ違い、その勢いのまま、前のめりに二人が倒れた。

　肝臓広間の石の床に、二人の体が倒れる音が響き、次に静けさが満ちた。

　そのまま、二人とも動かない。

　…………

　……

　ゆっくりと、一人、立ち上がる。

「……なんて、無茶、してくれるのよ」

　ひゅー、ひゅー、と息が漏れるような細い声で彼女が呟つぶやいた。

　大きく肩で、そして苦しそうに息をしている。

　そのたびに、長いツーテールが揺れる。

　金色の目には疲ひ弊へいが濃く、全身は己の血に濡ぬれている。

　目を閉じて、音に耳を澄すませ、左腕で瑞佳の刃を一つ防いだ。

　瑞佳が大おお鋏ばさみを二つに分けなければ、その斬ざん撃げきの重さに天音の左腕が落とされそのまま斬り殺されていただろう。そもそも音を頼りに刃を防ぐのが十分に無謀だ。

「でも、勝ったわ」

『終焉』が言う通り、生き残ったのは、天音だった。

　右肩、左脚、刃を防いだ左腕と刃を受けた左の脇わき腹ばら。

　いずれも深ふか手でで満まん身しん創そう痍い。

「……そう、ね」

　瑞みず佳かは倒れたまま起き上がらない。エメラルドグリーンの改造メイド服は大きく裂け、黒い炎がその全身を包んで焼き尽くす。

「確かに、勝ったわ」

　天あま音ねは何な故ぜか、焼き尽くされていく瑞佳を見るに忍びなかった。

　小さく首を振ってその思いを振り払い、震える手で制服の布地を裂いて、傷口を圧迫するように巻きつけ応急処置を終える。

　力の入らない手で、石の床に転がった『風かぜ鳴なき』を掴つかみ、杖つえ代わりにして歩き出す。

「……待ってて。すぐ、行くから」

　雪ゆき道みちを追って、のろのろと肝臓広間の石の床を歩き出した。

　かつん、かつん、と足音が物悲しい響きだけを残して消えていった。




「かくて──一つの闘争は終局を迎える」

　燃え盛る炎に照らされて赤く輝く空に浮かび、エピメテウスは全すべてを見下ろす。

「……ひどい話だ。沢山人が死んで、また死ぬ」

　エピメテウスの肩に乗った妖よう精せい──『虚きよ構こう』はため息交じりに呟つぶやいた。

　グラウンドの炎はむしろ学園の外へと延焼し、既すでに山火事となっている。

　あらかじめ叶かな流るが道を崩しておいたため、出動した消防車は学園までの山道で足止めをされており消火活動は進んでいない。銀ぎん天てん使しの雷から生き延びた少数の生徒たちはとうにこの場から逃げさった。幸運に恵まれれば火に巻かれず逃げ切れるだろう。

『虚構』はちらと、空を飛ぶ消防署のマークの入ったヘリコプターを見た。

　銀天使が折れた剣を振るい、ヘリをなぎ払う。

「然しかり、まさしく地獄。しかし全てが地獄ではありません」

　包帯に覆われた切り込みのような口に笑みを浮かべて、エピメテウスは下を見る。

　グラウンドに立ち、銀天使を見上げる二人の少女。

　長なが月つき瑛えい子こと浅あさ闇やみシロコ。彼女たちは逃げなかった。

　黒い瞳ひとみでじっ、と、瑛子は祈るような眼まな差ざしで銀天使を見上げている。

「まさしく、奇跡のような存在です。御み堂どう叶流が芦あし原はら雪道を打倒し全てを終わらせる可能性を持つように。彼女は芦原雪道以外の全てを打倒して終わらせる可能性を秘めている」

「随分、長月瑛子を高く買っているんだね。ボクは以前にボクの使い手だった猫の方が気になるけど──っと、エピメテウス、彼らが来たよ」

『虚構』は銀天使の頭上を見た。

　だがエピメテウスはそちらを向かず、タキシードの懐ふところから懐中時計を取り出した。

「エピメテウス？」『虚きよ構こう』が首を傾かしげる。

「これは失礼、いえ、少し、時間が気になっただけです」

　懐ふところに懐中時計を収めて、エピメテウスも銀ぎん天てん使しの頭の上に視線を向けた。

　円卓のエレベーターによって、雪ゆき道みちと叶かな流るがそこに運ばれて来た。

　なるほど、余計な邪魔も入らないだろういい場所だ。

　赤い空の下、銀天使の上、そこが二人の決着の場所だった。




　銀天使の頭上で、雪道と叶流が対たい峙じする。

　空は燃えるように赤く、同じ色の瞳ひとみで雪道は叶流を睨にらむ。

　風は強く、ばたばたと揺れてる白衣の裾すそに手を添え叶流は雪道に微笑ほほえむ。

「一つだけ聞かせろ、御み堂どう叶流」

「なんだい、芦あし原はら雪道」

「何のために……こんなことを、こんなことをした」

「わかりきったことを聞かないでくれよ」

「ああ、そうだな。質問が悪かったよ。聞きたかったのはべつのことだ。ここまでして、戦いを望んで……何の意味があるんだ」

「意味はある」

　毒どく蛇へびのような笑みではなく、ひどく真しん摯しな眼まな差ざしで叶流は雪道を見詰める。

　静かで、揺るぎなく、透き通るような瞳で見詰める。

「だが、その意味が理解されるとは思わない。御堂叶流が御堂叶流でいるための願いと望み──壁があるのならば、御堂叶流は越えねばならない」

　揺れる白衣のポケットに手を入れ叶流は消しゴムを取り出す。

「意味はある。しかし理由はない。そうあるものがそうあるしかないように。御堂叶流は御堂叶流として闘争と成長とその果てへの到達を望み願う」

「……確かに、理解できねえよ。まったく理解できない。理解できるのは」

　雪道が右腕を伸ばす。

「誰だれかが止めなけりゃ、おまえは止まらないってことだけだ！」

　それが、戦いの合図。

「狂え──『始し原げんノの風かぜ』！」

　赤い空の下、雪道の足元から黒い風が吹き上がる。

　吹いた黒い風が右腕に収束し、十字を模した黒い剣に姿を変える。

　剣を振り下ろし、天あま音ねのかまいたちに似せて飛ぶ斬ざん撃げきを放つ。

　叶流は笑っている、毒蛇のように笑っている。

　笑いながら消しゴムで虚こ空くうをなぞる。

「否定公式〇〇三七七・消失現象『神隠し』！」

　その『式』を雪ゆき道みちは一度見ている。

　以前、ドッペルゲンガーの放った『かまいたち』を、『神隠し』は消した。

　ならば、黒い風は？

「ほう、やはり、無駄か」

　黒い風は消えない。『式』をも切り裂く。

　だが毒どく蛇へびは微笑ほほえんだまま、再び消しゴムを振るう。

「なら、こうだ」

　叶かな流るは黒い風の進路を、ただの空間を消しゴムでなぞり、『神隠し』で消す。

　捻ねじ曲まがる空間に触れて黒い風の刃やいばが逸それる。

「ちっ、簡単には終わってくれねえか」

「その通りだよ芦あし原はら雪道、まだ、始まったばかりだ！」

　苦い顔で吐き捨てる雪道と対照的に叶流は歓喜する。

「もっと、もっと、もっと！　踊りあかそうじゃあないか！」

　防御から一転、叶流は消しゴムを振るう。

「──ッ！」

　雪道は大きく身を屈かがめて消しゴムの描く軌跡の延長線上から体を外す。

　ぎゅおん、空気が消えて一瞬出来た真空に周辺の空気が流れ込む。

「厄やつ介かいだな」

　赤い目を細めて眉まゆ根ねを寄せ雪道は呟つぶやく。

　見えない攻撃『神隠し』。今のは何とか避よけた。

　距離を取って連続でやられたら、雪道では避け切れない。

　故ゆえに、雪道は黒い剣を手に駆けた。

「そうだとも、それでいいんだ！　もっと近くに来てくれ、キミを感じさせてくれ！　ああ、ああ、ああ！　こんなに楽しいのは久しぶりだ！」

　心の底から嬉うれしそうに、まるで仲良しの友だちと遊ぶみたいに嬉しそうに笑って、叶流も床を蹴けり前に出る。

「おれは何一つ楽しくねえよ！」

「そうかい、だが御み堂どう叶流は楽しい、本当に楽しいんだ！　充実している！」

　接近戦の間合いで、二人は武器を振るう。

　黒い剣と消しゴム。奇妙な組み合わせの、防ぎようのない必殺の武器同士。

　雪道が刃を振るえば叶流は紙一重でそれを避け、消しゴムで空間を消す。

　叶流の手を避けるように、雪道もまた懸命にそれを避ける。

　お互いに足を止めて、必殺を繰り出し、必殺を回避する。

　肉体以上に、精神が削れて行く。呼吸すらも忘れてしまう。

　歯を食い縛る雪ゆき道みちには口を開く余裕もなく、額は汗に濡ぬれ赤い瞳ひとみは血走っている。

　叶かな流るとて喋しやべる余裕はない。それでも顔には毒どく蛇へびの笑みを浮かべている。

　戦闘の経験において、叶流は雪道を遥はるかに凌りよう駕がする。

　雪道は徐々に焦り始める。

　徐々に、疲れ始める。

「っく、らっぁああ！」

　焦しよう燥そうと疲ひ弊へいを振り払うように、雪道は声を上げ、大きく黒い剣を振りかぶった。

　薄く笑う叶流を赤い瞳で睨にらみ、体ごと相手を押おし潰つぶすように剣を振り下ろす。

「それは悪あく手しゆだよ、雪道クン」

　叶流が身を捩よじる。黒い剣は叶流を掠かすめて通り過ぎ、切っ先が銀ぎん天てん使しの頭部を抉えぐる。

　雪道の背筋に悪お寒かんが走る。逃げろと本能が叫ぶ。

　だが、遅い。

　叶流の消しゴムが雪道の左肩を撫なでた。

　左腕が、『神隠し』に消えた。

「────！」

　赤い瞳を見開いて、雪道は声にならない叫びを上げる。

　鋭すぎる刃物で左腕を丸ごと斬きり落とされたようなものだ。

　痛いというよりも、傷口が熱い。

　血が噴き出る左肩を右手で押さえる。目の前が白黒する。自分の呼吸音が不自然なほどに大きく聞こえる。

　苦痛に耐えかねて雪道は膝ひざを突き、苦く悶もんの呻うめき声ごえを上げる。

「まだだよ、雪道クン」

　言いながら、叶流は膝を突いた雪道を蹴けった。

「ぐっがっ、あ」

　なす術すべもなく蹴りを受け、雪道は銀天使の頭上を転がる。

　倒れ伏した雪道は痛みに顔をしかめながら、傷口を押さえている。息はぜいぜいと荒く、顔面からは血の気が引いていた。

　叶流は軽く肩をすくめる。

「なあ、おい、どうした雪道クン。その程度の傷で大おお袈げ裟さじゃあないか。使えよ『待ち人ゴトー』の力を──『永遠式』を！」

「……うる、せえ」

『待ち人』の力、黒い風、刃やいばの形象と風の属性を持つその本質は時を紡ぐ『永遠式』。

　確かに使えば傷の再生ぐらい簡単だろう。時間を逆に回せばいい。

　だが、雪ゆき道みちにはやり方がわからなかった。

　黒い風は呼べる、剣は創れる。それは『待ち人ゴドー』の、『永遠式』の最も表面的な力でしかない。

『待ち人』も『永遠式』も、真実の意味では雪道のものではない。

　知ってか知らずか、叶かな流るはひどくゆっくりとした足取りで歩いてくる。

　掌てのひらで消しゴムを弄もてあそび、顔には毒どく蛇へびの笑みを浮かべて白衣の裾すそをゆらりと揺らす。

「早く立ちたまえ、続きをしようじゃないか。あまり御み堂どう叶流を待たせると、雪道クンを信じて銀ぎん天てん使しの足元で待っている彼女を踏ふみ潰つぶしてしまうよ？」

　その一言で、強烈に、残してきた瑛えい子この顔を思い出す。

　憤怒と憎悪を思い出し、苦痛を押し流す。

「それだけは、させない」

　ゆらりと、傷口を押さえたまま、雪道は立ち上がる。

　言葉こそ静かだったが、赤い瞳ひとみは手負いの獣のようにぎらぎらと輝いている。

　きっと、赤い血の代わりに憤怒と憎悪が血管を流れているのだろう。

　もしも雪道に逆げき鱗りんがあるならば、それは間違いなく瑛子だ。

「瑛子は、おれが、守る」

　何よりの、本心からの言葉だ。

　あるいは叶流に対する瑞みず佳かの思いに似てなくもないか。

　叶流はそのゆっくりとした歩みを止め、司祭のように両腕を広げた。

「そうだよ、それでいいんだ雪道クン。たかが腕の一つで怖おじ気けづいてもらっては困るんだ。限界の一つや二つ超えて立ち上がってくれ」

　一転、叶流が叫ぶ。

「もっと怒いかれ、憎め！　御堂叶流を見ろ！　御堂叶流を止めたければ御堂叶流と同じ場所に来い、芦あし原はら雪道！」

　一方、雪道の内側で『俺おれ』が囁ささやく。

「『俺』の記憶に身を委ねろ。『俺』の全すべてを受け入れろ。『おれ』に残された時間と引き換えに力を得ろ──『おれ』がそれを欲するならば」

「……」

　雪道は口の中で、誰だれかの名前を呼んだ。

　その声は小さすぎて、誰の名前だったのかわからなかった。

　右手を左肩の傷口から離す。

「おれが、やらないとな」

　一瞬、ひどく悲しい顔をした。あるいはただ失った左腕の痛みに顔をしかめただけなのかもしれない。それもすぐに、怒りと憎しみで塗り潰される。

「おまえを」

　燃える瞳ひとみで、叶かな流るを見る。

「殺してやる」

　戦慄わななく声で、雪ゆき道みちは告げる。

「そうだ、殺してごらん。御み堂どう叶流がずっと求めていた、御堂叶流と対等の敵、御堂叶流を殺す可能性、そういうものになれ、なるんだ！」

　叶流はなおも雪道を誘いざなう。

　同じ場所へ、同じモノへ。

　ただの『式』使いの、その先へ。

　そして雪道は叶流の望みどおりに、憤怒と憎悪に身を委ねる。

　そして『俺おれ』の言うとおりに、魂の奥底から湧わき上あがってくる記憶に身を委ねる。

　その時、雪道の胸で熱く脈打ったのは、心の鼓動か、あるいは『永遠式』か。

「『始し原げんノの風かぜ』よ！」

　叫ぶ。足元から逆巻く黒い風が吹く。

　雪道自身すらも吹き飛ばしてしまいそうな暴風が吹く。

　黒い風が記憶を乗せて運んできたように、雪道の中に『永遠式』の記憶が流れ込む。

　二千年。

『待ち人ゴドー』の積み上げた無意味な時間の蓄積──二千年の闘争の集積。

　それを、雪道は己のものにする。

『おれ』と『俺』は同じものだと理解する。

　コインの表と裏だ。

　コインの表は芦あし原はら雪道、制御する術すべを知らぬ『永遠式』の力。

　コインの裏は『待ち人』、蓄積された『永遠式』の意思と記憶。

　この二つが合わさってこそ、『永遠式』は『永遠式』たりえる。

「おれもまた──」

　燃えるように赤い雪道の瞳が、その赤さを増す。

　赤く赤く赤く。

　燃える空よりもなお赤く、血の色よりもなお赤く、さながら煉れん獄ごくのようにただ赤く。

「──永遠の階きざはしへ手を伸ばす」

　芦原雪道は真実、『永遠式』を手に入れた。

　左腕の時間が巻き戻り失われた左腕が再生する。

　右の手は再び黒い剣を握る。

　煉獄の瞳が叶流を見据える。

「行くぞ、おれの敵！　『天才的天災ナチユラルカラミテイ』──御堂叶流！」

　歓喜の笑みを浮かべて、毒どく蛇へびは応じる。

「来い、御み堂どう叶かな流るの敵！　『永遠式』──芦あし原はら雪ゆき道みち！」

　歓喜に満ちた叶流はさらに一歩を踏ふみ込み、消しゴムで直接雪道に触れようとする。

　雪道は応じて、黒い剣を手放し、一歩を踏み込む。

　首筋を狙ねらう叶流の消しゴム、煉れん獄ごくの瞳ひとみはその動きを克明に捉とらえる。

　雪道が思い出す二千年分の経験は、最速で、叶流を超える速度で動き、避よける。

　叶流の伸ばした手に、雪道は手て刀がたなを叩たたき込んだ。

　ぐしゃり、骨の砕ける音がした。

「腕を折られたのは、初めてだよ雪道クン！」

　それでもまだ叶流は笑ったまま、折れた腕を動かし消しゴムを振るう。

　消しゴムのライン状から身を外しながら、雪道は顔をしかめた。

「何がそこまで、嬉うれしいんだおまえは」

　理解できない。彼女は何な故ぜ腕を折られて笑えるのだろう。

「嬉しいとも、嬉しいともさ！　やっと会えた敵なんだ！　ああ、瑞みず佳か！　ああ、瑞佳！　おまえがここにいないのが残念だ。瑞佳に見て欲しかった、御堂叶流の敵を！　御堂叶流が全力を尽くして戦う姿を！」

　毒蛇は歓喜に満ちて笑っていた。

「瑞佳、きっとお前も、笑ってくれた！」

　雪道は知らない。

　御堂姉妹の別れを知らない。

　ありがとう、と姉は言った。

　おめでとうございます、と妹は言った。

　それでも見えてしまった。

「……おまえ、ひょっとして」

　歓喜の笑みに、孤独の影が見えてしまった。

「寂しかったのか？」

　思わず、問うた。

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！　そんなわけがあるはずないだろう、そんなことがあるわけないだろう。止やめてくれ芦原雪道、そんな悲しそうな顔をするな、御堂叶流を哀れむな！　嬉しいんだ、御堂叶流は今、とても嬉しいんだ！」

「ああ……そうだな。おまえを哀れんだりなんて、できやしない！」

　一瞬、確かに見えた孤独の影を振り払い雪道は黒い剣を振るう。

　許してはいけない。御堂叶流のやったことは、許されてはいけない。

　瑛えい子こを守らなければいけない。たとえどんな犠牲を払っても守らなければならない。

　いつか見つけた、雪ゆき道みちの光を守らなければならない。

　守るために、黒い剣を振るわなければならない。

「そうだ、許すな、もっとだ、もっと戦え！　その赤い瞳ひとみで焼き尽くせ！」

　折れた腕が消しゴムを操る。

　叶かな流るの体には幾つもの細かい傷があり、白衣は裂けて、脚に施された蛇へびのペイントは血で汚れている。

　泥んこになってはしゃぐ、童女のようだった。

「芦あし原はら雪道！　まだ、御み堂どう叶流は満ちていない！」

「おれはもう、沢山だ！」

　叫び返し、雪道が黒い剣を振るう。

　叶流の消しゴムを掻かい潜くぐり、剣を振るう。

　折れた腕のせいだろう、ほんの一瞬、叶流の回避が遅れた。

　ほんの少し、黒い刃やいばが首筋を抉えぐった。

　噴水のように、叶流の血が噴き上がる。

「だが、御堂叶流はまだ動ける」

　叶流は白衣のポケットに手を入れ、それを握り、雪道の額に突きつける。

『凶きよう運うん』が叶流への不意打ちに使った拳けん銃じゆうを突きつけ、後は引き金を──












「だが、遅い」

　雪ゆき道みちが言うと同時に、翻ひるがえした剣が拳けん銃じゆうを切り捨てた。

「おや、おや、参ったな」

　ぐらりと傾いたかと思うと、仰あお向むけに叶かな流るの体が落ちた。

　燃える赤い空の下、銀ぎん天てん使しの上、遊びつかれた子どもが草原に寝転んだように大の字になって叶流が身を横たえる。

　赤い瞳ひとみで雪道は叶流を見下ろす。

　叶流は煉れん獄ごくの瞳を見上げて告げる。一言ごとに破れた大動脈から血が溢あふれる。

「あ、あ──いい、気分だ。満ち足りたとはこういう気分なのだろうね」

「……」

　雪道は何も言わない。手に、人を斬きった感触が残っていた。

　憑つき物ものが落ちたかのように静かな声で、叶流は語りかける。

「御み堂どう叶流は──私わたしはここでキミに殺される。おめでとう、キミは立派だ。やるべきことをやった。私を止めた」

「……」

　雪道は何も言えない。手に、人を斬った感触が残っていた。

「だけど、生き残ってしまったキミは、誰だれが殺してくれるんだろうね。誰に、キミが殺せるんだろうね。誰でも殺せるほど強いキミは本当に……」

「……おれは」

「可哀かわい想そうだ」

　初めて、叶流は穏やかな笑みを浮かべた。

　その笑みが聖母のように穏やかで、息を呑のむほどに美しいものだったことが何より雪道には残酷だった。

「そんなに赤くなってしまって、それでもまだ生きているなんて」

　穏やかな笑みを浮かべたまま、叶流は目を閉じる。

「私はもう行くよ。瑞みず佳かが待っているんだ」

　そして、長なが月つき学園を消し飛ばした残酷な人殺しが、

「さようなら、雪道クン」

　悲しいほど穏やかな顔で眠りについた。

「ふざ、けるな」

　雪道は地面に手を突き、震える声で呟つぶやく。

「ふざけるな。どうして、おまえみたいな奴やつが、そんな風に、そんな、満足そうに」

　煉獄色の瞳が揺れる。

　憤怒と憎悪と殺意、それ以上の悲痛。

「そんな、嬉うれしそうに、死ぬんだ！」

　がん、と、地を叩たたく。拳こぶしが裂けて、血が滲にじむ。

「ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう！　おれは人殺しになってしまったのに、おまえはどうして、おまえは、おまえはあああああああああああ！」

　赤い空に向けて吼ほえる。

　戦って、勝って、守った。

　なのにどうして、こんなにも胸が苦しい。煉れん獄ごくの瞳ひとみが痛む。

　何度も、地面を叩く。

　本当は雪ゆき道みちとてわかっているのだ。

　御み堂どう叶かな流るが笑って死んでいけないはずがない。

　彼女は、光を見つけたのだ。

　芦あし原はら雪道が長なが月つき瑛えい子こに見つけたものを、御堂叶流は芦原雪道に見つけてしまった。

　その眩まばゆく、美しく、温かい光のためならば、笑って死んでいける。

　雪道にだって、わかっている。

　だからこそ苦しい。敵を殺した、そう、割り切れない。

「雪道！」

　それを止めたのは、天あま音ねの声だった。

　瑞みず佳かとの戦いを終えて、天音は『風かぜ鳴なき』を支えに傷だらけの体を引ひき摺ずって、それでも雪道のところまでやって来た。肝臓からこの天使の頭上まで、どれほどその傷ついた体には遠かっただろう。

「……天あま川かわ」

　赤い空の下、傷だらけで歩いてくる天音の姿はひどく眩まぶしかった。

　そして美しく、温かく、光のようだった。

　雪道の前に『風鳴き』を支えにして立って、天音が微笑ほほえんだ。

「帰ろう、雪道」

「天川、おれは……人を」

　言葉を遮さえぎるように、天音は膝ひざをつき両腕で雪道を包み込むように抱きしめた。

　傷だらけの天音からは血の匂においがして、生きた人間の熱があり鼓動が聞こえる。

　ひどく救われた気がした。

「帰ろう、雪道」

　もう一度、天音は優しく告げる。

　そのまま、天音の体がぐらりと傾く。

　雪道を抱いた腕もするりと抜ける。

「あれ……力が入らな…………」

　反射的に雪ゆき道みちは天あま音ねを抱きしめ体を支える。

　丁ちよう度どその時、叶かな流るの死を感知し銀ぎん天てん使しが休眠モードに移行した。

　ほんの少し銀天使の体が揺れる。銀天使にとっては小さく、上に乗る雪道たちには大きく銀天使が傾いた。

　天使の上から、雪道は天音もろとも滑り落ちる。反射的に体を支えようとするが掴つかんだのは『風かぜ鳴なき』で支えにはならない。

「くそっ！」

　グラウンドに向かって、天音を抱いた雪道は落ちていく。天音を庇かばうように抱きしめる腕に力をこめ『風鳴き』を掴んだ手を掲げ『式』を紡ぐ。

「狂え、『始し原げんノの風かぜ』よ！」

　言葉と共に『風鳴き』を振るう。

　グラウンドに向けて黒い風を放ち、落下の衝撃を相そう殺さいし着地する。

「っつ……天あま川かわ、平気か？」顔をしかめて雪道は問うた。

「うん、なんとか……平気だから、離して」

　同じく天音も顔をしかめて答え、ふらつきながらも体を離そうとする。

　雪道は『風鳴き』を天音に差し出した。

　天音は受け取った『風鳴き』を杖つえ代わりに体を支えて何とか立っている。

　本当に大丈夫なのかと、雪道が疑問に思っていると瑛えい子ことシロコの声がした。

「芦あし原はら！」

「ご主人さま！」

「おまえら、なんで逃げなかったんだ！」

　こちらに駆け寄ってくる二人を見て、思わず雪道は叫んだ。隣の天音も驚いたような顔をしている。

「私わたしが芦原を置いて逃げるわけがない」

「同じく。私がご主人さまを置いて逃げるわけがありません」

　二人は少しの迷いもない顔で言う。

「でも、無事で、安心した」

「全くです。ご主人さまは心配をかけすぎです」

「まあでも、割といつものことよね」

　三人から言われて、雪道は苦笑する。

「悪かったよ」

　謝りながらも、いつものやり取りに雪道は安あん堵どした。

　これで終わったのだと、ようやく実感した。

「行こうぜ、天川の手当てもあるし……」

　言いながらも、雪ゆき道みちの目は自然と瑛えい子こに向かっていた。

　炎の起こす強い風に長い黒髪をなびかせ、その黒い瞳ひとみには安あん堵どとほんの少しの不安を宿して雪道を見ていた。

　二人は自然と見詰めあい、どちらからともなく柔やわく微笑ほほえむ。そして雪道は思い出す。

「ああ、そういえば瑛子と」──約束をしていた。

　だが──




「時間だ」




　──約束は果たされない。

　雪道の中で『待ち人ゴドー』の声がした。

　赤い瞳が輝き、雪道は肉体の主導権を失った。

『待ち人』が告げた雪道の終わりが訪れ、コインの表と裏がひっくり返る。

『永遠式』の意思と記憶が動き出す。

『永遠式』が求めるものはただ一つ、真実の『永遠』だけ。

　未いまだ辿たどり着つけぬ『永遠』に辿り着かねばならない。

　雪道の肉体を纏まとった彼は、黒い剣を握り締める。

「次の『おれ』へと『永遠式』を継承すべく、『俺おれ』は命の収しゆう奪だつを開始する」

　そして黒い剣が、ただ目の前にいたというだけで、長なが月つき瑛子を貫いた。




「……え？」

　天あま音ねが呆ぼう然ぜんとその光景を見る。

「ご主人さま、何をっ！」

　驚きよう愕がくにシロコが叫ぶ。




　黒い剣は瑛子を貫いて。

　赤い血が瑛子から流れて。

　その体は力なく倒れていく。

　あまりの赤さとあまりの黒さに耐え切れず、雪道は慟どう哭こくする。

　しかしその声は誰だれにも届かず。

『待ち人』のものとなった体は涙すら流さない。

　ただ暗黒の中に、芦あし原はら雪道の意識は溶けていく。





第四章　彼女たちの戦いと彼の救い




「時間よ」

　黒い剣が瑛えい子こを貫くその瞬間、天あま音ねは『終しゆう焉えん』の声を聞いていた。

「『永遠』になり損ねた妄もう執しゆうが現れる」

　天音には『終焉』の言葉に答える余裕はなかった。

　目の前の光景が現実のものとは思えなかった。

「……なんで？」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、思わず呟つぶやく。

「何を、どうしたんです、ご主人さま！」

　オッドアイを白黒させて、シロコが驚きの声をあげている。

　瑛子の胸から真っ赤な血が噴出して、黒い剣が引き抜かれる。

　長い黒髪が風に揺れて、その体が倒れていく。

　雪ゆき道みちが振り返る、その赤い瞳ひとみが二人を見る。

　怖い。

　本能的に天音は思った。

　シロコもまたそれを感じ取ったのだろう。天音以上に敏感な動物的本能が告げるのだろう。腰が抜けたようにぺたりと座り込んで、微かすかに震えている。

　雪道の燃えるような赤い瞳の中には妄執以外の何も見えなかった。

　それはもうきっと、人間の瞳ではない。

「雪、道？」

　戦慄わななく声で、天音は名前を呼んだ。

　雪道は答えず、ただ凍りついたような無表情で佇たたずんでいる。

「無駄よ天あま川かわ天音。芦あし原はら雪道の時間は終わってしまった」

　天音の内の『終焉』が代わりに告げた。

「芦原雪道は『待ち人ゴドー』と同化した。あそこにあるのは『永遠式』でしかない。自らを次に続けるために命を奪う、歩く災害のようなものでしかない」

「嘘うそ……」

　弱く、幼い子どもがするようにツーテールを揺らして天音は首を振る。

　だが本当は、天音にもわかっていたのかもしれない。

　見る間に、金色の瞳が涙に濡ぬれる。

「嘘うそって言ってよ！　お願いだから！」

　天あま音ねが叫ぶ。

　だが雪ゆき道みち──『永遠式』は悲痛な否定を切り裂くように天音に黒い剣を向ける。

　その切っ先を見てもなお、天音はすがるように傷つき震える手を伸ばす。

　か細い希望にすがるように手を伸ばす。

「ねえ、雪道、返事してよ、お願いだから、ねえ……」

　だが彼は、冷えた声で告げるのだ。

「『永遠式』は、貴様の命を収しゆう奪だつする」

　ヒュン──恐ろしく鋭い音と共に、躊ちゆう躇ちよもなく彼は黒い剣を振るった。

　天音の命を刈り取る剣を前にしても、天音は動けないでいた。

　しかし天音の体は自然に動いた。天音にしか聞こえない無情な『終しゆう焉えん』の声と共に。

「代償を、払ってもらうわ天あま川かわ天音」

『終焉』が天音の肉体の支配権を奪う。

　傷ついた体を無視して体を捻ひねり、『風かぜ鳴なき』を手に握ったままグラウンドの上を転がり剣撃を避よける。主導権を奪われた天音が悲鳴を上げるがそれが声になることはなく、『終焉』も顧みはしない。

　グラウンドを転がった勢いを利用して立ち上がり『終焉』は彼を見据えた。

　ぴくりと、彼の凍りついたような無表情が動いた。

「『終焉式』か」

「その通りよ『待ち人ゴドー』。それとも『永遠式』？　それとも昔の名前で呼んで欲しい？」

　天音の口を借りて、天音の声で、奇妙に悲しげに『終焉』が告げる。

　今や、天音と『終焉』の立場は逆転していた。『終焉』は天音の声で語るが、天音の言葉は『終焉』にしか届かない声にならぬ言葉だ。

「『待ち人』だ。俺おれはまだ『永遠』に届いていない。邪魔をするな『終焉式』」

「……嫌よ。わたしはあなたの邪魔をする。あなたを止める──たとえ」

『終焉』は天音の体で『風鳴き』を構えた。

「あなたを滅ぼしてでも」

　その台詞せりふに思わず『終焉』の中で天音が叫びをあげた。

「ちょっと待ってよ！　あんた人の体で何を。そこにいるのは雪道──」

　だが『終焉』はその声を無視する。

「そうか、だが俺に停止はない」

　彼にはそもそもその声が届いていない。

　彼は黒い剣を振り上げ、天音の肉体を乗っ取った『終焉』を見る。

　応じて、『終焉』も『風鳴き』を掲げた。

「今度も、俺おれはおまえを打倒し次へと繋つなごう──『終しゆう焉えん式』」

「今度こそ、わたしがあなたを終わらせてあげる──『待ち人ゴドー』！」

　二人はもう、お互いしか見ていない。

　ここからの主役は自分たちだと言うように、他ほかの全すべてを意識から外す。

　これは二人にとって何十度目かの戦いだった。

『待ち人』は永遠を求めて、手に入らないでいた。

『終焉』は彼を止めようとして、止められずにいた。

「狂え──」

「滅せよ──」

　互いに、『式』を紡ぐ。

「『始し原げんノの風かぜ』」

「『終焉ノ炎』！」

　黒い剣が振り下ろされ、黒い風が吹き荒すさぶ。

『風かぜ鳴なき』が振り下ろされ、黒い炎が荒れ狂う。

　互いの剣から放つ、互いの『式』が、正面からぶつかり合う。

　風は炎を切り裂き、炎は風を焼く。

　二匹の竜が絡み合い天を昇るように、風と炎は混ざり合って空を焼いた。












　さながら、何かの始まりを告げるように。




「かくて、芦あし原はら雪ゆき道みちは舞台を去った。父を持たず、母を持たず、過去を持たず、この世に出現した哀れな青年は、やはり何一つ持たずに舞台を去った」

　赤い空に浮かび、長なが月つき学園のグラウンドを見下ろしてエピメテウスは言った。

　ひどく芝居がかった仕草でシルクハットのつばを持ち上げ、眼下で殺し合う『待ち人ゴドー』と『終しゆう焉えん』を見ていた。

「白々しいよエピメテウス。芦原雪道に過去なんてあるわけないじゃないか。あれは、人の形をしただけの、ただの『式』だ──ボクたちと同じものだ」

　その肩に座る妖よう精せいの姿をした『虚きよ構こう式』の化身──『虚構』は呟つぶやく。

　切り込みのような口を歪ゆがめて、エピメテウスが薄い微笑ほほえみを浮かべた。

「然しかり。そうであるかもしれません、そうでないかもしれません。ですが、消滅の瞬間までに積み上げた過去は確かに芦原雪道としてのものだったのです」

「よく言う。たかが五年、まだ恋の意味すら彼は知らない……まあ、もう、無意味か」

「然り。ここからは『待ち人』と『終焉』の願いの時間。『待ち人』となった彼と、『終焉』となった彼女の願い故ゆえに、私わたしはこの舞台を整えた」

「そして、キミもまた舞台に上がる──本当に、キミはいちいち白々しい」

『虚構』は軽く肩をすくめた。芝居がかって告げるエピメテウスの眼まな差ざしがずっと、グラウンドに倒れ伏している長月瑛えい子こに向けられているのを知っていた。

　エピメテウスが奇跡のようだと評した彼女の胸はまだ微かすかな上下を繰り返していた。剣で胸を貫かれまだ生きている。まるで何かの加護でも彼女にあるようだ。

「なるほど……確かに彼女は奇跡のようかもしれない」

　背中の羽を動かし、『虚構』はエピメテウスの肩からふわりと浮かぶ。

「どちらへ？」

「ボクは傍観者だ。これから舞台に上がるキミの傍そばを離れるだけだ」

「なるほど、ではそのように──おさらばを、我が旧ふるき友よ」

「さようなら、エピメテウス」

　エピメテウスは道化のように大おお仰ぎように身を折り、赤い空に溶けて消える。

『虚構』はまだ、赤い空に浮かんだまま猫──シロコを見下ろしていた。

「エピメテウス……キミは長月瑛子に賭かけた。ボクは傍観者だ。だが、賭けに参加するぐらいの資格はあるだろう。なら、ボクは猫に賭ける」




『待ち人』と『終焉』が、互いの『式』を、互いの武器をぶつけ合う。

　グラウンドの炎は煽あおられ、校舎の瓦が礫れきが吹き飛ぶ。

　瑛えい子こは地面に倒れ伏し、シロコはへたりこんだまま二人の戦いを見ている。逃げるべきだと頭では理解していたが、恐怖でネコミミをぴくりとも動かせない程に硬直していた。

　殺し合う二人の姿に、目を奪われていた。

　芦あし原はら雪ゆき道みちの肉体の中には『待ち人ゴドー』がいて、天あま川かわ天あま音ねの中には『終しゆう焉えん』がいる。

　傍はたで聞いていれば二人の体の中に別のものがいることぐらいは想像がついた。だが、シロコには雪道と天音が殺しあっているようにしか見えない。

「……シロ…………コ」

　不意に、シロコでなければ拾えないほどに細い声が聞こえた。

　黒い剣に貫かれ、胸から赤い血を流して地に伏せた瑛子が黒い瞳ひとみでシロコを見ていた。

　金縛りが解ほどけたように、シロコは瑛子の傍そばに駆けた。

「長なが月つき瑛子、まだ息があったのか！」

　背中に手を回して体を支える。血が流れすぎているだろう肌は、常よりも白く雪を超えて氷のようだった。何度か戦う二人と、瑛子の顔の間で視線を往復させる。

「待っていろ、とりあえず治療を──」

　がしり、瑛子を抱きかかえようとしたシロコの手を瑛子が掴つかんだ。

「ダメ……芦原を……助け、ないと」

　今にも死にそうなほどに白い顔をしているくせに掴む手は奇妙なほどに強かった。

　シロコがオッドアイを見開いて瑛子の黒い瞳を見下ろす。

「おまえ、なにを考えている？　すぐに治療しなければ死ぬぞ」

「芦原を助ける、あの時、みたいに」

　弱く、だがはっきりと瑛子は言った。それはまるで雪道がまだ生きていると確信しているような物言いだった。

『終焉』は芦原雪道は消滅したと言った。果たしてどちらが正しいのだろうか。

　シロコとて、雪道がどうなっているかはわからないが、瑛子の言葉には奇妙な説得力があった。故ゆえにシロコは瑛子に問い返す。

「……あの時とは、いつのことだ長月瑛子。おまえはどんな方法を思いついたんだ」

「猫のオーケストラの……眠る雪道を、私わたしが起こした」

「──ッ！　妖よう精せいを使うのか！　いや、確かに、その手があったか。妖精を使ってご主人さまの心の中に入り込めばあるいは……悪くない。悪くない手だ！」

　興奮にネコミミを激しく動かしながらシロコは言う。しかしすぐに問題点にも気づく。

「…………いや、『式』がない。虚きよ構こう式断片『タイタニア』は失われて」

　ふと、オッドアイはグラウンドに佇たたずむ銀ぎん天てん使しを見た。原げん初しよ演えん算ざん装そう置ち『銀天使』──あの中に『タイタニア』が保存されている可能性は十分にあった。

　そして、もう一つの問題。

「長なが月つき瑛えい子こ、私わたしは外で妖よう精せいを操作する。送り込まれるのはおまえの役目だ」

「……」

「ご主人さまを救えてもおまえは確実に死ぬぞ」

「それでも、構わない」

　瑛子は震える赤い唇を僅わずかに歪ゆがめて微笑ほほえんだ。

　黒い瞳ひとみがシロコのオッドアイをじっ、と見詰めていた。じわりとまた少し黒い剣に貫かれた傷が開き、赤い血が流れて死に近づく。

「芦あし原はらのためなら」

　愛と呼ぶには凄せい絶ぜつが過ぎ、陶酔と呼ぶには献身が過ぎる。

　ひどく純粋に、黒い瞳に意思の輝きを宿して瑛子は命を賭とす。

　悲しいほどに、迷いがなく。

　何よりも、強い。

「長月瑛子、私はご主人さまに大切にされるおまえのことが嫌いだ」

　口元を歪めて、シロコは弱く微笑む。

「嫌いだが、認める……おまえに感謝を──行くぞ長月瑛子！」

　シロコは瑛子を抱きかかえて燃えるグラウンドを駆けた。

　ちら、とオッドアイが少し離れた場所で殺し合う二人を見た。

　黒い剣と『風かぜ鳴なき』がぶつかり合い二つの剣から風と炎が撒まき散ちらされている。

「……必ず、お助けします。ご主人さま」

　シロコは呟つぶやき、瑛子を抱えて銀ぎん天てん使しの中へと入った。

　脚部螺ら旋せん階段を通り、肝臓広間を過ぎて更に上、銀天使の最重要機関──原げん初しよ演えん算ざん装そう置ちが鎮ちん座ざする、銀天使の脳のう髄ずいにまで一気に駆け上がる。

　そこを脳髄神殿と叶かな流るは呼んでいた。

　壁には脳の皺しわを模したような複雑な模様が刻まれ、その中央には磔たつ刑けいに処されたように両腕を広げ瞳を閉じた天使の像が半ばまで埋め込まれていた。

　丁ちよう度ど銀天使を縮小したような像の前に、シロコは瑛子の体を横たえる。

　顔色は青白く血の気が失せ、手近な布で無理矢理塞ふさいだだけの胸の穴からは今もじわじわと血が流れている。

　心臓の鼓動は弱く、今にもその命の灯火ともしびは消えてしまいそうに儚はかない。

「アルバート、おまえの頭脳を借りるぞ。虚きよ構こう式断片のデータをあるだけ出せ！」

　シロコが天使像に向かって叫ぶ。天使像は瞳を開けてシロコを見下ろす。

「久しぶりだね、『全自動オーケストラキヤツトフイーバー』。いいとも、使いたまえ。銀天使と同化したこの身は使われるために存在しているのだから」

　オルゴールのような声で天使像が言った。

　三賢狂トリスメギストス次席『銀ぎん天てん使し』アルバート＝アルバート。

　それが天使像の名前だった。同時に、原げん初しよ演えん算ざん装そう置ち『銀天使』と同化し自由意志を失い銀天使そのものとなってしまった男の名前だった。

　壁面に刻まれた皺しわから髪の毛のように細い糸が無数に伸び、シロコの体に刺さる。

「っつう」

　痺しびれるような痛みと共に、シロコはアルバートを介して『銀天使』と接続した。

　オッドアイを細めて痛みを堪こらえ、『銀天使』に記録された『式』を検索する。目当ての虚きよ構こう式断片──かつてシロコが使った『タイタニア』を探す。

「……くそっ、どういうことだ！　何な故ぜ、記録が残っていない！」

　だんっ。苛いら立だちを隠しもせず、シロコは脳のう髄ずい神殿の床を叩たたく。

　全身に絡んだ糸が揺れ、接触面に痺れるような痛みが走る。

　まるで誰だれかがその行動を予測していたかのように、雪ゆき道みちを救うための賭かけが頓とん挫ざする。

「断片が必要なのかい？」

　不意に、そんな声がした。シロコは思わずそちらを見る。

　いつのまにか、半ばまで壁に埋まった天使像の腕に、妖よう精せいが腰をかけていた。

　かつて妖精使いだったシロコには、それがただの妖精ではないことがわかる。特に、瞳ひとみだ。知性の輝きは普通の妖精にはないものだ。

「……なんだ、おまえは」

　オッドアイをつり上げて睨にらむシロコに、妖精は微笑ほほえんで答える。

「『虚構式』」

　思わずシロコは息を呑のんだ。

「馬ば鹿かな、『虚構式』の本体など観測されたことすら……」

「疑うなら、『銀天使』で解析してみたらどうだい」

「……アルバート。解析を頼む」

「わかったよ、シロコ」

　壁面に刻まれた脳髄を模した皺から一本の糸が伸び、妖精──『虚構式』に刺さる。

　ぶぅぅん、と低い駆動音が妖精の腰掛けた天使像から鳴り、アルバートが告げる。

「シロコ、本当のようだよ。これは『虚構式』だ」

「本物……なのか」

　シロコは信じられないという面おも持もちで『虚構』を眺めていたが、はっ、と気付いたように大きく首を振る。

「今はどうしておまえがここにいるかなんてどうでもいい。使わせて貰もらうぞ」

「使えばいい。ボクがいなければ断片がここにいただけだ。けれど猫」

「なんだ」

「キミ、死ぬよ？」

　あっさりと『虚きよ構こう』は告げる。シロコはふん、と鼻を鳴らし脳のう髄ずい神殿の床に横たえた瑛えい子こに視線を向けた。

「それがどうした──始めるぞ長なが月つき瑛子、アルバート」

　青白い顔の瑛子が僅わずかに頷うなずく。『銀ぎん天てん使し』が駆動する。『虚構式』に突き刺した糸から『銀天使』が『式』の情報を吸い上げ演算を開始する。

「解かいを示せ、原げん初しよ演えん算ざん装そう置ち『銀天使』──」

　脳髄の神殿自体を覆うように、金色の魔法陣が浮かび上がる。

『虚構式』から流れ込む膨大な情報量が次々にアルバートのメモリを食くい潰つぶし直接繋つながっているシロコにまで負担をかける。予想外の情報量の多さにシロコは唇を噛かむ。

「ぐっ……頭、が…………」

「だから、死ぬって言っただろ」

　何でもなさそうに『虚構』は告げる。シロコは　直接脳髄に電流を流されているような苦痛に耐える。オッドアイの奥でぱちぱちと無数の色が弾はじけている。

「うるさい……もう少し、だ」

　ただ雪ゆき道みちを救いたい一心で演算の痛みに耐え、掌てのひらを瑛子の額に当てる。

　精神に作用する妖よう精せいの力を使い、瑛子の意識だけを雪道の意識の中に送り込む。

　かつてシロコは似たようなことをやった。違うのは断片ではなく『虚構式』そのものであるということで、その情報量がシロコ自身を蝕むしばんでいく。

　目の奥で極ごく彩さい色しきの光が爆発する。

　脳髄神殿に描かれた金色の魔法陣が輝きを増し、太陽の中にいるかのように周囲は眩まばゆい光に包み込まれる。光は爆発的に広がり、視界を灼やき尽くす。

「解を示せ、虚構式・境界現象『タイタニア』！」

　ぼんっ。天使像が煙を噴く。

　銀天使の回路が幾つも焼き切れる。

　爆発的に広がった光が消える。

　紡いだ『式』がシロコの掌を介して瑛子の脳髄に潜り込む。

「……成功、した、のか？」

　息を吐ついたのも束の間、シロコは視界が霞かすみ、全身から力が抜けていくのを感じた。

　その時、ずがんと地震のような音がして、銀天使自体が大きく揺れた。

　横たわった瑛子が、全身に力の入らないシロコが大きく転がり壁にぶつかる。

「ぐっ！　なんだ、今度は」

「外部──からの衝撃、だよ、シロ、コ」

　罅ひび割われたオルゴールの声で、アルバートが言った。シロコは即座に『銀天使』の外で戦っている二人のせいだと気付く。どちらかの攻撃が流れ弾のように当たったのだろう。

「まずい、な……くそっ、アルバート、外部スピーカーをオンにしてくれ」

「わかっ、た、よ、シ、ロ、コ」

　外部スピーカーの入る音がして、シロコはオッドアイを細めて息を吸った。

「天あま川かわ天あま音ね！　銀ぎん天てん使しを守れ、長なが月つき瑛えい子こがご主人さまを助けに行った！」

　大声で叫ぶと、喉のどの奥から血がこみ上げてきた。

「…………ああ、くそっ、後は任せたぞ、天川天音、長月──瑛子」

　どうやら限界のようだ。シロコにもそれが理解できた。今の叫びが果たして天川天音に届いたかどうかすらわからない。それでも後は二人に任せるしかなかった。

　壁にもたれるようにして、シロコは静かに目を閉じ息を引き取った。

　そして、『銀天使』の脳のう髄ずい神殿に残ったのは『虚きよ構こう』だけだった。

『虚構』は刺さった糸を引きちぎり、光の粒つぶを撒まきながら背中の羽でふわりと飛ぶ。

　意識を失い、瑛子の隣に倒れ伏したシロコを一いち瞥べつし、銀天使の外へと消えていった。




　シロコの叫びが燃えるグラウンドに響き渡るその瞬間も、『待ち人ゴドー』と『終しゆう焉えん』は剣を交わしていた。風と炎がぶつかり合う余波で、グラウンドには無数の亀き裂れつが走っていた。

『待ち人』に傷はなく、『終焉』──天音の体には瑞みず佳かとの戦いで負った傷がそのままだ。痛みを無視して動いているようだったが、呼吸は荒く明らかに劣勢だった。傷だらけで血を流しすぎた天音の体には『風かぜ鳴なき』がひどく重たい。

『終焉』に肉体の主導権を乗っ取られた天音は、半ば夢の中にあるような気持ちで二人の戦いを見て、シロコの叫びを聞いて──急速に意識が覚かく醒せいする。

「──ッ！」

『終焉』が大きく跳び退すさり、『待ち人』から距離を取る。

「……天川天音。なんてしぶとい」

「うるさいわね。人の体勝手に乗っとっておいて」

　肉体の主導権が五ご分ぶで拮きつ抗こうしているのだろう、二人の言葉はともに声に出ていた。まるで一人芝居でもしているようだった。

「代償を払ってもらうと言った筈はずよ」

「払うわよ。でも、わたしのやり方で払わせて」

「あなたの？」

「わたしは瑛子を信じる。瑛子ならきっと、雪ゆき道みちを助けてくれる。だからあんたの力を貸して──わたしは、雪道を失いたくない」

　諦あきらめてしまうには、天音と雪道の間に優しい思い出が多すぎた。シロコの言葉が天音の希望になった。希望があれば、立ち上がれた。

　天あま音ねと、『終しゆう焉えん』と、二人の意思を宿して金色の瞳ひとみは『待ち人ゴドー』を見る。

　黒い剣を手に、『待ち人』もまたこちらを見ていた。

「…………そう、いいわ、天あま川かわ天音。あなたに、いえ、長なが月つき瑛えい子こに賭かけましょう。わたしとあなたには出来ないことを、彼女ならばやるかもしれない」

『終焉』が目ま蓋ぶたを閉じる。次に瞳を開けた時には肉体の主導権が天音に戻っていた。

「ありがと」

　呟つぶやく天音の全身に『終焉』の力が満ちる。戦いで負った幾つもの傷が塞ふさがる。

　天音は黒い炎を灯ともした『風かぜ鳴なき』を手に、『待ち人』と対たい峙じする。

　燃える炎に照らされ空は赤く、大地に落ちる影は暗く。

　長いツーテールを炎が起こす風になびかせて、制服姿の細い体に強い風を浴びて、小さな手には不似合いなほどに無骨な大剣を握って天音は立つ。

「次の相手は、貴様か。どいつもこいつも、何な故ぜ俺おれの前に立たち塞ふさがる」

　赤い瞳で天音を見て、『待ち人』が呟いた。

「……雪ゆき道みち」

　その姿があまりにも雪道そのままで、その声は雪道にはない冷たさで、天音の胸は締め付けられるように痛んだ。

「何故、泣いている」

　赤い瞳の『待ち人』が問うた。

　天音の金色の瞳からはぼろぼろと大おお粒つぶの涙が零こぼれ細い肩は震えていた。

「『俺』のために泣くのか、それとも、『おれ』のために泣いているのか」

　ふっ、と、彼は微笑ほほえむ。

「哀れな」

　雪道が時折見せたように優しく微笑んだ。

　その微笑みはあまりにも似ていて天音はひどく寂しかった。

　涙を拭ぬぐい、天音は黒い炎の灯る『風鳴き』を上段に振り上げる。

「可哀かわい想そうなのは……あんたでしょ」

　咽むせび泣なくように剣が鳴き、天音はぽつりと呟いて駆けだした。

「俺が、哀れだと？」

　顔を歪ゆがめて、『待ち人』は応じるように剣を掲げた。




　瑛子は長月学園の前にいた。雪道の心の中にある象徴としての長月学園だ。

　青空の下の見慣れた学園に、しかし人の影はなく、どこか、死の匂においがした。

　見慣れたブレザー姿の瑛子はじっ、と長月学園の校舎を見る。

　誰だれも居ない学園はまるで、墓石のようだった。

　長い黒髪をなびかせ瑛えい子こは校舎に入る。

　誰だれも居ない廊下を進み、階段を上り、屋上のドアを開いた。

　果たしてそこに、雪ゆき道みちがいた。青空の下で柵さくにもたれるようにして眠っていた。

　思わず瑛子の口元に笑みが零こぼれる。

「芦あし原はら……助けに来た」

　そう呟つぶやいた彼女の前に、虚こ空くうから浮かび上がるようにエピメテウスが立たち塞ふさがる。

　全身に包帯を巻いたタキシード姿の奇妙な男──エピメテウスを名乗る願望の『式』がステッキを手に瑛子の行く手を阻む。

「長なが月つき瑛子、あなたはまさしく奇跡のような存在です。ただの人間の身でありながら、その意思は誰よりも強く現象となったこの私わたしをも凌りよう駕がする」

　ありもしない目元を隠すようにエピメテウスはシルクハットのつばを掴つかんで押し下げて、切り込みのような口に薄い笑みを浮かべた。

　瑛子は眉まゆ根ねを寄せて、不信そうにエピメテウスを睨にらむ。

「……どうでもいい。そこをどいて」

「否いな、まだ退くわけにはいかないのです」

　ぱちん、エピメテウスが指を鳴らす。

　いきなり瑛子の胸に、穴が開いた。黒い剣で貫かれた傷と同じ位置にだ。

「なにっ、これ……」

　黒い瞳ひとみを見開いて、瑛子は傷口を押さえた。穴からは血の一滴も流れていないくせに、その痛みだけは本物だった。思わず、瑛子は屋上に膝ひざを突いた。

「あなたの肉体が負った傷の痛みを思い出してもらったに過ぎません。実際、あなたはいつ死んでもおかしくはなかった。否、既すでに半ば以上死んでいる」

　こつこつとステッキで屋上の床を突きながら、エピメテウスは瑛子に近寄る。

　膝を突いたまま、瑛子が黒い瞳でエピメテウスを見上げる。

　白手袋に包まれた手を、エピメテウスは差し出していた。

　何な故ぜか、瑛子はその手から目が逸そらせない。

「我が手を取りなさい長月瑛子──希望たる私はあなたの願いを叶かなえましょう」

「……私の、願い」

　脳裏に過よぎるのは雪道の顔で……そして、まだ果たしていない約束──告白の想おもい。

　次いで天あま音ねやシロコと過ごした日々が浮かび、瑛子は微かすかな笑みを浮かべた。

「嫌」

　彼女は手を取らなかった。

　胸に開いた穴を押さえ、歯を食い縛り痛みを堪こらえて瑛子は立ち上がる。

「与えられる幸福に興味はない」

　傷ついていながらも、その声は堂々としたものだった。

「そこをどきなさい、私わたしは芦あし原はらと戻る」

　ひどく凛りんとした声が、屋上に響き柵さくにもたれて眠る雪ゆき道みちの目ま蓋ぶたがぴくりと動いた。

「素晴らしい──長なが月つき瑛えい子こ。あなたならば、この私の願いを果たせるかもしれない」

　初めて、エピメテウスの声に生の感情が篭こもっていたように思えた。

「あなたの、願い？」

　瑛子が問うた。

　エピメテウスは皮肉気げに口元を歪ゆがめ、ステッキを剣のように突きつける。

「希望を拒む者よ、運命を変える者よ、未来を恐れぬならばいざ進みたまえ」

「……」

　エピメテウスの手にあるのはただのステッキなのに、鋭い刃やいばを突きつけられているような圧迫感を瑛子は覚える。胸に開いた穴の痛みが増す。

「未来なんて……私は、怖く、ない」

　瑛子は歯を食い縛り、一歩ずつ柵にもたれて眠る雪道に向かって進む。

　阻むエピメテウスをじっ、と黒い瞳ひとみで見詰めて逸そらさない。

　ステッキが瑛子の体に触れる。

　だが瑛子の歩みは止まらない。互いに別の次元に存在しているかのようにエピメテウスと瑛子の体はすり抜け、通り過ぎる。

　エピメテウスはステッキを突きつけたまま、瑛子はただ前に進み二人はすれ違った。

　瑛子は振り向かない。

　見ているのは屋上の柵にもたれて眠る雪道だけだ。

　からん、と、背はい後ごでステッキが落ちる音がした。

「やはり……あなただ。あなたならば、この私の願いを、叶かなえられる」

　言葉に交ざって、瑛子は包帯が解ほどけるような音を背中に聞いていた。

　くつくつと、喉のどの奥を鳴らすような声でエピメテウスが笑う。

「『待ち人ゴドー』は私に『永遠式』を願った。『終しゆう焉えん式』は『待ち人』を救いたいと願った。二人の願いは対立し、戦い続けた──私は」

　包帯が解ける音は止まらず、エピメテウスの声は蝋ろう燭そくが燃え尽きるように薄れていく。

「『願望式』となる以前の私は、旧ふるき友を、救いたかった……長月瑛子、私は身勝手にも願いましょう。あなたならば芦原雪道を救える、そして我々を終わらせてくれる」

　祈りか、それとも懺ざん悔げだったのか、エピメテウスの言葉はそれで途と絶だえた。

「……勝手な人」

　ぽつりと、瑛子は呟つぶやいた。胸の傷はいつのまにか塞ふさがっていた。

　瑛子は結局、一度も振り返らなかった。奇妙にエピメテウスの言葉は頭に残った。

　そして、青空の下で屋上の柵さくにもたれ死んだように眠る雪ゆき道みちの前に瑛えい子こは立つ。

　長い黒髪を一度かき上げて、黒い瞳ひとみでじっと見詰めて、そっと、膝ひざをつく。

「芦あし原はら」

　鼓動が聞こえそうなほど近付いて、雪道の寝顔を見詰めて身を寄せる。

　寄り添っているように、抱き合っているように二人は見える。

「ねえ、芦原。みんな、あなたのために、頑張ってるよ」

　白い手を添え、口付けができそうなほどにすぐ傍そばで瑛子はそっと囁ささやく。

「だから……目を覚まして」

　黒い瞳はどこまでも優しく、信頼と情愛に満ちている。

　口付けはない。

　寄り添い囁くだけ。

　瑛子はまだ想おもいを告げていないから、そこで立ち止まる。

「芦原の、バァカ」

　それでも瑛子の声は雪道に届いて、ゆっくりと、その目が開いた。

「瑛子？」

　燃えるような赤ではない、雪道の黒い瞳がそこにあった。












　その時、現実の世界で、銀ぎん天てん使しの中で、シロコが横たわる脳のう髄ずい神殿の中で、

　瑛えい子こが静かに微笑み、そして死にゆく。

　同じ赤い空の下で、『虚きよ構こう』がエピメテウスの消滅を知る。

「長なが月つき瑛子……果たして、彼女が『待ち人ゴドー』と『終しゆう焉えん』の運命を変えてくれたのか」

　見下ろす『虚構』の視線の先では、『終焉』の助力を得た天あま音ねが『待ち人』と今もなお戦い続けていた。

　銀天使を背負うように立ち、天音は『待ち人』を相手に『風かぜ鳴なき』を振るう。

『待ち人』の黒い剣は『風鳴き』を受け止め、刃やいばを翻ひるがえし反撃に移る。

　天音の金色の瞳ひとみが輝く。剣の下を潜くぐり、天音はさらに踏ふみ込みなぎ払う。

「っ、やぁあ！」

　黒い剣を避よけきれず頬ほおを掠かすめて傷を負う。

　だが、天音は止まらない。自らが傷つくことを厭いとわず前に出る。

　悲しいかな、それでも、『待ち人』は天音の一歩先を行く。

　二千年と十数年、埋め難がたい経験の差があった。

　天音のなぎ払いを『待ち人』は紙一重で見切って回避する。

「……貴様は、何だ？　何な故ぜ、俺おれの前に立たち塞ふさがる」

　ひどく、奇妙なものを見るように天音を見ていた。赤い瞳は戦いの最さ中なかとは思えないほどに静かだったが、その奥にあるのは救いがたい妄もう執しゆうでしかない。

「立ち塞がるに決まってるわよ。わたしはね、雪ゆき道みちを助けたいの」

　答えて、『風鳴き』の柄つかを握る手に力を込めなおした。

　『終焉』が天音に力を注いでいるため体力的には問題がない。だが、精神的には消耗は激しい。額には汗が滲にじみ、呼吸は乱れている。

「助けてどうする。無意味だ。やがて消える。『永遠』ではないなら全すべては無価値だ」

「わたしは永遠じゃないけど、今までの人生が無駄だったなんて思わないわ」

「やがて消えるものに価値などない。故ゆえに俺は『永遠』を目指す。いつか『永遠』に辿たどり着つくために。繰り返す──何故お前は、やがて消えるものに価値を見出す」

　全てを否定するような言葉だった。天音はひどく悲しいものを見るような視線を向ける。

「あんた……友だちとか、恋人とか、家族とか、いなかったの？」

「…………忘れた」

　ぽつりと、『待ち人』は呟つぶやく。

「そんなものは忘れた。消え去るものに価値などない」

　煉れん獄ごくのような赤い瞳がぎらりと輝き、『待ち人』は黒い剣を掲げる。

　天音もまた『風鳴き』を掲げた。

「狂え──」

「滅せよ──」

　互いに、『式』を紡ぐ。

「『始し原げんノの風かぜ』」

「『終しゆう焉えんノ炎』！」

　炎と風の剣が振り下ろされ、紡いだ『式』が放たれる。

　風と炎はぶつかり合い相そう殺さいし、その余波を周囲に撒まき散ちらす。

　地面が罅ひび割われ細かい破片が土ぼこりのように巻き上がり二人の視界を隠す。

　視界が戻ると同時に、天あま音ねは上段に構えて駆ける。

『待ち人ゴドー』もまた低く構えて駆けた。

「はぁああああああ！」

「ふっ──！」

　ぎぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいん！

　叩たたき付けるような上方からの斬ざん撃げきと掬すくい上げるような下方からの斬撃が激突する。

　金色の瞳ひとみで『待ち人』を、赤い瞳が天音を見据えて睨にらみ合う。

　鍔つば迫せる二つの刃やいば。状況は僅わずかに天音が優勢か、『待ち人』は力負けしているようだ。

「これで、どう！」

　好機と見て、天音は全身に力を込めた。力任せに押おし潰つぶす。

　ふわりと、急に手ごたえが消えた。天音は前につんのめる。

「なっ！」

　押されていると見せかけて、下がり『待ち人』は天音を罠わなにかけた。

　天音の体勢が崩れ、長いツーテールがなびき、迎え撃つような必殺の突きが迫る。

　死んだ、天音は思う。避よけ切れないと悟りながらも身を捩よじる。

　相手が剣を止めでもしない限り、この斬撃は避けられない。

「雪ゆき道みち──」

　思わず、天音は名前を呼んでいた。

　天音の首に剣が触れる、赤い血が僅かに流れる。

　皮一枚、天音の白い首筋に薄く傷を残して、剣が止まっていた。

「……あれ？」

　ぺたん、と、尻しり餅もちを突いた天音は急に動かなくなった『待ち人』を見上げる。

「──貴様」

　顔を歪ゆがめて、呻うめくように『待ち人』が呟つぶやいた。

　瞬間、『待ち人』の足元から凄すさまじい勢いで黒い風が吹いた。

　誰だれかの叫びのような猛烈な風が、天音の視界を覆う。




「貴様、まだ──」

「生憎あいにく、叩たたき起おこされてな！」




「……この、声！」

　天あま音ねの胸が高鳴る。

　黒い風が晴れたとき、そこには天音の思ったとおりの姿があった。

『待ち人ゴドー』から天音を庇かばうように雪ゆき道みちが立っていた。

　その背中を見るだけで、金色の瞳ひとみが潤んで天音は泣きそうになる。

「雪道」

「悪い、助かったよ」

　首だけで振り向いて、少し申し訳なさそうに微笑ほほえんだ。

「……バァカ」

　それだけで、幸せな気持ちになってしまって全身から力が抜ける。

「天あま川かわ、剣を──」

「……天音」

　唇を尖とがらせて拗すねたように天音は言う。

「天川？」

「名前で呼んでよ。シロコも瑛えい子こも名前なのに、わたしだけずっと名みよう字じなんだもん」

「天音、おれに剣を貸してくれ！」

「うんっ！」

　刀身を掴つかんで、天音が剣の柄つかを差し出す。

　雪道はその柄を握り天音から『風かぜ鳴なき』を受け取り『待ち人』へ向ける。

　同じ顔と同じ体の二人が対たい峙じする。

　黒い瞳と赤い瞳、『風鳴き』と黒い剣──二人の差はそれだけだった。

「さあ。おれと決着をつけようぜ」

「何な故ぜ、俺おれの邪魔をする」

「逆だ。これから、おまえは、おれの邪魔をする」

　雪道の言葉に『待ち人』は眉まゆ根ねを寄せた。

　だがすぐに何かに気付いたようだった。

「貴様──『永遠式』で時間を巻き戻すつもりか」

「さすが、おれと同じ顔してるだけあるな」

「力を使い果たせば、貴様も消えるぞ」

「安いもんだよ。おれの命一つで、おまえのために死んだ人を救えるならな」

　そう言った雪道の脳裏には、彼を起こすために命を賭とした瑛子の顔が浮かんでいる。

　本当のことを言ってしまえば、

「安いもんだ……瑛えい子こを、救えるなら」

　それが一番の望みだ。

　たとえ雪ゆき道みちが消えてしまっても、天あま音ねとシロコが瑛子の傍そばにいてくれる。

「……俺おれは」

　初めて、『待ち人ゴドー』に揺らぎが見えた。

　最初は雪道のように、誰だれかのために『永遠』を望んだような気がした。

　だがそれはすぐにも消える。

「消えるものに価値などない。俺はいつか、『永遠』に辿たどり着つく」

　赤い瞳ひとみがぎらりと輝く。そこにいるのは妄もう執しゆうに囚とらわれた『待ち人』でしかない。

　互いにこれ以上、語ることなどなかった。

　剣を構え、互いを目指して走り出した。

「っらああ！」

「──おおおっ！」

　雪道が、そして『待ち人』が吼ほえる。

　黒の瞳が赤い瞳を睨にらみ、赤い瞳は黒の瞳を睨む。

　二つの剣が二つの軌跡を描いて迫る。

　守ることなど考えない、ただ、刃やいばをもって互いを貫く。

　雪道は『待ち人』を貫きながら貫かれ、『待ち人』は雪道を貫きながら貫かれる。

「狂え──『始し原げんノの風かぜ』！」

　互いを貫き合って、互いに『式』を放つ。

　剣を介して力を注ぎ、二人の周囲には黒い風が吹き荒れる。

　赤い空から見下ろす『虚きよ構こう』も、暗い大地に座り込んで見守る天音も、黒い風に遮さえぎられて二人の姿を見ることは出来ない。

　それどころか、そこにいれば吹き飛ばされかねないほどに黒い風の勢いは激しい。

　それほどに激しい風の中央で、雪道と『待ち人』は剣をぶつけて鍔つば迫せり合う。

　一つから分かれた二人の力は互角で、鍔迫り合う二つの刃越しに睨み合う。

　だが、押しているのは雪道だった。

「何な故ぜ、だ……何故、俺が貴様に！」

「悪いな、おれには天音がいる。瑛子がいる。シロコがいる。」

　歯を食い縛り、雪道は『風かぜ鳴なき』を握る手に力を込めてさらに押す！

「貴様は、何を──」

「おまえは一人だ『待ち人』！　失われるものを否定し永遠を望んでひとりぼっちだ！」

「そうだ、それがどうした。『永遠』にこそ価値がある！」

「ああ、そうか、じゃあおまえはどうして『永遠』を望んだ！」

「……どうして、だと？」

　欲した理由は確かにあったはずなのだ。だが煉れん獄ごくのような赤い瞳ひとみにそれはない。それすらも失われるものに過ぎず消えてしまった。

　そして、『待ち人ゴドー』自身も雪ゆき道みちの力に飲み込まれ、姿が薄れていく。

「俺おれは……何が、欲しかった」

『永遠』という妄もう執しゆうに囚とらわれた『待ち人』は消え行く。

　消え行く彼の脳裏に浮かんだのが、ずっと昔の旧ふるい旧い友の姿だった。




　そして、戦いは終わった。

　二人を中心に吹き荒れていた黒い風が収まり、妖よう精せいと天あま音ねは視界を取り戻す。

『待ち人』の死に呼応するように天音の内に宿っていた『終しゆう焉えん』も消えようとしていた。

「ありがとう──彼を、終わらせてくれて」

　天音に呟つぶやいて、『終焉』が消える。




　暗い地面に雪道は倒れる。

『待ち人』に貫かれた深い傷と、何より、『待ち人』を倒すために力を使いすぎた。

「まだ……だ、最後の仕事が」

　遠くなる意識を、無理矢理に繋つなぎ止める。

「……雪道」

　戦いが終わり、天音が雪道の傍そばに立ち見下ろしていた。

　雪道は天音の姿を焼き付けるようにじっと見上げた。

　長いツーテールが風になびき、着ているブレザーはあちこちが裂けている。いくつも体に傷を負っている。

　金色の目から、大おお粒つぶの涙がぼろぼろと零こぼれている。

　雪道のために泣いてくれているのだろうか。

　思えば、最近は天音を泣かせてばかりいる気がする。

「泣くなよ、天音」

「バァカ」

　泣きながら、天音が笑ってくれた。

　それだけで妙に満足だった。

　雪道は微笑ほほえむ。

「『始し原げんノの風かぜ』よ吹け、そして、全すべての傷を拭ぬぐえ」

　残った全ての力を使い、

　時を、巻き戻す。

「……さよなら」

　ぽつりと、雪ゆき道みちは呟つぶやいた。




　時が巻き戻る。

　巻き戻る時の中で、最後に残った『虚きよ構こう』は妖よう精せい姿で雪道の前に舞まい降りる。

　巻き戻る時間の中で動けるのは妖精と雪道だけ。

　雪道は消えそうな意識を意思だけで支えてその妖精を見る。

「ありがとう、ボクの友だちを救ってくれて」

　妖精は告げる。

「……別に、おまえらのためじゃねえよ」

「それでもボクはキミたちに感謝しよう」

　彼は『永遠』から解放された。

　彼を救おうとした彼女は解放された。

　エピメテウスですらその役割から解き放たれた。

　誰だれかのために『式』になって、何もかもを間違えてしまった彼らは救われた。

「傍観者でしかなかったボクには救えぬ旧ふるき友を、キミたちが救ってくれた」

　時間は巻き戻る。雪道は力を失っていく。

「最期にせめて、キミたちのためにボクは力を貸したい──キミは最期に何を望む」

「ああ、それなら」

　掠かすれる声で雪道は答え、今にも閉じてしまいそうな瞳ひとみで天あま音ねを見た。

　巻き戻る時間に干渉できず、ただ泣きながら微笑ほほえんだまま立っている天音を見た。

「……あいつがもう、二度と、剣を振らなくていいように、してやってくれ」

　震える唇はどうしようもなく細く、だが強く意思を伝える。

　妖精は静かに頷うなずいた。

「ありがとよ……やっぱり、天音は戦いに向いてないと、思ってたんだ」

「そうだね、彼女には戦士としての才能はなかった。あまりにも普通で、まともすぎた」

「だよ、な。あいつは、普通の女の子が、一番、似合っている」

　瞳に焼き付けるように雪道はもう一度天音を見て、力尽きたように目を閉じた。

「キミたちは最期まで、自分ではない誰かのために何かをするんだね」

　優しく微笑んで『虚構』は雪道と、そして天音を見る。

『待ち人ゴドー』と『終しゆう焉えん』を見届けるために出現させた無数の妖精──断片を『虚構』は呼ぶ。

　巻き戻る時間の中で、無数の妖精が世界中で空を舞い、高きを目指す。

　雲を越えて、青い空を越えて、重力の鎖に囚とらわれぬ妖精はさらに高く飛ぶ。

　昇る妖よう精せいの零こぼす光の粒つぶは輝く雪のように降り注ぐ。

　全すべての妖精を高い空へと飛ばしながら、『虚きよ構こう』だけは時を巻き戻す雪ゆき道みちとその傍そばに立つ天あま音ねの姿を見ていた。

『待ち人ゴドー』の破壊によって炎で赤く照らされた空も、暗い大地も、崩れた家々も死んだ全ての人々も巻き戻る時間が蘇らせる。

　雪道が拭ぬぐう全ての傷の上にも、妖精の零す光の粒は降り注ぐ。

　そして妖精たちは、この星の外にまで飛び出した。

　光の粒はこの星の全てに降り注ぐ。

　そして降り注いだ光の粒が、一つの魔法陣を描く。

「ならばボクは『虚構』の海へと還かえそう、我らが過あやまちを、我らが罪を、我らが願いと望みの全てを──そして、ボクたち四人に確かにあった友情を」

『虚構』は呟つぶやく。

　星を覆う魔法陣は眩まばゆい輝きを発し、星に生きる全てのものを包み込み、

　時の巻き戻りが終わると共にその姿を消した。

　ひどく静かに、『式』にまつわる全ては終わった。





終章　彼女たちの告白と彼の未来




「おい、起きたまえよ雪道クン」

　そんな声に雪道は意識を取り戻して、目を開けた。

「お目覚めかい？」

「…………」

　雪道の顔を覗のぞき込こむ二人がいた。

　癖くせの強い髪を無む造ぞう作さにまとめた白衣の女。飾り気のない眼鏡めがねをかけ、白衣の下のカットジーンズから覗いた脚には蛇へびのペイントがある。

　もう一人は恐ろしく気配が希薄で、顔立ちは整っているくせに表情がなく、エメラルドグリーンの改造メイド服を纏まとっていた。

「御み堂どう……叶かな流るに、瑞みず佳か──ッ！」

　反射的に飛び起き、右手を虚こ空くうに掲げ黒い風を──

「………………あれ？」

　黒い風を呼ぶ言葉が思い出せず硬直する。

「ふん、キミも思い出せないか。これはどうやら全滅のようだな。御み堂どう叶かな流るも『式』が思い出せない。妹の瑞みず佳かも、『領域』も同じだ。まるで世界中の人間から『式』に関する記憶が消えてしまったみたいじゃあないか」

「あ──ああ」

　雪ゆき道みちは最期に『虚きよ構こう』と交わした言葉を思い出す。なるほど、確かにこれなら天あま音ねはもう戦う必要もない──全すべてが嘘うそであったように、忘れられてしまったなら。

　少し落ち着いた雪道は、周囲を見た。

　時刻は夜で、空には僅わずかな月と星が輝き、柔やわらかな夜風に乗ってフォークダンスの音楽が流れてくる。

　グラウンドの中央では煌こう々こうと燃える炎とそれを囲む長なが月つき学園の生徒たちがいた。

「……後夜祭？」

「そのようだね」

　叶流は軽く肩をすくめた。妙に晴れ晴れとしたような顔つきだった。

「さて、『式』がないならこんな世界に未練はない。御堂叶流は行くとしよう」

　もう用はないとばかりに叶流は背中を向け、静かに瑞佳が隣に並ぶ。

「おい……おまえ、まさか、死ぬ気か？」

「そんな無意味なことをするわけないだろ。隠いん居きよして瑞佳といちゃいちゃしながら暮らすだけだよ」

　首だけ振り向いて、叶流が答えた。

「………………ああ、そう」

　気が抜けて、ため息を吐ついた。憎んで殺しあった敵だというのに……いや、敵だったからこそか、全てぶつけ合ってしまって、今は不思議と何も感じない。

「さようなら雪道クン。キミもキミが会いたい人のところに行きたまえ──行くぞ瑞佳」

「はい、姉さま。姉さまとならば、どこまでも」

　返事も待たず、白衣の裾すそを翻ひるがえして御堂叶流が去っていく。

　忠実な妹は夜目にも鮮やかなエメラルドグリーンの改造メイド服を揺らしてその後に続く。雪道は二人の姿を最後まで見送らず、長月学園の校舎へと向かって歩く。

「……約束、守れそうだな」

　全てが終わったら、天音と瑛えい子この話を聞くと約束していた。

　それを果たしに行こう。




　燃える炎と踊る生徒たちを横目に雪道はグラウンドを横切った。

　炎の傍そばにいた褐かつ色しよくの肌の美女（鹿しか沼ぬまだ、雪道は知らない）が雪道を見て微笑ほほえんでいた。

　暗く静かな校舎へと入り、雪ゆき道みちは屋上へ向かう廊下を進む。すると、

「ゆっきみちにゃーん！」

　いきなり横合いからシロコが突進してきた。タックルよろしく勢いよく突っ込んできてそのまま腰に手を回すようにして抱きついてくる。

「シ、シロコ！　って、うわ、おい、あぶねえよ！」

　危うく押し倒されかけた雪道は、ふらつきながら、何とかバランスをとる。

　オッドアイをきらきらと輝かせて、長なが月つき学園の制服にいつものネコミミ帽子を被かぶって耳をぴこぴこと動かしている。

　あんまりにも見慣れた姿に、雪道は妙にほっとする。

「あー、でもよかった。おまえも無事だったんだな」

「いやー、一回死にましたにゃーよ」

「軽っ！　もうちょっと喜んだりなんだりしろよ」

　ふっ、とシロコは大人びた微笑ほほえみを浮かべた。

「今にも泣いてしまいたいぐらい、嬉うれしいです。ご主人さま」

「……シロコ」

　優しく微笑んで、雪道はシロコを撫なでる。

　気持ち良さそうにオッドアイを細めてシロコは喉のどを鳴らす。

　雪道はしばらくそうして、そっと手を離す。

「続きは今度な。屋上で瑛えい子こを待たせてるんだ」

「むー、不満ですが、今回は譲りますにゃ」

　頬ほおを膨らませて拗すねたような顔をしながらも、シロコは身を引いた。

「悪いな」

　雪道は再び歩き出す。




　屋上へ続くドアの前に天あま音ねがいた。

　何な故ぜか頭を抱えてしゃがみ込んでいた。雪道の側からでは顔が見えなかった。

「うわー、どうしよう。冷静になったらわたし凄すごく嫌な子じゃない？　なんかこう、瑛子が知らないのをいいことに抜け駆けする気が満々でした、みたいな」

「……何の話だ？」

「いや、あれよ。全部終わったら話したい事があるって言ったじゃない」

「ああ、覚えてる覚えてる。そういや、言いたいことってなんだったんだ？」

「うん、実は──」

　ぴしりと、天音が固まった。

　ぎぎぎぎぎぎと、錆さびたような動きで天音が振り返る。

　金色の瞳ひとみに長いツーテール、長なが月つき学園のブレザー姿の天あま音ねは、しゃがみ込んだまま雪ゆき道みちを見上げてあんぐりと口を開けた。

「雪道？」

「そうだけど？」

　いきなり、天音の顔が真っ赤になった。

「ど、どうした天音！　なんだ、突然風か邪ぜでも引いたのか！」

「あま、あま、今、なま、名前で」

「いや、おまえが名前で呼べって」

「そ、そうだけど、あれはなんていうか、多分最後だろうから大胆になった感じで」

　腰でも抜かしたみたいにぺたりと座り込んだまま、天音はわたわたと両腕を振る。

　何をそんなに照れているのかと思うぐらいに顔はどんどん赤くなる。

「名みよう字じの方がいいなら、名字に戻すぞ？」

「そ、そうじゃなくて、えっその、生きてて嬉うれしい！」

「ああ」

　雪道は柔やわく笑って、天音の緊張を解ほぐすように身を屈かがめて優しく頭を撫なでた。

「おれも、天音にもう一度会えて嬉しいよ」

「はうはうはうはうはう」

　結果、天音はますます緊張してパニックを起こした。

　バネでも弾むように立ち上がり、

「す、好きです！」

　言っちゃった。

「おれも天音のことは好きだよ」

　あっさりと雪道は答えた。

「え？　あれ？　えっと、じゃあその瑛──」

「じゃ、悪いけどそこどいてくれるか？　瑛えい子こが屋上で待ってるんで」

　雪道はまったく悪気のない笑顔で天音に告げる。

　がっくりと肩を落とした天音は、力なく道を譲る。

　バカと罵ののしって蹴ける気にもならなかった。

「……ラブとライクね、うん、そうよね。雪道だもんね」

「ラブとライク？」

　いまいち意味がわからないと首を傾かしげたが、天音は何な故ぜか妙にへこんでいるので答えてくれそうになかった。

「ま、後でいいか」

　雪道は屋上のドアを開ける。




　やっと、瑛えい子こと再会した。

　夜の屋上で、柔やわい夜風を浴びて瑛子が待っていた。

　淡い月と星の明かりが瑛子の白い肌を照らし、長い黒髪は夜風に揺れる。

　黒い瞳ひとみはじっ、と雪ゆき道みちを見詰めて、赤い唇を綻ほころばせて微笑ほほえんでいた。

　雪道は瑛子の前まで進んで言う。

「悪い。待たせた」

「うん。待った」

　なんということのないやり取りに、どちらからともなく少し笑う。

「じゃあ、聞かせてもらえるか。あの時の続きを」

「うん、聞いて芦あし原はら」

　すっ、と瑛子が一歩前に出る。一歩分だけ二人の距離が近付く。

　鼓動を抑えるように右手を胸に当てて、少し照れたように頬ほおを赤く染める。

「私わたしね、ずっと」

　少し潤んだ黒い瞳に月の光を映して、上目遣いに雪道の顔を見詰める。

「芦原……ううん、雪道のことがね」

　さらに、もう一歩。

　押さえていても鼓動が聞こえそうなくらいに近付いて、瑛子は想おもいを告げる。

「好きです」

「今更何言ってんだよ、おれも瑛子のことが──」

　天あま音ねのときと同じように答えようとする雪道の口を、瑛子が塞ふさいだ。

　雪道の首に両腕を回して、少し背伸びをしてキスをした。

「──ッ！」

　驚きのあまり雪道は目を見開いて間ま近ぢかにある瑛子の顔を見下ろす。

　瞳を閉じて頬を赤く染めた瑛子の顔は間違いなくすぐ傍そばにあって、瑛子の唇が触れていて瑛子の吐息を感じていた。

　混乱する脳に、長い黒髪から香る夏の花の匂においが強く焼きついて離れない。

　鼓動が幾十か打った後、そっと瑛子が唇を離して、

「あなたが好きです」

　もう一度、告げた。

　雪道とてこの好きの意味がわからないほどに朴ぼく念ねん仁じんではない。

　正しく理解したからこそ、どう返事をすればいいのかわからない。

　思い出したように心臓の鼓動が激しくなる。

　顔が真っ赤になって、代わりに頭は真っ白になる。

「おれ、は」

　それでも何かを答えようとしたその時──

「ゆっきみちにゃーん、ぱーとつー！」

　何かいきなりシロコの声がした。

　どんな手品を使ったのか、転落防止用の柵さくの上からシロコが降ってきた。

（種を明かせば、雪ゆき道みちと別れた後に外壁をよじ登って盗み聞きしていただけだ）

　狙ねらい違たがわず雪道に抱きついたシロコはオッドアイを悪戯いたずらっぽく輝かせ言う。

「やっぱり長なが月つき瑛えい子こに渡すのはむかつくので、ここでにゃーも告白しちゃいますにゃ」

「はい？」

「愛しています、ご主人さま」

　不意に大人びた口調と笑みを浮かべ、シロコもまた瑛子のように長い口付けをする。

「え？　え？　え？　なにこれ？　どうなってんの？」

　口付けを終えたシロコがぴょいと雪道から離れるが、雪道はひたすらに混乱して瑛子とシロコの顔を交互に見る。

　ばたんと屋上のドアが開いて、駄目押しがやって来た。

「ああもう、こうなりゃ自や棄けよ」

　顔を真っ赤にした天あま音ねが、ツーテールをなびかせ物もの凄すごい勢いで走ってくる。

　やべえ蹴けられる！

　本能的に雪道は思うが、その予想は盛大に外れた。

　雪道の胸に飛び込んだ天音は、首筋に両腕を回して、金色の目に軽く涙を浮かべて耳が痛くなりそうなぐらいの大声で叫ぶ。

「わたしね、雪道が好き！　どうしようもないぐらいに好き！」

　そのまま問答無用に、勢いよくキスをした。天音の唇はとても柔やわらかくて、ミルクのようないい匂においがして、歯がぶつかって少し痛かった。

　もうなんだかわけがわからなかった。

　天音が離れて混乱の極致に達した雪道は今度は三人の顔を順じゆん繰ぐりに見る。

　そして肝心の三人は雪道を余よ所そに火花を散らしている。

「……二人とも、とてもいい度胸をしている」

　ごごごごごごごごごご──瑛子の背はい後ごに荒れ狂う虎とらが見える。

「調子に乗られちゃー困るにゃ。勝負はこれからにゃ」

　瑛子の圧力を前に、シロコは不敵に、挑戦的に笑う。

「わたしだって、ま、負けないんだからね！　これからちゃんとお嫁さん目指して料理とかの勉強するんだから」

　負けじと、天音も顔を真っ赤にして宣言する。瑛子の圧力にちょっとびびって及び腰だったのはご愛あい嬌きようだ。




「…………おれはどうすりゃいいんだ」

　頬ほおを引ひき攣つらせて、雪ゆき道みちがぽつりと呟つぶやいた。

　全すべて終わったと思っていた。

　何も終わってはいなかった。

　と、いうか、むしろより厄やつ介かいな状況が始まったことに気付いた。

「雪道っ！」

「雪道」

「雪道にゃん！」




「いったい」

「だれを」

「選ぶにゃ？」




　天あま音ねが右腕に抱きついて、

　瑛えい子こが左腕に抱きついて、

　シロコが背中に抱きついた。

「……勘弁してください」

　雪道は力なく呟く。

　とりあえず、逃げるのは無理そうだった。












あとがき




　さーて、次回の否定公式は、




　第一話「勝負どころだよ瑛えい子こさん」

「おはよう瑛子、ところでそのトランクにユキ（デブ猫）まで連れた大荷物はなんだ？」

「家出をしてきた。今日から雪ゆき道みちの部屋に住む」

「なるほど、そういう…………え？」




　第二話「成長したよ天あま音ねさん」

「さて……天音に料理を教えるのはいい、が、その格好はなんだ」

「なにって、メイド服だけど？。好きでしょ？　ほーら、スカートの裾すそひらひらー」

「天音に胸を強調するようなデザインは似合わな……すいません、なんでもないです」




　第三話「それはまずいよシロコさん」

「なあシロコ、おれに馬乗りになって目をぎらぎら輝かせるのやめてくれないか？」

「発情期が来ましたご主人さま」

「おいこらやめろ！　脱がすな！　脱ぐな！　うわっ、天音と瑛子きたっ！」




　第四話「まさかの再登場ですよお人形さん」

「随分と大きな荷物が届いたと思ったら…………いや、嬉うれしいよ、嬉しいけどさ」

「イエス、コッペリアもまた恋人との再会を喜び、それを示すために抱きついています」

「頼む、とりあえず離れてくれ、天音と瑛子とシロコの視線がマジで怖い」




　以上四本でお送りしません。

　と、いうことで、お久しぶりです、もしくは初めまして葉は村むら哲てつです。

　折せつ角かくあとがきが三ページもあるのでホラを吹いてみました。信じちゃダメですよ。




　さて、本編はいかがだったでしょうか、少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

　ヒロイン三名揃そろって告白したわけですが、あのヘタレ、もとい、雪道くんも大変です。

　雪道くんが今後どういう選択をするのか、可能性としては概ね三つ。

　本命が、あのままずるずる行って結局三人まとめて面倒を見る。

　大穴が、スパッと誰だれか一人を選ぶ。

　対抗が、逃げる。

　こんな感じだと思います。

　どれを選んでもそれなりに修羅場でしょうが、まあ頑張ってもらいたいものです──今までのヘタレっぷりのツケを支払うだけという気もします。




　それでは恒例の謝辞を。




　担当編集さん、毎度毎度面倒をかけましたが、次も確実にこんな感じです。

　進歩？　成長？　何それ？　美お味いしいの？

　校正の方、毎度毎度誤字脱字誤変換満載の原稿チェックありがとうございました。

　イラストのほんたにかなえさん。毎度毎度原稿が遅い中、四巻も素敵なイラストをありがとうございました。また次もよろしくお願いします。




　最後に読者の方々、応援ありがとうございます。

　おかげさまで一、二、三巻に重版が掛かりました。びっくりです。

　この調子で頑張っていきたいところです。





　　二〇一〇年春『花粉とかマジで滅べ』葉は村むら哲てつ
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